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│
│
現
代
国
際
法
と
の
整
合
性
│
│

　

は
じ
め
に

Ⅰ　

戦
争
観
の
変
遷

　

１　
「
戦
争
」
概
念
に
つ
い
て

　

２　

無
差
別
戦
争
観
│
戦
争
の
自
由
（
自
己
保
存
権
）
の
肯
定

　

３　
（
侵
略
）
戦
争
違
法
観
│
戦
争
の
否
定
と
自
衛
権
の
肯
定

Ⅱ　

国
際
法
上
の
自
衛
権

　

１　

国
際
法
上
の
自
衛
権
の
概
念
│
一
般
的
な
定
義

　

２　

国
際
法
上
の
自
衛
権
の
成
り
立
ち
に
つ
い
て



一
四
二

　

３　

集
団
的
自
衛
権
に
つ
い
て

Ⅲ　

現
代
国
際
法
│
国
際
の
平
和
・
安
全
の
維
持
と
武
力
の
行
使
に
つ
い
て

　

１　

国
際
連
合
憲
章
の
基
本
的
な
規
範
構
造

　

２　

国
際
連
合
憲
章
第
七
章
の
規
範
構
造
│
第
五
一
条
の
位
置
づ
け
（
以
上
、
第
一
二
三
巻
第
八
号
）

　

３　
（
個
別
的
・
集
団
的
）
自
衛
権
の
限
度
・
範
囲

　

４　

国
際
法
社
会
の
実
行
に
み
る
集
団
的
措
置
│
軍
事
的
強
制
措
置
と
（
集
団
的
）
自
衛
権

　

５　

自
衛
権
、
特
に
「
集
団
的
」
自
衛
権
の
重
要
性
及
び
、
そ
の
重
要
性
（
必
要
性
）
と
危
険
性
の
均
衡
の
確
保

　
　
　

│
起
草
者
た
ち
の
思
考
枠
組
み
の
確
認
│

　

６　
（
個
別
的
・
集
団
的
）
自
衛
権
を
考
え
る
視
点
│
国
際
連
合
の
問
題
点
と
思
考
枠
組
み
│

Ⅳ　

我
が
国
の
安
全
保
障
に
関
す
る
基
本
法

　

１　

日
本
国
憲
法
前
文
と
第
九
条
│
国
連
憲
章
と
の
関
係

　
　
（
１
）　

国
連
憲
章
と
の
整
合
関
係
│
共
通
性
と
相
互
補
完
性

　
　
　
　
　

共
通
性　

憲
章
の
目
的
と
前
文
（
集
団
安
全
保
障
体
制
）

　
　
　
　
　

相
互
補
完
性
（
以
上
、
本
号
）

　
　
（
２
）　

第
九
条
の
解
釈

　

２　

自
衛
に
関
す
る
法
規
範

　
　
（
１
）　

自
衛
権
の
法
的
根
拠

　
　
（
２
）　

自
衛
権
の
行
使
態
様
（
方
法
）
と
そ
の
法
的
根
拠

　
　
（
３
）　

ま　

と　

め

Ⅴ　

学
説
の
検
討

　

お
わ
り
に

　

今
後
の
課
題
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一
四
三

Ⅲ　

現
代
国
際
法
│
国
際
の
平
和
・
安
全
の
維
持
と
武
力
の
行
使
に
つ
い
て

３　
（
個
別
的
・
集
団
的
）
自
衛
権
の
限
度
・
範
囲

　
（
１
）　

前
節
２
で
は
、
自
衛
権
が
不
正
処
罰
（
憲
章
の
定
め
る
秩
序
維
持
）
と
い
う
社
会
的
機
能
を
有
す
る
が
ゆ
え
に
、
集
団
安
全
保
障
体
制
に
あ
っ

て
こ
れ
を
補
完
す
る
も
の
と
し
て
位
置
づ
け
ら
れ
る
こ
と
を
確
認
し
た
。
こ
こ
で
は
、
こ
の
「
社
会
的
機
能
」
に
関
連
す
る
自
衛
権
の
限
度
・
範
囲
に
つ

い
て
確
認
し
て
お
き
た
い
。
後
に
言
及
す
る
実
際
の
国
家
実
行
を
評
価
す
る
際
の
基
準
と
な
り
う
る
か
ら
で
あ
る
。

　

既
に
確
認
し
た
よ
う
に
、
自
衛
権
（
正
当
防
衛
権
）
の
根
拠
を
法
秩
序
の
擁
護
を
担
当
す
る
た
め
の
権
利
と
す
る
立
場
か
ら
は
、
同
権
利
は
、
社
会
関

係
の
中
で
、
法
秩
序
の
要
求
の
範
囲
で
認
め
ら
れ
る
も
の
で
あ
り
、
そ
こ
か
ら
伸
縮
が
可
能
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
た
。
そ
う
す
る
と
、
集
団
安
全
保
障
体

制
の
機
能
を
代
替
（
補
完
）
す
る
も
の
と
位
置
づ
け
ら
れ
る
自
衛
権
の
限
度
は
、
社
会
関
係
す
な
わ
ち
国
際
法
社
会
関
係
の
中
で
、
国
際
法
秩
序
（
と
り

わ
け
国
連
の
機
関
等
）
の
要
求
の
範
囲
で
認
め
ら
れ
る
と
い
う
こ
と
に
な
る
（
１
）。

　
（
２
）　
「
自
衛
」
の
範
囲
・
限
度
に
つ
い
て
、
高
野
雄
一
は
、
次
の
よ
う
に
説
明
す
る
。
自
衛
行
為
に
と
ど
ま
る
限
り
は
「
戦
争
（
国
際
紛
争
解
決
の

手
段
と
し
て
の
武
力
の
行
使
の
意
）」
の
性
格
と
相
容
れ
な
い
し
、
そ
れ
が
「
戦
争
」
で
あ
れ
ば
本
質
的
に
自
衛
行
為
の
限
界
に
と
ど
ま
ら
な
い
こ
と
と

な
る
（
２
）。

こ
の
説
明
を
齋
藤
洋
は
精
緻
に
す
る
。
す
な
わ
ち
、
自
衛
行
為
は
国
際
紛
争
状
態
の
「
原
状
回
復
・
均
衡
状
態
の
維
持
」
を
、
強
制
措
置
は
同
紛

争
の
「
解
決
」
を
、
そ
れ
ぞ
れ
目
的
に
す
る
も
の
で
あ
る
と
概
念
を
確
定
す
る
（
３
）。

　

翻
っ
て
、
ケ
ル
ゼ
ン
に
よ
れ
ば
、
共
同
体
の
秩
序
に
よ
っ
て
要
求
さ
れ
る
行
為
を
遂
行
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
こ
の
秩
序
を
実
現
す
る
こ
と
が
、
当
該

行
為
を
し
て
共
同
体
に
帰
属
せ
し
め
ら
れ
適
法
と
評
価
さ
れ
る
た
め
の
本
質
的
標
準
で
あ
る
。
筒
井
若
水
は
、
こ
れ
を
「
加
盟
国
が
自
衛
権
の
要
件
と
し

て
守
る
べ
き
範
囲
は
、
集
団
目
的
の
必
要
に
よ
っ
て
規
定
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。
そ
れ
は
、
自
衛
権
の
範
囲
に
つ
い
て
、
…
狭
め
ら
れ
る
こ
と
が
あ
り
、



一
四
四

逆
に
、
集
団
的
機
能
と
の
関
係
で
…
拡
大
す
る
こ
と
も
あ
り
う
る（
４
）。」
と
表
現
す
る
。
自
衛
権
の
行
使
が
集
団
安
全
保
障
体
制
を
補
完
し
憲
章
の
理
念
・

目
的
を
実
現
し
得
る
憲
章
適
合
的
な
も
の
と
な
る
か
否
か
は
、
国
連
の
機
関
の
意
思
（
統
制
）
と
い
か
に
整
合
す
る
か
に
か
か
っ
て
い
る
と
言
え
よ
う
。

　

い
ず
れ
に
せ
よ
、
齋
藤
の
概
念
画
定
を
前
提
に
、
自
衛
権
の
範
囲
に
つ
い
て
は
伸
縮
性
を
認
め
る
こ
と
が
、
現
代
国
際
法
社
会
に
お
け
る
国
家
実
行
を

理
解
す
る
に
際
し
て
有
用
で
あ
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

４　

国
際
法
社
会
の
実
行
に
み
る
集
団
的
措
置
│
軍
事
的
強
制
措
置
と
（
集
団
的
）
自
衛
権

　
（
１
）　

集
団
的
措
置
│
軍
事
的
強
制
措
置

ⅰ　

比
較
的
最
近
の
体
系
書
に
依
拠
し
て
整
理
す
る
。

　
「
国
連
に
お
い
て
も
頻
繁
に
は
実
施
さ
れ
て
い
な
い
軍
事
的
措
置
の
代
表
的
な
実
施
例
と
し
て
は
、
一
九
五
〇
年
の
朝
鮮
国
連
軍
と
一
九
九
一
年
の
湾

岸
多
国
籍
軍
の
派
遣
が
あ
る
。「
朝
鮮
国
連
軍
は
安
保
理
の
『
必
要
な
支
援
』
提
供
の
『
勧
告
（recom

m
end

）』
に
よ
っ
て
派
遣
さ
れ
（
決
議
八
三
（
一

九
五
九
））」、
湾
岸
多
国
籍
軍
は
安
保
理
の
『
必
要
な
手
段
』
の
『
授
権
（authorize

）』
に
基
づ
い
て
派
遣
さ
れ
た
（
決
議
六
七
八
（
一
九
九
〇
））（５
）。」

　

こ
の
湾
岸
戦
争
に
関
す
る
実
行
例
は
そ
の
後
の
「
慣
行
」
の
礎
と
位
置
づ
け
ら
れ
て
い
る
の
で
、
決
議
六
七
八
に
至
る
ま
で
の
概
略
を
示
す
こ
と
に
す

る
。

　

一
九
九
〇
年
八
月
二
日
に
イ
ラ
ク
が
ク
エ
ー
ト
に
侵
攻
し
た
。
同
日
、
安
保
理
は
イ
ラ
ク
に
即
時
撤
退
を
求
め
る
決
議
六
六
〇
を
採
択
し
た
が
、
八
月

六
日
、
ク
エ
ー
ト
の
支
配
を
強
化
し
併
合
し
た
イ
ラ
ク
の
決
議
六
六
〇
違
反
に
対
し
、
同
国
に
経
済
制
裁
を
課
す
決
議
六
六
一
を
採
択
し
た
。
同
決
議

は
、
イ
ラ
ク
の
ク
エ
ー
ト
に
対
す
る
武
力
攻
撃
に
対
抗
す
る
た
め
固
有
の
個
別
的
及
び
集
団
的
自
衛
権
を
確
認
す
る
内
容
で
あ
っ
た
。
そ
の
後
、
ク
エ
ー

ト
は
諸
国
に
援
助
要
請
を
し
た
趣
旨
の
書
簡
を
安
保
理
に
送
付
、
米
国
、
英
国
も
決
議
六
六
一
を
受
け
自
衛
権
の
行
使
と
し
て
部
隊
を
派
遣
し
た
旨
の
書

簡
を
安
保
理
に
送
付
し
た
。

　

同
年
八
月
二
五
日
安
保
理
は
、
決
議
六
六
一
の
厳
格
な
実
施
の
た
め
に
決
議
六
六
五
を
採
択
し
、
さ
ら
に
同
年
一
一
月
二
九
日
に
採
択
し
た
の
が
上
記
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一
四
五

の
決
議
六
七
八
で
あ
る
。
こ
れ
を
受
け
て
、
翌
一
九
九
一
年
一
月
一
七
日
に
、
米
軍
が
主
導
す
る
多
国
籍
軍
が
攻
撃
を
開
始
し
た
。

　

以
上
が
い
わ
ゆ
る
湾
岸
危
機
か
ら
湾
岸
戦
争
に
至
る
ま
で
に
採
択
さ
れ
た
安
保
理
決
議
の
概
要
（
６
）で
あ
る
。
着
目
す
べ
き
点
は
、
朝
鮮
国
連
軍
の
実
例
と

同
様
、
当
初
は
「
自
衛
権
」
の
行
使
と
し
て
な
さ
れ
た
行
動
が
、
安
保
理
の
「
授
権
」
に
よ
っ
て
「
集
団
的
措
置
」
に
転
換
し
た
形
と
な
っ
て
い
る
と
こ

ろ
で
あ
る
。
注
意
を
喚
起
し
て
お
き
た
い
。

　
「
そ
の
後
の
多
国
籍
軍
へ
の
武
力
行
使
授
権
の
例
と
し
て
は
、
主
と
し
て
人
道
援
助
に
関
す
る
も
の
と
し
て
、
ボ
ス
ニ
ア
（
決
議
七
七
〇
（
一
九
九

二
））、
ソ
マ
リ
ア
（
同
七
九
四
（
一
九
九
二
））、
ル
ワ
ン
ダ
同
九
二
九
（
一
九
九
四
））、
に
関
す
る
決
議
が
、
和
平
合
意
の
実
施
に
関
す
る
も
の
と
し

て
、
ボ
ス
ニ
ア
（
決
議
一
〇
三
一
（
一
九
九
五
））、
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
（
同
一
三
七
六
（
二
〇
〇
一
））
に
関
す
る
決
議
が
あ
る
。」
憲
章
五
三
条
に
よ
り

安
保
理
の
許
可
の
も
と
で
強
制
行
動
が
認
め
ら
れ
る
地
域
的
取
極
・
地
域
的
機
関
に
つ
い
て
は
「
新
ユ
ー
ゴ
の
『
海
上
封
鎖
』
に
関
す
る
一
九
九
二
年
の

決
議
七
八
七
（
一
九
九
二
）
な
ど
が
そ
の
例
で
あ
る（
７
）。」

ⅱ　

以
上
の
実
施
例
に
つ
い
て
は
評
価
が
分
か
れ
る
。

　

確
か
に
こ
れ
ら
の
実
施
例
に
み
る
軍
事
的
強
制
措
置
は
、「
特
別
協
定
（
憲
章
四
三
条
）」
の
締
結
を
前
提
と
す
る
安
保
理
の
「
決
定
（
三
九
条
、
四
二

条
）」
に
よ
っ
て
軍
事
的
措
置
を
加
盟
国
に
義
務
づ
け
る
こ
と
が
で
き
な
い
た
め
に
用
い
ら
れ
た
方
式
で
あ
る
。
そ
の
た
め
に
「
安
保
理
の
勧
告
に
応
じ

て
加
盟
国
が
兵
力
を
安
保
理
の
使
用
に
提
供
す
れ
ば
、
軍
事
的
措
置
の
実
施
は
不
完
全
な
が
ら
可
能
で
あ
る
が
、
そ
れ
は
本
来
意
図
さ
れ
た
安
保
理
の

「
決
定
」
に
基
づ
く
軍
事
的
強
制
措
置
と
は
別
物
で
あ
る（
８
）。」
と
の
評
価
が
な
さ
れ
る
。
か
か
る
評
価
の
後
半
だ
け
を
捉
え
れ
ば
、
憲
章
規
定
に
合
致
し
て

い
な
い
と
す
る
違
憲
説
（
９
）と

な
る
。

　

特
に
一
九
九
一
年
に
湾
岸
多
国
籍
軍
の
武
力
行
使
に
つ
い
て
、
こ
れ
が
集
団
安
全
保
障
の
一
環
と
し
て
の
軍
事
的
強
制
措
置
な
の
か
、
集
団
的
自
衛
権

の
行
使
な
の
か
、
あ
る
い
は
そ
の
両
者
の
性
質
を
併
有
す
る
も
の
な
の
か
議
論
が
分
か
れ
た）
10
（

と
さ
れ
る
。

　

大
沼
保
昭
の
簡
潔
な
整
理
に
よ
れ
ば
、
上
記
の
違
憲
（
憲
章
違
反
・
違
法
）
と
み
る
見
解
の
ほ
か
に
、

　
（
ア
）　

多
国
籍
軍
と
し
て
結
集
し
た
諸
国
の
集
団
的
自
衛
権
の
行
使



一
四
六

　
（
イ
）　

憲
章
四
二
条
の
軍
事
的
強
制
措
置

　
（
ウ
）　

安
保
理
決
議
六
七
八
の
「
授
権
」
は
、
憲
章
四
二
条
の
強
制
措
置
と
集
団
的
自
衛
権
の
行
使
と
も
両
立
す
る

　
（
エ
）　

国
連
の
内
在
的
権
能
に
基
づ
く
公
的
制
裁
活
動

　

と
み
る
見
解
に
分
か
れ
る
。
そ
の
上
で
、
大
沼
は
（
ウ
）
の
解
釈
を
踏
ま
え
つ
つ
、（
エ
）
の
要
素
を
含
む
「
半
公
共
的
（
自
衛
と
公
的
制
裁
ら
の
複

合
的
）
行
為
と
捉
え
る
の
が
最
も
実
態
に
即
し
た
解
釈
と
考
え
る
が
、
問
題
は
憲
章
自
身
の
不
十
分
さ
に
あ
る
。」
と
し
「
紛
争
解
決
方
式
の
類
型
を
現

在
よ
り
き
め
細
や
か
に
規
定
す
る
と
い
う
立
法
的
解
決
に
よ
る
し
か
な
い
。）
11
（

」
と
結
論
す
る
。

　

こ
の
よ
う
な
理
解
に
対
し
て
は
、
先
に
言
及
し
た
集
団
安
全
保
障
体
制
と
（
集
団
的
）
自
衛
権
の
関
係
の
と
こ
ろ
で
な
さ
れ
た
次
の
指
摘
が
思
い
起
こ

さ
れ
る
。
す
な
わ
ち
、
本
来
の
四
三
条
の
特
別
協
定
に
よ
る
「
国
連
軍
」
は
こ
れ
ま
で
組
織
さ
れ
た
こ
と
が
な
い
こ
と
を
理
由
に
集
団
安
全
保
障
は
機
能

し
て
い
な
い
と
す
る
と
い
う
見
解
は
、「
憲
章
七
章
を
三
九
条
か
ら
五
〇
条
ま
で
の
『
憲
章
本
来
の
安
全
保
障
』
に
よ
っ
て
論
じ
、
最
後
の
一
か
条
を
見

落
と
し
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。）
12
（

」

　

筒
井
は
、
一
九
五
〇
年
の
朝
鮮
事
変
で
は
、
事
変
発
生
と
同
時
に
ア
メ
リ
カ
が
韓
国
の
た
め
に
集
団
的
自
衛
権
を
も
っ
て
対
処
し
た
と
こ
ろ
、
か
か
る

自
衛
行
動
に
内
在
し
て
い
た
集
団
安
全
保
障
と
し
て
の
要
素
が
確
認
さ
れ
、
一
連
の
安
保
理
決
議
に
よ
っ
て
集
団
的
措
置
（
軍
事
的
強
制
措
置
）
と
し
て

の
認
定
を
受
け
た
明
確
な
事
例
で
あ
る
、
と
分
析
す
る
。
一
九
九
一
年
の
湾
岸
多
国
籍
軍
の
派
遣
に
つ
い
て
は
、
ペ
ル
シ
ャ
湾
岸
地
域
に
展
開
し
て
い
た

米
英
仏
サ
ウ
ジ
・
ア
ラ
ビ
ア
の
集
団
的
自
衛
権
に
基
づ
く
行
動
を
、
安
保
理
の
「
あ
ら
ゆ
る
必
要
な
手
段
」
を
行
う
に
つ
い
て
の
許
可
（authorize

）

決
議
に
よ
っ
て
、
国
連
の
集
団
的
措
置
（
軍
事
的
・
準
軍
事
的
措
置
）
転
換
さ
せ
た
事
例
で
あ
る
、
と
分
析
す
る
。
そ
の
上
で
、
安
保
理
の
決
議
等
国
連

に
よ
る
基
礎
づ
け
を
前
提
と
す
る
集
団
的
措
置
と
集
団
的
自
衛
権
と
が
別
個
の
制
度
で
あ
る
こ
と
を
踏
ま
え
つ
つ
、
次
の
よ
う
に
結
論
す
る
。「
こ
の
よ

う
に
し
て
み
れ
ば
、
集
団
的
自
衛
権
は
個
別
機
能
の
本
質
に
よ
り
な
が
ら
、
集
団
機
能
と
し
て
の
強
制
に
、
事
実
上
代
替
す
る
も
の
で
あ
り
、
国
際
連
合

の
強
制
行
動
と
い
う
も
の
も
、
集
団
的
自
衛
か
ら
転
換
す
る
以
外
の
慣
行
を
知
ら
な
い
。
こ
れ
は
、
強
制
行
動
を
と
る
国
際
軍
が
存
在
せ
ず
、
憲
章
四
三

条
に
よ
る
国
連
の
指
揮
の
も
と
に
お
け
る
国
連
軍
も
常
備
さ
れ
て
い
な
い
と
こ
ろ
か
ら
、
当
然
の
結
果
で
あ
る
。」
と
し
て
、
国
際
法
社
会
に
お
け
る
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が
国
の
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憲
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障
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一
四
七

（
集
団
的
）
自
衛
権
の
「
社
会
的
機
能
」
の
重
要
性
を
指
摘
す
る）
13
（

。

　

こ
れ
に
対
し
て
、
森
肇
志
は
、
湾
岸
多
国
籍
軍
の
武
力
行
使
に
つ
い
て
評
価
が
分
か
れ
た
こ
と
自
体
が
、
国
連
の
集
団
的
措
置
と
集
団
的
自
衛
権
が

「
区
別
が
困
難
な
ほ
ど
に
接
近
し
た
こ
と
を
示
す
も
の
だ
と
位
置
づ
け
る
こ
と
が
」
で
き
る）
14
（

、
と
す
る
。
し
か
し
、
自
衛
権
は
決
議
六
六
一
に
よ
っ
て
確

認
さ
れ
た
の
で
あ
り
、
そ
の
後
の
多
国
籍
軍
に
よ
る
武
力
行
使
の
容
認
は
決
議
六
七
八
に
よ
る
も
の
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
自
衛
権
と
そ
の
後
の
強
制
行
動

と
の
「
接
近
」
と
い
う
よ
り
も
、
自
衛
行
動
に
よ
っ
て
「
本
来
の
国
連
軍
が
行
う
べ
き
」
強
制
行
動
が
代
替
さ
れ
た
、
つ
ま
り
自
衛
権
行
使
が
集
団
的
措

置
に
転
換
さ
れ
た
と
み
る
方
が
妥
当
で
あ
ろ
う
。
何
故
な
ら
、
両
者
は
性
質
上
異
な
る
制
度
だ
か
ら
こ
そ
、
安
保
理
に
よ
っ
て
別
個
の
決
議
で
認
め
ら
れ

た
か
ら
で
あ
る
。

　

も
う
一
例
を
見
て
み
た
い
。

　

二
〇
〇
一
年
九
月
一
一
日
の
い
わ
ゆ
る
米
国
同
時
多
発
テ
ロ
に
直
後
に
な
さ
れ
た
安
保
理
決
議
（
一
三
六
八
、
一
三
七
三
）
で
あ
る
。
当
該
決
議
に
よ

っ
て
、
個
別
的
・
集
団
的
自
衛
権
が
確
認
さ
れ
た
（U

N
D
oc. S/RES/133 

（2001

） U
N
D
oc. S/RES/1373 

（2001

））。
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
へ
の
武
力

行
使
は
、
自
衛
権
を
根
拠
と
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。
そ
の
後
、
安
保
理
に
よ
る
必
要
な
措
置
（
集
団
的
措
置
）
を
と
る
こ
と
な
く
年
が
経
過
し
た
こ
と
に

つ
い
て
、
森
は
、
集
団
的
自
衛
権
は
保
全
的
措
置
と
し
て
位
置
づ
け
ら
れ
る
の
で
あ
り
、
一
定
段
階
で
安
保
理
が
「
必
要
な
措
置
」
を
と
る
こ
と
が
で
き

な
け
れ
ば
、「
そ
う
し
た
位
置
づ
け
の
実
際
的
な
基
盤
は
揺
る
が
さ
れ
る
こ
と
と
な
る
。）
15
（

」
と
す
る
。
同
時
に
森
は
、
こ
の
「
保
全
的
措
置
と
し
て
許
さ
れ

る
行
動
の
限
度
も
明
確
で
は
な
い
）
16
（

」
と
認
め
、「
こ
の
よ
う
に
性
格
規
定
さ
れ
る
と
い
う
こ
と
か
ら
、
自
衛
権
の
行
使
と
し
て
許
さ
れ
る
行
動
の
程
度
を
、

『
国
家
は
原
則
と
し
て
、
自
己
が
直
面
す
る
危
険
に
、
そ
の
反
撃
を
適
応
さ
せ
な
く
て
は
な
ら
ず
、
か
つ
相
当
と
考
え
ら
れ
る
防
衛
の
必
要
性
の
程
度
を

超
え
て
は
な
ら
な
い
』
と
い
う
一
般
的
な
原
則
を
超
え
て
、
直
接
特
定
あ
る
い
は
限
定
す
る
こ
と
は
困
難
で
あ
ろ
う
）
17
（

」
と
す
る
。
こ
の
よ
う
な
説
明
か
ら

は
、「
補
完
」
の
意
味
を
形
式
的
に
し
か
と
ら
え
て
い
な
い
よ
う
に
も
み
え
る
。
そ
も
そ
も
「
国
連
軍
」
が
組
織
で
き
な
い
ゆ
え
に
、
集
団
安
全
保
障
の

機
能
を
自
衛
権
が
補
完
す
る
の
で
あ
る
。
そ
の
本
質
は
、
ケ
ル
ゼ
ン
が
示
し
た
通
り
、
国
際
法
共
同
体
の
行
為
と
な
り
適
法
と
な
る
標
準
は
、
行
為
の
主

体
で
は
な
く
、
当
該
行
為
が
国
際
法
共
同
体
の
秩
序
が
命
じ
る
と
こ
ろ
を
実
行
し
た
こ
と
で
あ
る
。
そ
う
だ
と
す
れ
ば
、
自
衛
権
の
も
つ
（
不
法
処
罰
即



一
四
八

ち
国
際
法
秩
序
維
持
）
と
い
う
社
会
的
機
能
か
ら
導
か
れ
る
、
そ
の
限
度
・
範
囲
に
関
す
る
伸
縮
性
を
考
慮
す
る
こ
と
が
適
切
で
あ
ろ
う
。

　

国
連
の
安
全
保
障
体
制
の
機
能
と
の
関
連
で
、
狭
め
ら
れ
る
こ
と
も
あ
り
、
拡
大
す
る
こ
と
も
あ
り
う
る
以
上
、
安
保
理
に
よ
る
「
必
要
な
措
置
」
が

と
ら
れ
て
い
な
い
と
し
て
も
、
そ
れ
は
、
自
衛
権
が
そ
の
部
分
を
代
替
し
て
い
る）
18
（

と
み
る
の
が
適
切
で
あ
り
、
現
実
の
国
際
法
社
会
の
実
行
を
よ
り
正
確

に
説
明
し
て
い
る
と
い
う
点
で
、
説
得
力
が
あ
る
と
思
わ
れ
る
。「
安
保
理
の
決
議
が
停
戦
を
求
め
る
も
の
で
な
い
場
合
に
は
、
自
衛
権
の
行
使
は
継
続

す
る
も
の
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。）
19
（

」
と
の
指
摘
や
、「
安
保
理
が
軍
事
的
措
置
を
と
っ
た
場
合
、
自
衛
権
を
行
使
す
る
国
は
そ
の
軍
事
行
動
を
停
止
し
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う
わ
け
で
は
な
く
、
自
衛
と
し
て
の
措
置
が
集
団
安
全
保
障
の
措
置
へ
と
吸
収
さ
れ
る
に
す
ぎ
な
い
。）
20
（

」
と
の
指
摘
は
、
上
記
の
説

明
と
同
一
の
理
解
に
立
つ
も
の
と
い
え
よ
う
。

ⅲ　

一
九
九
〇
年
代
に
、
大
沼
は
、
筒
井
の
説
く
自
衛
権
の
社
会
的
機
能
は
、「
い
か
な
る
機
能
を
は
た
し
て
お
り
、
そ
れ
が
国
際
社
会
の
構
成
員
に
よ

っ
て
い
か
に
評
価
さ
れ
て
い
る
か
に
つ
い
て
の
論
証
に
乏
し
く
、
説
得
力
を
欠
く
」
と
し
て
、
Ｎ
Ａ
Ｔ
Ｏ
や
日
米
安
全
保
障
条
約
な
ど
の
集
団
的
自
衛
権

に
基
づ
く
軍
事
同
盟
は
…
集
団
安
全
保
障
体
制
の
鬼
子
で
あ
る
。）
21
（

」
と
強
く
主
張
し
て
い
た
。

　

そ
の
大
沼
も
、
二
〇
〇
〇
年
代
に
入
る
と
、
依
然
と
し
て
「
自
衛
権
は
国
連
の
集
団
安
全
保
障
体
制
の
例
外
で
あ
り
、
ま
し
て
集
団
的
自
衛
権
は
同
盟

の
自
由
に
連
な
る
集
団
安
全
保
障
体
制
の
鬼
子
で
あ
る
。」
と
の
持
論
は
維
持
し
つ
つ
も
、「
た
だ
、
自
衛
権
が
集
団
安
全
保
障
と
連
続
性
を
も
っ
て
補
完

的
に
機
能
す
る
こ
と
も
あ
る
。」
と
認
め
て
一
九
九
一
年
の
湾
岸
多
国
籍
軍
（
決
議
六
七
八
（
一
九
九
〇
））
の
事
例
を
挙
げ
る）
22
（

。

　

こ
れ
は
、
国
連
加
盟
国
の
自
衛
権
あ
る
い
は
自
衛
権
に
基
づ
い
て
組
織
さ
れ
た
軍
事
力
が
基
本
と
な
り
、
国
連
は
、
安
全
保
障
理
事
会
の
授
権
決
議

（
ま
た
は
総
会
の
勧
告
決
議
等
）
で
加
盟
国
の
行
動
を
支
持
し
、
よ
り
多
く
の
加
盟
国
を
こ
れ
に
参
加
さ
せ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
間
接
的
に
こ
れ
に
関
与

す
る）
23
（

と
い
う
内
容
の
慣
行
が
、
憲
章
の
理
念
・
目
的
に
適
う
も
の
と
し
て
確
立
し
て
い
る
こ
と
を
、
大
沼
が
部
分
的
に
承
認
し
た
も
の
と
理
解
さ
れ
る
。

換
言
す
れ
ば
、
筒
井
の
い
う
「
自
衛
権
の
社
会
的
機
能
」
を
大
沼
が
承
認
し
た
こ
と
に
他
な
ら
な
い
と
い
え
よ
う）
24
（

。

　

ま
た
、
国
際
社
会
全
体
の
承
認
を
前
提
と
す
る
新
た
な
課
題
の
遂
行
に
安
保
理
が
必
ず
し
も
適
任
で
な
い
と
し
て
も
、「
こ
れ
に
代
わ
る
よ
り
適
切
な

機
関
が
存
在
し
て
い
な
い
」
こ
と
を
指
摘
し
、「
憲
章
で
企
図
さ
れ
て
い
な
い
」「
慣
行
」
が
「
発
展
」
し
て
き
た
こ
と
は
認
め
る
立
場）
25
（

も
、
結
果
と
し
て
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憲
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城
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一
四
九

「
自
衛
権
の
社
会
的
機
能
」
を
否
定
し
て
い
な
い
と
い
え
よ
う
。
森
は
、
こ
れ
ま
で
の
実
行
は
憲
章
規
定
の
文
言
に
完
全
に
沿
う
も
の
で
は
な
い
が
、「
集

団
安
全
保
障
体
制
の
核
心
」
を
必
要
性
の
認
定
と
と
る
べ
き
措
置
の
決
定
の
「
組
織
化
に
見
出
す
な
ら
ば
」、「
認
定
」
が
な
さ
れ
、「
極
め
て
漠
然
と
し

た
形
で
は
あ
る
が
安
保
理
と
し
て
の
決
定
」
も
な
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、「
少
な
く
と
も
集
団
安
全
保
障
の
本
旨
に
沿
う
も
の
と
評
価
で
き
」
る）
26
（

と
す

る
。
最
上
も
、
湾
岸
戦
争
方
式
の
踏
襲
で
あ
る
特
定
の
国
家
（
あ
る
い
は
国
家
グ
ル
ー
プ
）
に
武
力
行
使
を
授
権
す
る
「
外
注
」
方
式
は
、
国
連
自
身
が

強
制
行
動
を
行
う
体
制
を
つ
く
れ
な
か
っ
た
こ
と
の
結
果
で
あ
る
。
し
か
し
、
そ
れ
は
一
部
の
国
々
が
安
保
理
の
授
権
も
得
ず
に
単
独
主
義
の
武
力
行
使

を
す
る
よ
り
は
国
連
の
理
念
に
沿
っ
て
い
る
。
ま
た
、
授
権
さ
れ
た
武
力
行
使
が
き
わ
め
て
小
さ
な
規
模
に
と
ど
ま
り
、
か
つ
平
和
や
治
安
回
復
に
役
立

つ
場
合
も
実
際
に
あ
っ
た）
27
（

、
と
慣
行
の
存
在
を
評
価
す
る
。

　

浅
田
正
彦
も
「
こ
れ
ま
で
の
慣
行
に
よ
っ
て
国
連
憲
章
に
従
っ
た
強
制
措
置
に
お
い
て
は
そ
の
違
法
性
が
阻
却
さ
れ
る
と
い
う
法
的
信
念
が
確
立
し
て

い
る
と
考
え
る
ほ
か
な
い
）
28
（

」
と
す
る
。

　

酒
井
啓
亘
は
「
武
力
行
使
の
許
可
に
つ
い
て
は
、
…
そ
の
根
拠
は
四
二
条
に
求
め
ら
れ
る
。
事
後
の
慣
行
に
よ
り
国
連
憲
章
の
解
釈
が
確
立
し
、
四
三

条
の
特
別
協
定
が
締
結
さ
れ
て
い
な
く
て
も
四
二
条
に
基
づ
き
軍
事
的
措
置
が
発
動
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
）
29
（

」
と
み
る
。

　

掛
江
朋
子
は
、「
多
国
籍
軍
方
式
が
採
用
さ
れ
た
こ
と
に
よ
っ
て
、
措
置
の
実
施
は
各
国
が
指
揮
権
を
も
つ
も
の
の
、
措
置
の
決
定
は
公
的
な
授
権
と

い
う
か
た
ち
を
と
る
よ
う
に
な
っ
た
点
で
措
置
の
客
観
性
及
び
公
的
性
格
は
高
ま
っ
て
い
る
」
と
分
析
し
た
上
で
、「
さ
ら
に
、
湾
岸
戦
争
か
ら
二
五
年

経
過
し
、
安
保
理
の
強
制
行
動
が
多
様
化
し
た
現
在
で
は
、
強
化
さ
れ
た
Ｐ
Ｋ
Ｏ
が
必
要
な
措
置
を
担
う
こ
と
に
よ
り
、
決
定
・
実
施
の
双
方
に
お
い
て

公
的
性
格
を
も
つ
措
置
が
可
能
と
な
っ
て
い
る
。」
と
指
摘
す
る）
30
（

。

　

以
上
、「
授
権
方
式
」
に
よ
っ
て
な
さ
れ
る
措
置
に
は
、
自
衛
の
要
件
は
不
要
で
あ
る
が
、
自
衛
権
の
行
使
と
し
て
な
さ
れ
る
加
盟
国
の
武
力
行
使
を

「
強
制
措
置
」
に
転
換
す
る
場
合
と
が
あ
る
。
い
ず
れ
も
、
実
体
と
し
て
用
い
ら
れ
る
の
が
加
盟
国
の
自
衛
権
に
基
づ
き
組
織
さ
れ
た
武
力
で
あ
る
こ
と

に
お
い
て
異
な
ら
な
い
。
こ
の
よ
う
な
認
識
を
前
提
に
、
自
衛
権
の
代
替
機
能
（
社
会
的
機
能
）
を
肯
定
す
る
見
解
は
少
な
く
な
い）
31
（

。



一
五
〇

　

最
後
に
小
括
と
し
て
杉
原
高
嶺
の
説
明
を
み
て
お
き
た
い
。

　

杉
原
は
、
こ
れ
ま
で
な
さ
れ
て
き
た
の
は
安
保
理
の
「
勧
告
」「
授
権
」
に
よ
る
措
置
で
あ
り
、
そ
れ
は
「
軍
事
的
措
置
の
一
方
式
と
し
て
定
着
し
た

も
の
と
み
ら
れ
る
。」
と
し
、
特
に
授
権
方
式
の
先
例
と
さ
れ
る
湾
岸
戦
争
に
お
け
る
決
議
六
七
八
（
一
九
九
〇
）
の
法
的
位
置
づ
け
を
検
討
す
る
。
確

か
に
、
本
来
の
国
連
軍
（
特
に
四
三
条
、
四
六
、
四
七
条
）
で
は
な
い
、
ま
た
は
安
保
理
の
統
制
を
欠
く
包
括
的
授
権
は
正
当
で
は
な
い
、
な
ど
の
批
判

が
当
初
は
あ
っ
た
。
し
か
し
、
こ
の
よ
う
な
見
解
は
む
し
ろ
少
数
派
で
あ
っ
た
、
と
す
る
。
そ
の
上
で
、
憲
章
上
の
位
置
づ
け
に
つ
い
て
は
、
第
五
一
条

で
は
な
く
、「
第
四
二
条
に
含
ま
れ
る
非
拘
束
的
（
勧
告
的
な
）
軍
事
行
動
と
み
る
」
立
場
を
、
自
衛
権
は
、
安
保
理
が
「
必
要
な
措
置
を
と
る
ま
で
の

間
」（
五
一
条
）、
加
盟
国
が
主
体
的
に
安
保
理
の
決
定
に
先
行
し
て
行
使
す
る
権
利
で
あ
る
こ
と
を
理
由
と
し
て
、
解
釈
論
と
し
て
妥
当
と
す
る
。

　

さ
ら
に
、
杉
原
は
、
国
際
司
法
裁
判
所
の
判
決
を
引
き
な
が
ら
、
授
権
方
式
に
よ
る
軍
事
的
措
置
を
（
慣
行
と
し
て
）
定
着
し
て
き
た
と
み
る
こ
と
の

妥
当
性
を
論
証
し
て
い
る
。
す
な
わ
ち
「
第
四
二
条
軍
事
的
措
置
は
本
来
は
第
四
三
条
の
特
別
協
定
を
基
礎
と
す
る
拘
束
的
・
強
制
的
行
動
を
想
定
し
た

も
の
で
あ
る
が
、
し
か
し
、
そ
の
こ
と
は
加
盟
国
の
任
意
の
判
断
に
委
ね
ら
れ
た
非
拘
束
的
軍
事
行
動
を
必
ず
し
も
排
除
す
る
も
の
で
は
な
い
と
解
さ
れ

る
。
国
際
司
法
裁
判
が
国
連
経
費
事
件
に
お
い
て
財
政
措
置
と
の
関
係
で
述
べ
た
次
の
一
節
は
、
こ
の
場
合
に
も
あ
て
は
ま
る
で
あ
ろ
う
。『
国
際
の
平

和
と
安
全
の
維
持
の
た
め
に
と
ら
れ
る
す
べ
て
の
措
置
が
第
四
三
条
の
下
で
締
結
さ
れ
る
協
定
に
お
い
て
財
政
化
が
は
か
ら
れ
て
い
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

と
す
る
主
張
は
、
安
保
理
が
憲
章
の
他
の
規
定
に
し
た
が
っ
て
行
動
し
う
る
可
能
性
を
排
除
す
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
裁
判
所
は
安
保
理
の
権
限
を
そ
の

よ
う
に
限
定
す
る
見
解
に
同
意
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
第
四
三
条
の
協
定
が
な
い
と
き
に
直
面
す
る
緊
急
事
態
に
お
い
て
、
憲
章
は
安
保
理
が
行
動
不

能
に
陥
る
ま
ま
に
任
せ
た
と
み
る
こ
と
は
で
き
な
い
』
と
（ICJ R

eports 1962, p. 167

）。
湾
岸
戦
争
後
に
お
け
る
幾
度
か
の
授
権
方
式
に
よ
っ
て
確

立
し
た
条
約
解
釈
の
一
例
と
み
る
こ
と
が
で
き
る
杉
原
の
見
解）
32
（

は
、「
集
団
安
全
保
障
体
制
を
憲
章
三
九
条
か
ら
五
〇
条
だ
け
で
み
る
の
で
は
な
く
、
最

後
の
一
か
条
で
あ
る
第
五
一
条
も
見
逃
し
て
は
な
ら
な
い
」
と
す
る
筒
井
の
見
解
と
通
じ
る
も
の
が
あ
る
と
い
え
よ
う
。

　

筒
井
の
指
摘
す
る
よ
う
に
、
そ
も
そ
も
憲
章
は
集
団
的
措
置
が
加
盟
国
の
全
部
ま
た
は
「
一
部
に
よ
っ
て
と
ら
れ
る
」
と
明
文
で
規
定
し
て
い
る
。
第

七
章
に
お
け
る
第
五
一
条
の
位
置
づ
け
（
集
団
安
全
保
障
体
制
の
補
完
）
を
併
せ
て
考
え
る
な
ら
ば
、
国
連
の
実
行
事
例
は
憲
章
の
構
想
の
下
に
行
わ
れ
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て
き
た
と
理
解
す
る
こ
と
が
で
き
る
。「
本
来
の
国
連
軍
」
の
な
い
状
態
に
お
い
て
、
国
際
の
平
和
と
安
全
の
維
持
の
観
点
か
ら
、
国
連
（
安
保
理
）
が

一
定
の
任
務
を
な
す
権
限
を
加
盟
国
に
付
与
す
る
こ
と
は
妨
げ
ら
れ
な
い）
33
（

と
考
え
る
べ
き
で
あ
り
、
杉
原
の
説
明
は
、
か
か
る
理
解
が
妥
当
で
あ
る
こ
と

を
示
し
て
い
る
も
の
と
思
わ
れ
る
。

５　

自
衛
権
、
特
に
「
集
団
的
」
自
衛
権
の
重
要
性
及
び
、
そ
の
重
要
性
（
必
要
性
）
と
危
険
性
の
均
衡
の
確
保

　
　

│
起
草
者
た
ち
の
思
考
枠
組
み
の
確
認
│

　
（
１
）　

集
団
的
自
衛
権
の
必
要
性
と
危
険
性
の
認
識
│
一
九
五
〇
〜
六
〇
年
代
か
ら
の
視
点

　

高
野
雄
一
は
、「
集
団
的
自
衛
権
の
功
罪
」
と
し
て
積
極
・
消
極
の
両
面
に
言
及
し
て
い
た
。

　

先
ず
「
積
極
面
」
に
つ
い
て
は
次
の
よ
う
に
述
べ
る
。
緊
急
時
に
お
い
て
は
安
保
理
に
よ
る
集
団
的
措
置
に
迅
速
性
・
確
実
性
は
期
待
し
が
た
い
。

「
そ
う
と
す
れ
ば
、
こ
の
集
団
的
自
衛
権
の
効
用
は
益
々
大
き
く
な
る
。
し
か
も
、
こ
の
集
団
的
自
衛
権
は
、
実
質
的
に
国
内
法
上
の
正
当
防
衛
権
に
近

く
、
国
際
関
係
が
非
常
に
緊
密
化
し
て
、
国
際
社
会
に
お
け
る
不
正
に
対
し
て
多
く
の
国
が
同
時
に
関
心
を
も
ち
、
そ
の
被
害
者
を
多
く
の
国
が
助
け
る

と
い
う
意
味
を
も
ち
、
国
際
社
会
・
国
際
法
の
発
展
を
意
味
す
る
。
国
際
間
に
お
け
る
権
力
政
治
を
捨
象
し
て
考
え
れ
ば
、
か
か
る
意
義
が
集
団
的
自
衛

権
に
存
す
る
こ
と
は
確
か
で
あ
る
。）
34
（

」
と
。
こ
の
点
、
横
田
喜
三
郎
も
「
時
間
的
必
要
性
」
に
加
え
、
現
代
戦
の
影
響
力
、
み
ず
か
ら
自
己
を
防
衛
す
る

に
必
要
な
実
力
を
有
し
な
い
国
が
少
な
く
な
い
こ
と
を
挙
げ
る）
35
（

。

　

こ
こ
で
着
目
す
べ
き
は
、「
集
団
的
自
衛
権
の
効
用
は
益
々
大
き
く
な
る
」
と
「
不
正
…
の
被
害
者
を
多
く
の
国
が
助
け
る
と
い
う
意
味
を
も
ち
」
と

い
う
高
野
の
記
述
で
あ
る
。
何
故
な
ら
、
後
者
は
「（
集
団
的
）
自
衛
権
の
社
会
的
機
能
」
を
、
前
者
は
「
そ
の
範
囲
・
限
度
に
つ
い
て
の
伸
縮
性
」
を

承
認
す
る
趣
旨
と
読
み
と
る
こ
と
が
で
き
る
か
ら
で
あ
る
。

　

次
に
、
高
野
は
「
消
極
面
」
に
つ
い
て
、
次
の
よ
う
に
述
べ
る
。「
自
衛
権
に
は
、
個
別
的
な
安
全
保
障
の
手
段
と
し
て
、
濫
用
の
可
能
性
が
あ
る
。」

と
。
自
衛
権
行
使
の
前
提
（
発
動
要
件
）
の
判
断
は
第
一
次
的
に
発
動
を
企
図
す
る
当
事
国
に
委
ね
ら
れ
、
そ
の
判
断
は
し
ば
し
ば
難
し
い
こ
と
に
加



一
五
二

え
、「
自
国
本
位
の
政
治
的
考
慮
が
働
き
や
す
い
」
こ
と
に
起
因
す
る
。
そ
れ
ゆ
え
に
「
組
織
化
の
不
十
分
な
国
際
社
会
に
お
い
て
」
濫
用
の
「
例
が
少

な
く
な
く
、
反
っ
て
平
和
と
安
全
を
脅
か
す
こ
と
が
あ
っ
た
。
こ
の
点
は
、
集
団
的
自
衛
権
に
つ
い
て
も
同
じ
で
あ
る
。」「
そ
の
影
響
の
及
ぶ
範
囲
が
単

な
る
自
衛
権
よ
り
広
く
且
つ
大
き
い
。
そ
れ
だ
け
に
濫
用
さ
れ
る
と
な
る
と
そ
の
平
和
と
安
全
に
対
す
る
危
険
は
一
そ
う
著
し
い
」
か
ら
で
あ
る
と
す

る
）
36
（

。
具
体
的
に
は
、
集
団
的
自
衛
権
が
地
域
的
な
集
団
安
全
保
障
体
制
と
結
合
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
国
連
が
否
定
し
た
は
ず
の
同
盟
体
制
を
認
め
る
結

果
と
な
り
、
集
団
安
全
保
障
の
理
念
に
背
離
す
る
方
向
に
導
か
れ
る
こ
と
に
な
る）
37
（

と
す
る
。
も
っ
と
も
、
安
保
理
の
統
制
が
確
実
と
な
れ
ば
濫
用
の
お
そ

れ
は
著
し
く
減
じ
る
こ
と
に
な
ろ
う
が
、
横
田
が
列
挙
す
る
「
安
保
理
へ
の
報
告
」「
安
保
理
が
必
要
な
措
置
を
と
る
ま
で
の
間
」
等
の
第
五
一
条
に
規

定
さ
れ
る
安
保
理
の
統
制）
38
（

に
は
「
拒
否
権
の
作
用
も
あ
り
、」「
確
実
性
を
期
待
し
え
な
い
。」
と
指
摘
し
て
い
た）
39
（

。

　

田
畑
茂
二
郎
も
、
こ
の
「
濫
用
」
の
可
能
性
・
危
険
性
の
認
識
か
ら
論
を
始
め
た
。

　
「
自
衛
権
が
濫
用
さ
れ
易
い
と
い
う
こ
と
は
、
基
本
的
に
は
、
国
際
社
会
の
構
造
上
の
特
殊
性
、
つ
ま
り
、
そ
れ
ぞ
れ
の
国
家
が
武
力
を
も
ち
、
し
か

も
、
武
力
行
使
の
正
否
を
客
観
的
に
判
定
す
る
、
超
国
家
的
な
機
構
が
欠
如
し
て
い
る
と
い
う
、
そ
う
し
た
国
際
社
会
の
特
殊
性
に
由
来
す
る
と
い
え
る

で
あ
ろ
う
が
、
よ
り

0

0

直
接
的
な
原
因
と
し
て
は
、
国
際
法
上
の
自
衛
権
と
い
う
概
念
が
、
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
的
な
系
譜
の
上
に
お
い
て
、
い
わ
ゆ
る
国
家
の

基
本
権
と
し
て
の
自
存
権
（right of self-preservation
）
の
観
念
に
つ
ら
な
っ
て
お
り
、
自
衛
権
の
解
釈
・
適
用
に
お
い
て
、
し
ば
し
ば
自
存
権
の

観
念
が
混
入
す
る
と
い
っ
た
事
情
が
あ
っ
た
こ
と
も
考
え
ら
れ
る
で
あ
ろ
う
。）
40
（

」
と
。
さ
ら
に
、
ウ
エ
ブ
ス
タ
ー
フ
ォ
ー
ミ
ュ
ラ
「
す
な
わ
ち
、
自
衛
権

の
発
動
は
、
危
険
が
『
差
し
迫
っ
た
も
の
で
あ
り
、
圧
倒
的
な
も
の
で
あ
っ
て
、
他
の
手
段
を
選
ぶ
余
地
な
く
、
熟
慮
す
る
余
裕
の
な
い
も
の
』
で
あ
る

こ
と
が
必
要
と
い
う
原
則
が
、
こ
れ
ま
で
か
な
り
広
く
認
め
ら
れ
、」「
ニ
ュ
ー
ル
ン
べ
ル
グ
判
決
や
東
京
裁
判
の
判
決
に
お
い
て
も
確
認
さ
れ
て
い
た

が
、
し
か
し
、
実
際
に
は
、
こ
の
原
則
も
、
そ
れ
ほ
ど
厳
格
な
形
で
は
履
行
さ
れ
ず
、
…
自
衛
権
を
口
実
と
し
て
武
力
を
行
使
す
る
と
い
っ
た
ケ
ー
ス
が

そ
れ
ほ
ど
珍
し
く
な
か
っ
た
。」
と
し
て
、
一
九
五
八
年
七
月
の
米
国
の
レ
バ
ノ
ン
出
兵
、
英
国
の
ヨ
ル
ダ
ン
出
兵
な
ど
を
挙
げ
る
。

　
「
こ
の
よ
う
に
、
自
衛
権
は
濫
用
の
危
険
を
多
分
に
は
ら
ん
で
は
い
る
が
、」
と
し
て
そ
の
危
険
性
を
認
識
し
た
上
で
、
そ
の
危
険
性
と
必
要
性
の
矛

盾
・
対
立
を
止
揚
す
る
建
設
的
な
思
考
の
在
り
方
を
提
示
す
る
。
す
な
わ
ち
、「
し
か
し
、
そ
れ
を
全
く
認
め
な
い
と
い
う
こ
と
も
、
実
際
上
不
可
能
で
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あ
ろ
う
。
強
力
な
国
家
権
力
を
背
景
と
し
て
社
会
秩
序
が
保
た
れ
て
い
る
国
内
社
会
に
お
い
て
さ
え
も
、
緊
急
な
場
合
に
は
私
人
が
自
ら
の
手
に
よ
っ
て

自
己
を
防
衛
す
る
正
当
防
衛
が
認
め
ら
れ
て
い
る
。
と
す
る
な
ら
ば
、
権
力
的
に
秩
序
づ
け
ら
れ
て
い
な
い
国
際
社
会
に
お
い
て
、
国
家
が
自
己
の
力
に

よ
っ
て
自
己
を
防
衛
す
る
権
利
、
つ
ま
り
自
衛
権
を
認
め
る
こ
と
は
や
む
を
得
な
い
現
象
だ
と
い
わ
ざ
る
を
え
な
い
で
あ
ろ
う
。
し
た
が
っ
て
、
結
局
、

問
題
は
、
い
か
に
し
て
自
衛
権
を
濫
用
か
ら
守
る
か
と
い
う
こ
と
に
帰
着
す
る
。
そ
し
て
、
こ
の
た
め
に
は
、
ま
ず
な
に
よ
り
も
要
求
さ
れ
る
の
は
、
自

衛
権
の
発
動
を
で
き
る
だ
け
客
観
的
な
基
準
と
体
制
に
よ
っ
て
規
整
す
る
こ
と
で
あ
ろ
う
。）
41
（

」
と
言
明
し
て
い
た
。

　

以
上
の
田
畑
、
高
野
と
い
う
我
が
国
を
代
表
す
る
国
際
法
学
者
に
よ
り
、
自
衛
権
に
つ
い
て
採
る
べ
き
基
本
的
な
思
考
枠
組
み
が
明
確
に
示
さ
れ
て
い

た
事
実
を
知
る
こ
と
が
で
き
る
。

　
（
２
）　
（
集
団
的
）
自
衛
権
の
積
極
面
（
必
要
性
）
と
消
極
面
（
危
険
性
）
の
両
者
を
考
慮
す
る
立
場
に
対
し
て
、
消
極
面
（
危
険
性
）
の
み
を
強
調

す
る
立
場
も
あ
る
。
代
表
的
な
論
者
に
よ
れ
ば
、「
集
団
的
自
衛
権
は
個
別
的
自
衛
権
に
輪
を
か
け
て
濫
用
の
危
険
が
大
き
い
…
集
団
的
自
衛
権
を
根
拠

に
軍
事
同
盟
が
結
ば
れ
る
と
、
集
団
安
全
保
障
で
は
不
定
・
未
必
の
敵
だ
っ
た
も
の
が
特
定
・
常
時
の
敵
」
と
な
り
、
ま
た
「
日
米
安
保
や
Ｎ
Ａ
Ｔ
Ｏ
の

よ
う
に
常
任
理
事
国
が
加
盟
す
る
軍
事
同
盟
が
自
衛
の
も
と
に
武
力
を
行
使
す
れ
ば
、
安
保
理
事
会
が
こ
れ
を
止
め
る
手
だ
て
は
」
な
い）
42
（

、
と
さ
れ
る
。

　

か
か
る
立
場
の
見
解
の
ほ
と
ん
ど
は
、（
１
）
の
田
畑
、
高
野
の
論
述
と
概
ね
異
な
る
と
こ
ろ
は
な
い
。
他
方
、
同
じ
く
「
集
団
的
自
衛
権
は
集
団
安

全
保
障
体
制
の
鬼
子
で
あ
る
」
と
し
て
そ
の
危
険
性
を
強
調
す
る
立
場
か
ら
も
、
集
団
的
自
衛
権
が
集
団
安
全
保
障
体
制
を
補
完
し
得
る
た
め
の
必
要
条

件
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
そ
れ
は
、
特
に
新
規
な
こ
と
で
は
な
い
。
要
す
る
に
「
自
衛
権
の
発
動
要
件
を
充
た
す
必
要
が
あ
る
）
43
（

」
と
い
う
、
現
時
点
に
あ

っ
て
は
、
高
野
、
田
畑
の
指
摘
を
待
つ
ま
で
も
な
い
至
極
当
然
の
事
柄
の
指
摘
で
あ
る
。
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（
３
）　

国
際
法
文
書
（
国
連
憲
章
含
む
）
起
草
過
程
に
み
る
自
衛
権
の
必
要
性
と
危
険
性
に
つ
い
て

　

こ
の
問
題
に
関
連
す
る
国
際
法
文
書
の
起
草
者
達
の
間
で
ど
の
よ
う
な
議
論
が
な
さ
れ
て
い
た
か
に
つ
い
て
、
森
の
論
稿
に
依
拠
し
て
確
認
し
て
み
た

い
。

ⅰ　

ラ
イ
ン
ラ
ン
ト
（
一
九
二
五
）
協
定
の
作
成
過
程
に
お
い
て
、
フ
ラ
ン
ス
は
集
団
的
措
置
（
集
団
的
自
衛
権
の
先
駆
）
の
実
際
上
の
必
要
性
を
強
調

し
た
。
こ
れ
に
対
し
、
英
国
は
、
当
事
国
が
条
約
違
反
を
主
張
し
た
だ
け
で
は
不
充
分
で
あ
り
、
当
該
条
約
違
反
の
主
張
の
正
し
さ
を
確
認
す
る
た
め
に

連
盟
理
事
会
の
判
断
を
得
る
必
要
が
あ
る
と
主
張
し
た
。

　
「
こ
う
し
た
対
立
を
経
て
、
…
個
別
的
自
衛
権
の
行
使
が
同
禁
止
条
項
違
反
の
場
合
に
求
め
ら
れ
、
…
集
団
的
措
置
の
自
動
発
動
は
、
そ
の
違
反
が
明

白
な
場
合
に
限
定
さ
れ
た
）
44
（

」。
そ
こ
で
は
、
集
団
措
置
発
動
の
要
件
の
認
定
（
侵
略
の
認
定
）
が
恣
意
に
陥
る
危
険
性
、
さ
ら
に
言
え
ば
、
集
団
措
置
に

内
在
す
る
戦
争
を
誘
発
し
拡
大
す
る
危
険
性
も
認
識
さ
れ
て
い
た
。
そ
れ
ゆ
え
に
、
集
団
的
措
置
の
必
要
性
と
そ
の
危
険
性
の
均
衡
を
、
発
動
要
件
を
加

重
す
る
こ
と
、
即
ち
「
違
反
」
よ
り
も
「
違
反
が
明
白
」
と
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
図
ろ
う
（
危
険
性
を
縮
減
し
よ
う
）
と
の
努
力
が
な
さ
れ
て
い
た
の
で

あ
る）
45
（

。

ⅱ　

次
に
、
国
連
憲
章
の
起
草
過
程
に
お
け
る
「
一
連
の
議
論
の
中
で
注
目
す
べ
き
こ
と
」
と
し
て
森
は
、
以
下
の
よ
う
に
言
及
す
る
。

　
（
ア
）　
「
自
衛
権
の
行
使
は
侵
略
に
対
す
る
反
撃
と
い
う
点
で
国
際
連
合
の
目
的
に
合
致
し
、
そ
も
そ
も
二
条
四
項
に
反
す
る
も
の
で
は
な
い
と
さ
れ

て
い
た
こ
と
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
ダ
ン
バ
ー
ト
ン
・
オ
ー
ク
ス
会
議
以
前
か
ら
一
貫
し
て
自
衛
権
の
存
続
は
確
認
さ
れ
て
い
た
も
の
の
、
そ
れ
を
憲
章

に
明
記
す
る
必
要
は
な
い
と
考
え
ら
れ
て
い
た
。」

　
（
イ
）　

集
団
的
自
衛
権
が
集
団
安
全
保
障
体
制
を
補
完
す
る
も
の
で
あ
る
と
同
時
に
、
安
保
理
の
許
可
な
く
発
動
で
き
る
こ
と
か
ら
、
そ
の
発
動
要
件

の
認
定
の
恣
意
性
、
戦
争
を
誘
発
・
拡
大
さ
せ
る
危
険
性
、
さ
ら
に
は
集
団
安
全
保
障
体
制
を
瓦
解
さ
せ
る
危
険
性
が
あ
る
と
い
う
点
で
、
国
連
の
目
的

（
集
団
安
全
保
障
体
制
）
と
矛
盾
・
対
立
す
る
契
機
を
内
在
す
る
も
の
で
あ
る
こ
と
も
、
明
確
に
認
識
さ
れ
て
い
た
。

　

さ
ら
に
、
こ
の
矛
盾
・
対
立
の
契
機
は
、
自
衛
権
の
発
動
要
件
を
厳
格
に
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
止
揚
さ
れ
る
と
い
う
思
考
枠
組
み
が
共
有
さ
れ
て
い
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た
、
と
森
は
指
摘
す
る）
46
（

。

　

米
国
一
二
日
原
案
で
は
、「
第
一
文
で
は
『
侵
略
』
を
、
第
二
文
で
は
『
武
力
攻
撃
』
を
挙
げ
る
が
、
両
者
の
使
い
分
け
は
明
確
に
意
図
的
な
も
の
で

あ
り
、
前
者
は
個
別
的
自
衛
権
に
、
後
者
は
…
『
集
団
的
自
衛
権
』
に
対
応
す
る
も
の
と
さ
れ
て
い
た
。」。
す
な
わ
ち
、
米
国
案
は
「『
武
力
攻
撃
』
は

『
侵
略
』
よ
り
も
狭
い
概
念
、『
侵
略
の
明
確
な
場
合
』
と
し
て
用
い
ら
れ
て
お
り
、
集
団
的
自
衛
権
の
行
使
を
、
個
別
的
自
衛
権
の
場
合
に
比
べ
て
制
限

し
よ
う
と
す
る
も
の
に
ほ
か
な
ら
な
か
っ
た
。」。
こ
れ
に
対
し
、
英
国
は
侵
略
の
定
義
の
困
難
さ
を
指
摘
し
た
が
、
そ
の
「
批
判
は
適
切
な
も
の
だ
っ
た

と
は
言
い
が
た
い
」
が
、
と
も
か
く
も
、「
米
国
は
、
集
団
的
自
衛
権
の
発
動
要
件
を
『
武
力
攻
撃
』
す
な
わ
ち
『
侵
略
の
明
確
な
場
合
』
に
限
定
す
る

こ
と
に
よ
っ
て
」
集
団
的
自
衛
権
の
必
要
性
と
発
動
要
件
の
認
定
の
恣
意
性
、
戦
争
の
誘
発
・
拡
大
の
危
険
性
、
集
団
安
全
保
障
体
制
を
瓦
解
さ
せ
る
危

険
性
と
の
均
衡
を
図
ろ
う
と
し
た
こ
と
が
見
て
取
れ
る
の
で
あ
る）
47
（

、
と
。
こ
れ
は
ロ
カ
ル
ノ
条
約
（
ラ
イ
ン
ラ
ン
ト
協
定
）
の
起
草
過
程
で
確
認
で
き
た

集
団
的
自
衛
権
を
集
団
安
全
保
障
体
制
の
保
全
措
置
と
し
て
こ
れ
を
補
完
す
る
も
の
と
す
る
位
置
づ
け
と
集
団
的
自
衛
権
の
必
要
性
と
危
険
性
の
均
衡
を

図
ろ
う
と
す
る
（
集
団
安
全
保
障
体
制
と
集
団
的
自
衛
権
と
の
一
体
性
を
維
持
し
よ
う
と
す
る
）
思
考
枠
組
み
と
い
う
点
で
共
通
す
る）
48
（

と
い
え
よ
う
。

ⅲ　
（
小
括
）　

以
上
の
よ
う
な
高
野
、
田
畑
の
見
解
や
起
草
過
程
で
の
議
論
か
ら
導
か
れ
る
結
論
は
、
自
衛
権
の
「
危
険
性
」
の
み
を
強
調
す
る
立
場

は
、
一
面
的
の
誹
り
を
免
れ
な
い
ば
か
り
で
な
く
一
九
二
五
年
の
ロ
カ
ル
ノ
条
約
（
ラ
イ
ン
ラ
ン
ト
協
定
）
起
草
時
に
国
際
法
が
到
達
し
て
い
た
理
論
水

準
、
つ
ま
り
先
人
達
の
思
考
様
式
（
思
考
枠
組
み
）
よ
り
も
明
ら
か
に
劣
る
と
い
う
点
で
妥
当
で
な
い
、
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
高
野
の
い
う
「
統
制
の

確
実
性
」
や
田
畑
の
い
う
「
自
衛
権
の
発
動
を
で
き
る
だ
け
客
観
的
な
基
準
と
体
制
に
よ
っ
て
規
整
す
る
こ
と
」
の
必
要
性
と
は
、
要
す
る
に
、
上
記
の

起
草
者
達
の
議
論
し
た
と
こ
ろ
と
本
質
に
お
い
て
同
じ
趣
旨
で
あ
る
。

　

集
団
安
全
保
障
体
制
を
補
完
す
る
集
団
的
自
衛
権
は
、
同
時
に
、
そ
れ
が
安
保
理
の
許
可
な
く
発
動
で
き
る
こ
と
か
ら
、
そ
の
発
動
要
件
の
認
定
の
恣

意
性
、
戦
争
を
誘
発
・
拡
大
さ
せ
る
危
険
性
、
さ
ら
に
は
集
団
安
全
保
障
体
制
を
瓦
解
さ
せ
る
危
険
性
が
あ
る
と
い
う
点
で
、
集
団
安
全
保
障
体
制
と
矛

盾
・
対
立
す
る
契
機
を
内
在
す
る
も
の
で
あ
る
こ
と
は
明
確
に
認
識
さ
れ
て
い
た
。
さ
ら
に
、
こ
の
矛
盾
・
対
立
の
契
機
の
止
揚
、
言
い
換
え
れ
ば
、
自

衛
権
の
必
要
性
と
危
険
性
の
均
衡
を
自
衛
権
の
発
動
要
件
を
厳
格
に
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
図
る
と
い
う
思
考
枠
組
み
は
、
一
九
二
〇
年
代
を
生
き
た
起
草
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者
達
か
ら
は
直
接
に
確
認
で
き
る
も
の
で
あ
る
。
そ
し
て
、
一
九
五
〇
年
代
を
生
き
た
高
野
、
田
畑
か
ら
は
少
な
く
と
も
そ
の
思
考
枠
組
み
の
前
提
と
な

る
思
索
の
成
果
を
確
認
で
き
る
も
の
と
思
わ
れ
る
。

　
（
４
）　

国
際
法
社
会
の
実
行
に
み
る
集
団
的
自
衛
権
の
援
用
事
例

　

そ
う
多
く
な
い
と
さ
れ
る
援
用
事
例
を
簡
潔
に
紹
介
し
た
論
稿）
49
（

に
依
拠
し
て
み
て
い
く
こ
と
と
す
る
。

ⅰ　

冷
戦
期
の
援
用
事
例

　

①　

ハ
ン
ガ
リ
ー
動
乱
に
お
け
る
ソ
連
に
よ
る
武
力
行
使
（
一
九
五
六
年
）

　

②　

レ
バ
ノ
ン
内
乱
に
お
け
る
米
国
に
よ
る
武
力
行
使
（
一
九
五
八
年
）

　

③　

ヨ
ル
ダ
ン
内
乱
に
お
け
る
英
国
に
よ
る
武
力
行
使
（
一
九
五
八
年
）

　

④　

南
ア
ラ
ビ
ア
連
邦
問
題
に
お
け
る
英
国
に
よ
る
対
イ
エ
メ
ン
武
力
行
使
（
一
九
六
四
年
）

　

⑤　

ベ
ト
ナ
ム
戦
争
に
お
け
る
米
国
に
よ
る
武
力
行
使
（
一
九
六
五
年
）

　

⑥　

チ
ェ
コ
動
乱
に
お
け
る
ソ
連
に
よ
る
武
力
行
使
（
一
九
六
八
年
）

　

⑦　

ア
ン
ゴ
ラ
内
戦
に
お
け
る
キ
ュ
ー
バ
に
よ
る
武
力
行
使
（
一
九
七
五
年
か
ら
）

　

⑧　

ソ
連
に
よ
る
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
侵
攻
（
一
九
七
九
年
）

　

⑨　

リ
ビ
ア
に
よ
る
チ
ャ
ド
へ
の
武
力
行
使
（
一
九
八
〇
年
）

　

⑩　

ニ
カ
ラ
グ
ア
内
戦
に
お
け
る
米
国
に
よ
る
武
力
行
使
（
一
九
八
〇
年
代
前
半
）

　

⑪　

フ
ラ
ン
ス
に
よ
る
チ
ャ
ド
へ
の
武
力
行
使
（
一
九
八
三
年
、
八
六
年
）

　

⑫　

米
国
に
よ
る
ホ
ン
ジ
ュ
ラ
ス
へ
の
武
力
行
使
（
一
九
八
八
年
）（
中
谷
、
前
掲
注（
49
）論
文
四
六
頁
）

　
「
注
目
す
べ
き
は
、
こ
れ
ら
①
〜
⑫
の
す
べ
て
の
事
案
に
お
い
て
、
集
団
的
自
衛
権
の
行
使
を
主
張
す
る
国
家
は
、
…
武
力
攻
撃
の
犠
牲
国
の
要
請
に
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基
づ
い
て
行
動
し
た
と
主
張
し
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
も
っ
と
も
、
そ
の
要
請
が
真
正
の
も
の
で
あ
っ
た
か
ど
う
か
が
大
き
な
問
題
と
な
る
」
が
、「
こ

れ
ら
ほ
と
ん
ど
す
べ
て
の
事
案
に
つ
い
て
疑
義
が
あ
る
」
と
す
る
見
解
を
指
摘
し
、「
こ
れ
ら
の
事
案
は
皆
、
内
戦
・
革
命
・
ク
ー
デ
タ
ー
・
国
内
騒
擾

絡
み
の
も
の
で
あ
る
た
め
、
そ
の
よ
う
な
状
況
下
に
お
い
て
は
、
武
力
攻
撃
の
存
在
及
び
要
請
の
真
正
の
双
方
に
つ
い
て
一
層
厳
重
な
チ
ェ
ッ
ク
が
必
要

で
あ
る
。）
50
（

」
と
す
る
。

　

冷
戦
期
の
援
用
事
例
で
は
、
大
国
・
強
国
に
よ
り
「
集
団
的
自
衛
権
は
勢
力
範
囲
に
お
い
て
違
法
な
干
渉
を
行
う
こ
と
の
正
当
化
根
拠
と
し
て
主
張
さ

れ
た
の
で
あ
り
、
こ
れ
は
同
概
念
の
濫
用
に
他
な
ら
な
い
。）
51
（

」
と
さ
れ
る
。
そ
の
上
で
、
着
目
す
べ
き
点
と
し
て
こ
う
し
た
濫
用
は
武
力
攻
撃
の
存
在
及

要
請
（
援
助
・
介
入
要
請
を
す
る
政
府
の
正
統
性
）
双
方
の
「
要
件
の
甚
だ
し
い
弛
緩
に
よ
っ
て
も
た
ら
さ
れ
て
い
る
こ
と
）
52
（

」
が
挙
げ
ら
れ
る
。
上
記
⑩

ニ
カ
ラ
グ
ア
の
事
例
も
そ
の
典
型
で
あ
る
。
ま
た
、
米
国
の
自
衛
権
行
使
の
当
否
が
国
際
司
法
裁
判
所
に
お
い
て
争
わ
れ
、
同
裁
判
所
が
新
た
な
行
使
要

件
を
提
示
し
た
こ
と
で
も
知
ら
れ
る
。
重
要
判
例）
53
（

で
あ
る
の
で
、
こ
こ
で
少
し
触
れ
て
お
き
た
い
。

事
実
の
概
要　
　

米
国
は
、
一
九
八
一
年
以
降
ニ
カ
ラ
グ
ア
政
府
に
対
決
姿
勢
を
と
り
、
反
政
府
組
織
を
援
助
し
て
ニ
カ
ラ
グ
ア
を
攻
撃
さ
せ
、
港
湾
の

機
雷
封
鎖
、
空
港
、
石
油
施
設
な
ど
へ
の
攻
撃
を
行
っ
た
。

　

こ
れ
に
対
し
て
、
ニ
カ
ラ
グ
ア
が
国
際
法
義
務
違
反
行
為
の
中
止
や
損
害
賠
償
の
支
払
い
な
ど
を
求
め
て
国
際
司
法
裁
判
所
（
Ｉ
Ｃ
Ｊ
）
に
提
訴
し
た

の
が
本
件
で
あ
る
。

　

米
国
は
、
ニ
カ
ラ
グ
ア
の
侵
略
を
受
け
た
エ
ル
サ
ル
ヴ
ァ
ド
ル
や
ホ
ン
ジ
ュ
ラ
ス
等
か
ら
の
要
請
に
応
じ
て
集
団
的
自
衛
権
を
行
使
し
た
も
の
で
あ
る

と
主
張
し
た）
54
（

。

　

米
国
の
主
張
は
、
集
団
的
自
衛
権
の
発
動
要
件
が
充
足
さ
れ
て
い
な
こ
と
を
理
由
と
し
て
、
認
め
ら
れ
て
い
な
い
。

　

以
下
は
、
同
要
件
に
関
す
る
判
決
部
分
の
み
を
抜
粋
す
る
。



一
五
八

集
団
的
自
衛
権
の
法
的
性
質
を
「
他
国
防
衛
」
と
捉
え）
55
（

、
そ
の
濫
用
の
危
険
性
を
要
件
の
加
重
に
よ
っ
て
縮
減
し
よ
う
と
の
意
図
が
見
て
と
れ
る
。

判
決
（
抜
粋
）

　

先
ず
、
集
団
的
自
衛
権
の
位
置
づ
け
に
つ
い
て

　
「
憲
章
自
体
が
慣
習
国
際
法
に
お
け
る
集
団
的
自
衛
権
の
存
在
を
証
明
す
る
。
さ
ら
に
、
国
家
に
よ
っ
て
採
択
さ
れ
た
幾
つ
か
の
総
会
宣
言
の
用

語
は
、
国
家
が
武
力
禁
止
の
原
則
を
明
確
に
慣
習
国
際
法
の
問
題
と
し
て
承
認
す
る
と
と
も
に
、
こ
れ
ら
の
宣
言
中
の
若
干
の
用
語
は
（
集
団
的
及

び
個
別
的
）
自
衛
権
に
つ
い
て
も
承
認
す
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
。）
56
（

」

　

次
に
、
集
団
的
自
衛
権
の
行
使
（
発
動
）
要
件
に
つ
い
て

　
「
集
団
的
自
衛
権
の
存
在
は
慣
習
国
際
法
に
お
い
て
確
立
し
て
い
る
の
で
、
裁
判
所
は
、
…
必
要
性
及
び
均
衡
性
の
要
件
に
加
え
て
、
集
団
的
自
衛
権

行
使
の
た
め
に
遵
守
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
特
定
の
要
件
を
明
ら
か
に
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。）
57
（

」

　
「
武
力
攻
撃
は
、
単
に
正
規
軍
に
よ
る
国
境
を
越
え
て
行
わ
れ
る
行
為
だ
け
で
な
く
、
正
規
軍
に
よ
っ
て
行
わ
れ
る
現
実
の
武
力
攻
撃
に
『
相
当
す
る

ほ
ど
重
大
な
武
力
行
為
を
他
国
に
対
し
て
実
行
す
る
武
装
集
団
、
団
体
、
不
正
規
軍
若
し
く
は
傭
兵
が
、
国
家
に
よ
り
又
は
国
家
の
た
め
に
派
遣
さ
れ
る

こ
と
』『
ま
た
は
、
こ
の
よ
う
な
行
為
に
対
す
る
国
家
の
実
質
的
関
与
』
も
含
む
と
理
解
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
…
。
総
会
決
議
三
三
一
四
に
付
属
す
る

『
侵
略
の
定
義
』
第
三
条
（
ａ
）
項
に
含
ま
れ
た
こ
の
表
現
は
、
慣
習
国
際
法
を
反
映
し
て
い
る
と
み
る
こ
と
が
で
き
る
。
…
し
か
し
、
裁
判
所
は
、『
武

力
攻
撃
』
概
念
が
、
武
力
集
団
に
よ
る
大
規
模
な
行
為
だ
け
で
は
な
く
、
兵
器
の
供
与
ま
た
は
兵
站
若
し
く
は
そ
の
他
の
支
援
の
態
様
で
行
わ
れ
る
叛
徒

へ
の
援
助
も
含
ん
で
い
る
と
は
考
え
な
い
。）
58
（

」

　
「
武
力
攻
撃
に
対
し
て
は
集
団
的
自
衛
権
を
行
使
す
る
こ
と
は
で
き
る
が
、
武
力
攻
撃
に
至
ら
な
い
武
力
行
使
に
対
し
て
は
行
使
で
き
な
い
…
均
衡
性

あ
る
対
抗
措
置
（proportionate counter-m

easures

）
が
正
当
化
さ
れ
る
に
す
ぎ
な
い
。）
59
（

」
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五
九

　
「
裁
判
所
は
、
…
慣
習
国
際
法
に
お
い
て
は
、
自
ら
を
武
力
攻
撃
の
犠
牲
者
と
み
な
す
国
家
に
よ
る
要
請
が
な
い
場
合
に
は
、
集
団
的
自
衛
権
の
行
使

を
許
容
す
る
規
則
は
存
在
し
な
い
こ
と
を
認
定
す
る
。
裁
判
所
は
、
攻
撃
の
犠
牲
者
と
主
張
す
る
国
家
が
攻
撃
を
受
け
た
こ
と
を
自
ら
宣
言
し
て
お
く
べ

き
と
の
要
件
に
加
え
て
、
か
か
る
国
家
に
よ
る
要
請
と
い
う
要
件
が
追
加
さ
れ
る
も
の
で
あ
る
と
結
論
づ
け
る
。）
60
（

」

　
「
憲
章
に
よ
れ
ば
、
個
別
的
又
は
集
団
的
自
衛
権
行
使
を
主
張
す
る
国
家
は
、
自
国
が
自
衛
権
に
依
拠
し
て
正
当
化
し
よ
う
と
す
る
措
置
と
国
際
法
と

の
整
合
性
を
決
定
す
る
権
限
を
有
す
る
国
際
機
関
に
対
し
て
報
告
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
こ
う
し
て
、
国
連
憲
章
第
五
一
条
は
、
こ
の
自
衛
権
の
行

使
に
際
し
て
国
家
が
と
っ
た
措
置
は
、
安
保
理
に
『
直
ち
に
報
告
し
』
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
を
要
求
す
る
。）
61
（

」

　
「
慣
習
国
際
法
…
の
下
に
お
い
て
は
、
国
連
憲
章
第
五
一
条
に
定
め
る
報
告
義
務
は
存
在
し
な
い
。
そ
れ
ゆ
え
、
裁
判
所
は
、
…
報
告
の
な
い
こ
と
を
、

…
慣
習
国
際
法
上
の
…
義
務
違
反
と
し
て
は
扱
わ
な
い
。）
62
（

」

　
「
…
報
告
の
欠
如
は
、
問
題
の
国
家
が
自
衛
と
し
て
の
行
動
で
あ
っ
た
と
自
ら
確
信
し
て
い
た
か
否
か
を
表
す
要
素
の
一
つ
と
な
り
え
る
。
）
63
（
」（
以
上
、

強
調
及
び
傍
線
は
筆
者
）

　

ニ
カ
ラ
グ
ア
事
件
判
決
に
つ
い
て
の
評
価

　

本
判
決
に
対
し
て
は
、「『
被
攻
撃
国
か
ら
の
要
請
』
の
要
件
も
、
米
州
相
互
援
助
条
約
の
条
文
に
依
拠
し
て
お
り
、
具
体
的
な
国
家
実
行
と
そ
れ
へ
の

国
際
社
会
の
反
応
を
十
分
検
討
し
て
い
な
い
。）
64
（

」
と
い
う
批
判
が
あ
る
一
方
、「
自
衛
権
援
用
国
の
実
体
法
上
の
権
利
の
侵
害
も
考
慮
す
べ
き
と
の
反
論
が

存
在
す
る
」
こ
と
を
指
摘
し
た
上
で
、「
Ｉ
Ｃ
Ｊ
は
集
団
的
自
衛
権
の
発
動
を
要
件
の
レ
ベ
ル
で
厳
格
に
し
よ
う
と
し
た
）
65
（

」
と
の
肯
定
的
な
見
方
が
少
な

く
な
い
。

　

杉
原
も
同
様
に
「
要
件
の
設
定
と
い
う
観
点
か
ら
重
要
な
歯
止
め
を
か
け
た
」
こ
と
が
「
よ
り
注
目
さ
れ
る
」
と
こ
ろ
で
あ
り
、
要
件
の
追
加
に
つ
い

て
裁
判
所
に
は
「
そ
れ
に
よ
っ
て
権
利
の
濫
用
を
抑
え
る
ね
ら
い
が
あ
っ
た
と
解
さ
れ
る
。）
66
（

」
と
す
る
。

　

浅
田
は
、
本
判
決
は
「
基
本
的
に
他
国
防
衛
説
を
と
り
つ
つ
、
集
団
的
自
衛
権
の
行
使
に
は
、
武
力
攻
撃
を
受
け
た
国
に
よ
る
そ
の
旨
の
「
宣
言
」



一
六
〇

と
、
そ
の
国
か
ら
の
「
要
請
」
が
必
要
で
あ
る
と
し
た
。
裁
判
所
が
そ
の
よ
う
な
慣
習
法
上
の
要
件
の
存
在
を
十
分
証
明
し
て
い
る
と
は
い
い
難
い
が
、

集
団
的
自
衛
権
の
濫
用
防
止
の
観
点
か
ら
は
評
価
す
べ
き
で
あ
る
）
67
（

」
と
す
る
。

　

大
沼
も
、「
宣
言
」
や
「
要
請
」
の
要
件
が
「
第
二
次
大
戦
後
の
一
般
的
規
範
意
識
と
諸
国
の
慣
行
を
反
映
し
た
も
の
か
、
疑
問
も
あ
る
が
、
集
団
的

自
衛
権
を
集
団
安
全
保
障
体
制
に
適
合
的
に
位
置
付
け
る
努
力
の
一
環
と
し
て
考
え
る
の
な
ら
、
そ
れ
な
り
に
意
味
が
あ
る
」
と
す
る
。
本
判
決
が
提
示

し
た
要
件
が
充
足
さ
れ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
集
団
的
自
衛
権
が
集
団
安
全
保
障
体
制
の
「
鬼
子
」
で
は
な
く
、「
連
続
的
・
相
互
補
完
的
位
置
付
け
」
を

与
え
ら
れ
る
こ
と
が
で
き
る）
68
（

と
す
る
の
で
あ
る
。

　

こ
の
よ
う
に
、
本
判
決
（
多
数
意
見
）
は
集
団
的
自
衛
権
の
濫
用
の
危
険
性
に
対
し
「
武
力
攻
撃
概
念
を
厳
格
化
し
た
上
で
、
そ
の
被
害
国
に
よ
る
宣

言
及
び
援
助
要
請
を
要
件
と
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
対
処
し
よ
う
と
し
た
も
の
と
位
置
づ
け
る
こ
と
が
で
き
る
）
69
（

」
と
い
え
よ
う
。

　

ロ
カ
ル
ノ
条
約
、
不
戦
条
約
、
憲
章
起
草
過
程
で
も
確
認
さ
れ
た
思
考
枠
組
み
、
す
な
わ
ち
集
団
的
自
衛
権
の
必
要
性
と
危
険
性
と
の
均
衡
を
そ
の
発

動
要
件
を
加
重
・
厳
格
化
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
図
ろ
う
と
す
る
思
考
枠
組
み
の
延
長
に
本
判
決
は
位
置
づ
け
ら
れ
る）
70
（

、
と
み
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。

ⅱ　

冷
戦
期
後
の
援
用
事
例
│
安
保
理
へ
の
報
告
が
な
さ
れ
た
事
例）
71
（

　

①　

米
国
及
び
英
国
が
ペ
ル
シ
ャ
湾
地
域
を
支
援
（
一
九
九
〇
年
報
告
）（
い
わ
ゆ
る
湾
岸
危
機
か
ら
湾
岸
戦
争
）

　

②　

ロ
シ
ア
が
タ
ジ
キ
ス
タ
ン
を
支
援
（
一
九
九
三
年
報
告
）

　

③　

ジ
ン
バ
ブ
エ
、
ア
ン
ゴ
ラ
、
ナ
ミ
ビ
ア
が
コ
ン
ゴ
民
主
共
和
国
を
支
援
（
一
九
九
八
年
報
告
）

　

④　

英
国
、
フ
ラ
ン
ス
、
オ
ー
ス
ト
リ
ア
な
ど
が
米
国
を
支
援
（
二
〇
〇
一
年
報
告
）（
い
わ
ゆ
る
米
国
９
・
11
同
時
多
発
テ
ロ
）

　

⑤　

米
国
が
イ
ラ
ク
を
支
援
、
シ
リ
ア
で
軍
事
行
動
（
二
〇
一
四
年
報
告
）

　

こ
こ
で
は
特
に
①
湾
岸
戦
争
と
④
い
わ
ゆ
る
米
国
９
・
11
同
時
多
発
テ
ロ
の
事
例
を
と
り
あ
げ
る
。

　

先
ず
、
湾
岸
戦
争
で
の
援
用
事
例
に
つ
い
て
（
詳
細
は
、
Ⅲ
・
４
・（
１
）
ⅰ
・
を
参
照
。）

　

こ
の
事
例
で
は
、
安
保
理
が
イ
ラ
ク
に
よ
る
ク
エ
ー
ト
に
対
す
る
武
力
攻
撃
を
認
定
し
、
憲
章
五
一
条
に
基
づ
い
て
自
衛
権
の
確
認
を
し
て
い
る
。
つ
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六
一

ま
り
「
武
力
攻
撃
の
発
生
が
明
ら
か
で
あ
り
、
さ
ら
に
は
安
保
理
に
よ
っ
て
そ
れ
が
認
定
さ
れ
た
場
合
に
は
、
集
団
的
自
衛
権
の
行
使
は
集
団
安
全
保
障

体
制
」
と
矛
盾
す
る
と
い
う
側
面
は
表
面
化
し
な
い）
72
（

と
さ
れ
る
。

　

次
に
、
い
わ
ゆ
る
米
国
９
・
11
同
時
多
発
テ
ロ
の
事
例
で
あ
る
。

　

二
〇
一
一
年
九
月
一
一
日
、
い
わ
ゆ
る
米
国
同
時
多
発
テ
ロ
が
発
生
し
た
。「
翌
一
二
日
、
国
連
総
会
は
９
・
11
テ
ロ
を
非
難
す
る
決
議
五
六
／
一
号

を
採
択
」「
同
日
の
安
保
理
は
」「
決
議
一
三
六
八
号
を
採
択
し
」「
国
連
憲
章
に
従
っ
て
固
有
の
個
別
的
及
び
集
団
的
自
衛
権
を
確
認
し
た
。」「
九
月
二

八
日
、
安
保
理
は
決
議
第
一
三
七
三
号
を
採
択
」「
一
〇
月
七
日
、
米
国
及
び
英
国
は
、
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
へ
の
軍
事
行
動
を
開
始
し
た
。）
73
（

」

　

こ
の
事
例
は
、「
湾
岸
戦
争
の
よ
う
な
武
力
行
使
容
認
決
議
は
採
択
さ
れ
て
お
ら
ず
、
…
自
衛
権
を
根
拠
と
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。
こ
う
し
た
自
衛
権

の
行
使
に
関
連
し
、
同
時
多
発
テ
ロ
直
後
に
採
択
さ
れ
た
安
保
理
決
議
（
決
議
一
三
六
八
、
一
三
七
三
）
に
お
い
て
、
二
度
に
わ
た
っ
て
個
別
的
あ
る
い

は
集
団
的
自
衛
の
固
有
の
権
利
が
確
認
さ
れ
て
い
る
。
…
そ
の
正
統
性
が
確
認
さ
れ
た
と
い
っ
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。
さ
ら
に
本
件
に
お
け
る
米
国
そ
の
他

の
自
衛
権
の
行
使
を
批
判
す
る
国
家
は
ほ
と
ん
ど
な
い
。」。
そ
の
後
の
決
議
（
安
保
理
決
議
一
三
八
六
、
一
四
一
三
、
一
四
四
四
、
一
五
一
〇
、
一
五
六

三
、
一
六
二
三
、
一
七
〇
七
、
一
七
七
六
）
に
お
い
て
、
一
貫
し
て
決
議
一
三
六
八
及
び
一
三
七
三
が
確
認
さ
れ
た
こ
と
な
ど
か
ら
す
れ
ば
、「
集
団
的

自
衛
権
に
基
づ
い
て
開
始
さ
れ
た
行
動
」
が
国
際
的
な
支
持
を
失
わ
な
か
っ
た
と
言
え
、「
そ
の
限
り
で
当
該
集
団
的
自
衛
権
の
行
使
と
集
団
安
全
保
障

体
制
と
は
対
立
す
る
も
の
と
は
認
識
さ
れ
て
い
な
い
）
74
（

」
と
さ
れ
る
。

ⅲ　

援
用
事
例
の
概
観
か
ら
理
解
で
き
る
こ
と

　

以
上
の
援
用
事
例
か
ら
は
、「
武
力
攻
撃
の
発
生
」
や
被
害
（
被
攻
撃
）
国
の
「
要
請
」
が
疑
わ
し
い
場
合
に
は
、
集
団
的
自
衛
権
の
濫
用
が
顕
著
で

あ
る
の
に
対
し
、「
武
力
攻
撃
の
発
生
」
が
明
白
で
あ
り
、
さ
ら
に
、
そ
れ
が
安
保
理
に
認
定
さ
れ
る
場
合
に
は
、
集
団
的
自
衛
権
行
使
の
適
法
性
が
確

保
さ
れ
る
と
同
時
に
集
団
安
全
保
障
体
制
を
補
完
す
る
機
能
を
果
た
し
て
い
る
事
実
が
確
認
で
き
る
。

　

ま
た
、
自
衛
権
行
使
に
つ
い
て
加
盟
国
か
ら
安
保
理
に
「
報
告
」
が
な
さ
れ
て
い
る
事
実
を
看
過
す
べ
き
で
は
な
い
と
思
わ
れ
る
。



一
六
二

　

ニ
カ
ラ
グ
ア
事
件
判
決
に
お
い
て
、
憲
章
第
五
一
条
の
「
報
告
」
は
国
際
慣
習
法
上
の
義
務
で
は
な
い
と
判
示
さ
れ
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
報
告
が
な

さ
れ
た
の
は
、「
報
告
の
欠
如
は
、
問
題
の
国
家
が
自
衛
と
し
て
の
行
動
で
あ
っ
た
と
自
ら
確
信
し
て
い
た
か
否
か
を
表
す
要
素
の
一
つ
と
な
り
え
る
。」

こ
と
を
意
識
し
て
の
行
動
で
あ
っ
た
と
い
っ
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。

　

上
記
の
援
用
事
例
に
お
い
て
、
加
盟
国
が
自
国
の
行
動
を
自
衛
権
と
し
て
構
成
し
よ
う
と
す
る
姿
勢
、
安
保
理
や
総
会
の
決
議
等
の
一
連
の
実
行
は
、

「
自
衛
権
行
使
で
な
い
限
り
国
際
法
上
違
法
と
評
価
を
受
け
う
る
こ
と
、
逆
に
言
え
ば
」
国
連
憲
章
の
法
規
範
内
容
が
加
盟
国
に
一
定
程
度
浸
透
、
即
ち

「
戦
争
違
法
化
の
観
念
が
一
般
化
し
た
）
75
（

」
事
実
を
示
す
も
の
で
あ
る
と
理
解
さ
れ
る）
76
（

。

６　
（
個
別
的
・
集
団
的
）
自
衛
権
を
考
え
る
視
点
│
国
際
連
合
の
問
題
点
と
思
考
枠
組
み
│

　
（
１
）　

国
際
連
合
機
構
の
本
質
に
つ
い
て
は
、
次
の
よ
う
に
指
摘
さ
れ
る
。

ⅰ　

国
際
連
合
機
構
は
、「
戦
勝
国
に
よ
る
戦
後
世
界
管
理
体
制
で
あ
る
以
上
…
一
方
に
は
「
侵
略
を
行
い
そ
う
な
／
侵
略
等
に
加
罰
さ
れ
る
べ
き
国
」、

他
方
に
は
「
侵
略
等
を
行
な
わ
な
い
は
ず
の
／
仮
に
侵
略
等
を
行
な
っ
て
も
加
罰
さ
れ
な
い
国
」
と
い
う
固
定
さ
れ
た
区
分
に
立
脚
す
る
も
の
で
あ
っ

た
。
更
に
、
後
者
を
中
核
と
す
る
安
保
理
に
よ
る
権
限
行
使
が
妥
当
で
あ
る
か
、
そ
れ
を
法
的
に
チ
ェ
ッ
ク
す
る
仕
組
み
は
な
い
。）
77
（

」
世
界
連
邦
で
も
世

界
政
府
で
も
な
い）
78
（

、
戦
後
管
理
機
構
で
あ
る）
79
（

。

ⅱ　

国
際
連
合
│
集
団
安
全
保
障
体
制
の
問
題
点
と
し
て
大
沼
は
、
次
の
諸
点
を
挙
げ
る
。

　

① 　

集
団
安
全
保
障
の
担
保
措
置
の
う
ち
、
経
済
制
裁
は
制
裁
参
加
国
に
と
っ
て
も
打
撃
と
な
り
、
と
く
に
経
済
的
基
盤
の
弱
い
国
に
と
っ
て
は
そ
の

点
の
手
当
て
が
な
い
限
り
参
加
は
難
し
い
。

　

② 　

武
力
制
裁
は
事
実
上
の
戦
争
で
あ
り
、
制
裁
参
加
国
に
と
っ
て
も
人
命
の
損
失
、
膨
大
な
軍
費
と
い
っ
た
苛
酷
な
犠
牲
が
求
め
ら
れ
る
た
め
、
実

際
の
発
動
は
困
難
で
あ
る
。

　

③ 　

国
連
体
制
の
下
で
武
力
行
使
以
外
の
違
法
行
為
や
不
正
な
状
態
を
是
正
す
る
制
度
が
整
備
さ
れ
て
お
ら
ず
、
時
代
の
変
化
に
伴
う
正
当
な
現
状
変
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六
三

革
や
明
白
な
違
反
行
為
是
正
の
要
求
な
ど
が
十
分
実
現
さ
れ
な
い
。

　

④ 　

戦
後
の
紛
争
は
内
戦
と
国
家
間
紛
争
が
複
雑
に
か
ら
み
あ
い
、
紛
争
の
暴
力
性
も
強
度
の
も
の
か
ら
軽
度
の
も
の
ま
で
連
続
線
上
に
あ
る
の
に
、

憲
章
第
六
章
の
紛
争
の
平
和
的
解
決
と
第
七
章
の
強
制
措
置
し
か
予
定
し
て
お
ら
ず
、
多
様
な
紛
争
の
形
態
に
き
め
細
か
く
対
応
で
き
な
い
。

　

⑤ 　

国
連
の
集
団
安
全
保
障
体
制
は
五
大
国
を
代
表
と
す
る
軍
事
大
国
へ
の
制
裁
へ
の
制
裁
を
考
え
て
お
ら
ず
、
本
来
的
に
不
公
平
な
制
度
で
あ
る）
80
（

。

　

本
稿
に
直
接
関
連
す
る
の
は
、
上
記
② 

⑤
で
あ
る
。
こ
こ
で
特
に
⑤
の
指
摘
を
一
言
で
表
せ
ば
、「
拒
否
権
」
で
あ
る
。
し
ば
し
ば
集
団
安
全
保
障
体

制
の
機
能
不
全
（「
本
来
の
国
連
軍
が
組
織
さ
れ
な
い
」）
の
要
因
と
さ
れ
る
主
要
国
（
常
任
理
事
国
）
の
特
権
で
あ
る
。「
拒
否
権
」
は
確
か
に
「
機
能

不
全
」
の
一
つ
の
理
由
で
は
あ
る
が
、「
少
数
者
と
な
っ
て
意
に
沿
わ
な
い
決
定
を
実
施
す
る
は
め
に
な
る
主
要
国
が
、
こ
の
機
構
を
離
脱
す
る
危
険
を

防
ぐ
安
全
弁
の
機
能
を
も
っ
て
い
る
）
81
（

」
こ
と
、
ま
た
、
こ
れ
ま
で
そ
の
機
能
を
果
た
し
て
き
て
い
る
こ
と
に
留
意
す
る
必
要
が
あ
ろ
う
。
さ
ら
に
言
え

ば
、
こ
の
「
機
能
不
全
」
は
、「
本
来
的
限
界
」
で
あ
る
。「
そ
れ
は
国
際
社
会
に
お
け
る
力
の
偏
在
と
い
う
現
実
そ
の
も
の
で
あ
り
、
受
け
入
れ
る
ほ
か

な
い
。）
82
（

」。
こ
の
点
を
踏
ま
え
た
上
で
、
上
記
② 
⑤
を
中
心
と
し
て
指
摘
さ
れ
た
こ
と
を
敷
衍
し
つ
つ
、
大
沼
は
次
の
よ
う
に
国
際
法
社
会
の
現
実
を
描

写
す
る
。

　

国
連
憲
章
の
集
団
安
全
保
障
は
、
国
際
の
平
和
と
安
全
の
維
持
回
復
の
た
め
、
武
力
の
行
使
を
一
般
に
禁
止
し
、
こ
の
禁
止
に
違
反
す
る
国
に
対
し
て

は
、
す
べ
て
の
加
盟
国
に
対
す
る
侵
害
行
為
と
し
て
加
盟
国
が
共
同
で
制
裁
（
自
衛
）
を
行
う
と
い
う
体
制
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
理
念
が
確
立
さ
れ
た

一
方
、「
現
実
の
国
家
は
、
自
国
の
重
大
な
利
益
が
侵
害
さ
れ
る
か
、
侵
害
さ
れ
る
お
そ
れ
が
強
い
場
合
で
な
け
れ
ば
、
自
国
民
を
犠
牲
に
し
て
ま
で
他

国
の
侵
略
を
阻
止
し
よ
う
と
は
考
え
な
い
。
軍
事
大
国
の
常
任
理
事
国
で
さ
え
、
自
国
の
戦
略
的
・
経
済
的
利
益
に
か
か
わ
ら
な
い
紛
争
に
は
介
入
し
よ

う
と
し
な
い
。
国
家
指
導
者
が
自
国
に
実
質
上
無
関
係
な
第
三
国
へ
の
軍
事
的
措
置
に
参
加
し
よ
う
と
し
て
も
、
そ
う
し
た
集
団
安
全
保
障
の
大
義
で
自

国
民
を
説
得
す
る
こ
と
は
極
め
て
困
難
で
あ
る
。
…
軍
事
的
措
置
へ
の
参
加
の
よ
う
に
自
国
民
の
生
命
価
値
と
い
う
重
大
な
価
値
に
か
か
わ
る
問
題
の
場

合
に
、
自
国
の
重
大
な
利
害
が
か
か
わ
っ
て
い
る
か
否
か
を
基
準
と
し
て
国
家
が
行
動
の
在
り
方
を
決
め
る
の
は
、
国
家
が
自
国
民
の
た
め
に
存
在
す
る

以
上
、
当
然
の
こ
と
で
あ
る
。
大
国
で
あ
れ
、
小
国
で
あ
れ
、
国
家
指
導
者
に
不
可
能
を
求
め
る
こ
と
は
で
き
な
い
。）
83
（

」。



一
六
四

　

以
上
は
冷
静
な
思
考
の
前
提
と
な
る
事
実
の
認
識
に
繋
が
る
言
及
で
あ
る
、
と
理
解
で
き
る
。

ⅲ　

国
連
憲
章
の
理
念
に
つ
い
て

　

上
記
ⅱ
で
言
及
し
た
国
際
連
合
の
機
構
の
本
質
と
こ
れ
を
支
え
る
国
家
の
現
実
を
踏
ま
え
た
上
で
、
さ
ら
に
確
認
し
た
い
。

　

国
連
憲
章
は
、
武
力
行
使
を
安
保
理
に
よ
る
集
団
的
措
置
と
加
盟
各
国
に
よ
る
自
衛
の
場
合
に
限
定
し
て
い
る
。
確
か
に
（
国
家
）
政
策
の
手
段
と
し

て
の
武
力
の
行
使
も
、
集
団
的
措
置
と
自
衛
権
と
し
て
の
武
力
の
行
使
も
本
質
は
同
じ
で
あ
り
、
憲
章
は
「
武
力
の
行
使
」
を
単
に
言
い
換
え
た
に
す
ぎ

な
い
「
偽
善
の
体
系
」
で
は
な
い
か
と
の
素
朴
な
疑
問
を
抱
く
の
は
至
極
当
然
な
こ
と
で
あ
る
。
そ
の
よ
う
な
疑
念
自
体
を
、
感
情
論
や
主
観
的
信
念
で

あ
る
と
い
う
理
由
で
否
定
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。

　

し
か
し
、
感
情
論
等
に
依
拠
し
て
現
実
に
対
応
す
る
こ
と
は
、
他
の
多
く
の
感
情
や
主
観
的
信
念
の
否
定
に
繋
が
る
危
険
が
あ
る
。
そ
も
そ
も
、
国
内

の
安
全
を
考
え
れ
ば
明
白
な
よ
う
に
、
暴
力
の
禁
止
（
処
罰
）
は
、
そ
れ
を
上
回
る
力
（
暴
力
）
の
必
要
性
を
肯
定
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
実
現
す
る
も
の

で
あ
る）
84
（

。

　

す
な
わ
ち
、
社
会
の
安
全
を
維
持
す
る
た
め
に
は
、
暴
力
を
排
除
す
る
の
で
は
な
く
、
い
か
に
暴
力
を
組
織
化
す
る
か
が
問
題
で
あ
り
重
要
で
あ
る
と

い
う
事
実
（
経
験
則
）
を
直
視
す
る
こ
と
が
必
要
不
可
欠
で
あ
る）
85
（

。
現
代
国
際
法
、
国
連
憲
章
は
、
以
上
を
肯
定
し
た
う
え
で
構
築
さ
れ
た
法
体
系
で
あ

る
。

　

大
沼
は
次
の
よ
う
に
指
摘
す
る
。
戦
争
違
法
観
に
立
脚
す
る
憲
章
に
よ
っ
て
「
武
力
行
使
に
あ
た
り
自
衛
と
い
う
正
当
化
根
拠
し
か
使
え
な
い
事
実
…

『
自
衛
』
と
い
う
言
葉
の
通
常
の
意
味
、
語
感
か
ら
し
て
」
無
差
別
戦
争
観
の
支
配
す
る
規
範
状
況
よ
り
も
、
実
際
の
武
力
行
使
を
「
自
衛
」
と
し
て
正

当
化
で
き
る
場
合
は
限
定
さ
れ
、
そ
の
意
味
で
武
力
行
使
の
決
定
や
拡
大
を
抑
止
す
る
一
因
と
な
っ
て
い
る
こ
と
は
否
定
で
き
な
い
。
確
か
に
憲
章
の
武

力
禁
止
原
則
は
「
偽
善
の
体
系
」
の
核
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、
こ
の
武
力
禁
止
原
則
を
根
拠
と
し
て
、
あ
る
政
府
の
軍
事
行
動
に
批
判
的
な
政
府
内
の
批

判
勢
力
、
諸
外
国
政
府
、
国
際
組
織
、
Ｎ
Ｇ
Ｏ
、
メ
デ
ィ
ア
等
が
、
当
該
政
府
の
恣
意
的
な
武
力
行
使
を
批
判
す
る
可
能
性
を
も
つ
こ
と
は
、
そ
の
可
能

性
が
な
い
よ
り
も
は
る
か
に
望
ま
し
い
こ
と
と
い
え
る
。
限
定
的
な
国
際
法
の
役
割
を
「
少
し
で
も
強
化
し
、
高
め
る
の
は
、
国
際
法
を
政
府
監
視
の
手
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五

立
て
と
し
て
活
用
す
る
一
人
一
人
の
市
民
の
営
み
で
あ
る
。
…
国
際
法
と
は
決
し
て
自
分
の
外
に
『
あ
る
』
も
の
で
は
な
く
、
自
分
が
そ
れ
を
用
い
て
メ

デ
ィ
ア
や
Ｎ
Ｇ
Ｏ
や
企
業
を
通
し
て
、
そ
し
て
な
に
よ
り
も
政
府
と
国
際
組
織
に
影
響
を
与
え
て
、
日
々
実
現
し
て
い
く
も
の
に
ほ
か
な
ら
な
い
か
ら
で

あ
る
。）
86
（

」。
こ
の
よ
う
な
意
味
で
も
、
安
保
理
の
集
団
的
措
置
と
自
衛
以
外
の
武
力
行
使
の
違
法
化
を
文
書
化
し
た
国
連
憲
章
を
過
小
評
価
す
べ
き
は
で
な

い
）
87
（

と
思
わ
れ
る
。

　
（
２
）　

憲
章
制
定
後
か
ら
現
在
に
至
る
国
際
法
社
会
の
安
全
保
障
体
制
の
現
状
│
実
体
と
し
て
の
地
域
主
義
│

　

上
記
を
前
提
と
し
て
、
憲
章
制
定
後
瞬
く
間
に
世
界
に
広
が
っ
た
地
域
的
安
全
保
障
体
制
（
共
同
防
衛
条
約
）
と
い
う
現
実
を
ど
の
よ
う
に
捉
え
る
か

で
立
場
が
分
か
れ
る
。
一
つ
は
、
国
連
を
「
世
界
政
府
」
と
み
る
傾
向
の
あ
る
立
場
（
世
界
主
義
）
で
あ
る
。
共
同
防
衛
条
約
（
体
制
）
の
軍
事
同
盟
的

側
面
に
専
ら
着
目
し
、
こ
れ
を
も
っ
て
勢
力
均
衡
時
代
へ
の
逆
戻
り
ま
た
は
国
連
の
集
団
安
全
保
障
体
制
と
は
理
念
上
矛
盾
す
る
異
質
な
も
の
と
評
価
す

る
。
集
団
的
自
衛
権
が
諸
条
約
の
法
的
根
拠
と
な
る
こ
と
及
び
行
使
要
件
認
定
の
恣
意
的
傾
向
を
理
由
に
そ
の
危
険
性
を
強
調
す
る
。

　

こ
の
立
場
か
ら
は
、
何
故
慣
習
国
際
法
上
の
要
件
以
外
の
要
件
を
憲
章
が
規
定
し
て
い
る
か
に
は
着
目
さ
れ
な
い
し
、
ま
た
往
々
に
し
て
現
行
の
慣
行

に
基
づ
く
集
団
的
措
置
に
代
替
す
る
案
が
示
さ
れ
な
い
。

　

も
う
一
つ
の
立
場
は
、
集
団
安
全
保
障
の
一
般
理
念
の
一
側
面
の
み
に
着
目
し
、
危
険
性
を
強
調
す
る
こ
と
で
万
事
こ
と
足
り
る
わ
け
で
は
な
い
。
理

念
を
前
提
と
し
て
現
実
の
必
要
性
を
踏
ま
え
た
思
考
こ
そ
求
め
ら
れ
る
と
考
え
る
。
い
か
な
る
動
機
・
事
情
に
よ
る
も
の
で
あ
れ
「
世
界
の
実
体
と
し
て

の
地
域
主
義
を
基
礎
づ
け
」
国
連
の
集
団
安
全
保
障
体
制
を
「
実
効
化
せ
し
め
る
機
能
を
果
た
し
て
」
い
る
の
は
他
な
ら
ぬ
自
衛
権
で
あ
る）
88
（

と
す
る
立
場

に
繋
が
る
。
慣
習
国
際
法
上
の
行
使
要
件
に
加
え
て
憲
章
が
さ
ら
な
る
要
件
を
規
定
す
る
こ
と
に
、
特
別
の
意
味
を
見
い
だ
す
立
場
で
あ
る
。

　

そ
も
そ
も
国
際
連
合
機
構
の
本
質
は
、
そ
う
考
え
る
傾
向
は
み
ら
れ
る
も
の
の
、「
世
界
政
府
」
で
は
な
い）
89
（

。
組
織
さ
れ
た
こ
と
の
な
い
「
憲
章
の
想

定
す
る
国
連
軍
」
に
依
拠
し
て
現
実
を
否
定
的
に
評
価
す
る
の
で
は
な
く
、
現
実
に
存
在
し
て
い
る
世
界
に
広
が
っ
た
地
域
的
安
全
保
障
体
制
と
加
盟
国

の
軍
事
力
を
活
用
す
る
と
い
う
意
味
で
肯
定
し
、
こ
れ
を
憲
章
の
集
団
安
全
保
障
の
理
念
と
整
合
さ
せ
る
べ
く
思
考
す
る
こ
と
が
建
設
的
で
あ
る
。
そ
も



一
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そ
も
、
か
か
る
思
考
法
は
憲
章
が
当
初
よ
り
想
定
し
て
い
た
も
の
で
あ
る
。

　

こ
の
思
考
・
想
定
の
妥
当
性
は
、
国
連
の
機
関
や
加
盟
国
の
軍
事
力
以
外
の
も
の
が
、
過
去
・
現
在
に
お
い
て
、
実
際
に
存
在
し
な
い
こ
と
を
考
え
る

な
ら
ば
、
容
易
に
承
認
さ
れ
よ
う
。
現
実
の
国
際
社
会
に
お
け
る
安
全
保
障
体
制
が
「
地
域
主
義
」
に
根
差
し
て
い
る
こ
と
は
、
憲
章
の
規
範
内
容
・
構

造
と
矛
盾
す
る
も
の
で
は
な
い
の
で
あ
る
（
一
五
五
頁
（
小
括
）
参
照
）。

　
（
３
）　
「
力
」
の
組
織
化
と
い
う
視
点
の
重
要
性

　

憲
章
制
定
後
の
国
際
社
会
に
お
け
る
武
力
紛
争
の
在
り
方
が
、
国
家
間
紛
争
か
ら
一
国
内
の
紛
争
で
あ
る
内
戦
の
頻
発
へ
と
移
行
し
、
紛
争
の
主
体
と

し
て
非
国
家
主
体
も
登
場
す
る
と
と
も
に
、
国
家
間
及
び
内
戦
の
複
合
し
た
紛
争
ま
で
現
出
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。

　

多
様
な
紛
争
形
態
に
対
処
す
る
た
め
に
は
、
軍
事
的
措
置
だ
け
で
は
な
く
、
Ｐ
Ｋ
Ｏ
、
文
民
警
察
、
経
済
援
助
、
人
権
教
育
、
法
制
援
助
な
ど
を
組
み

合
わ
せ
た
「
人
間
の
安
全
保
障
」
の
確
保
・
実
現
の
視
点
か
ら
包
括
的
平
和
を
目
指
す
こ
と
が
強
調
さ
れ
る
。

　

確
か
に
次
の
よ
う
な
指
摘
は
妥
当
で
あ
る
。「
湾
岸
戦
争
で
明
ら
か
に
な
っ
た
よ
う
に
、
軍
事
的
な
強
制
措
置
と
い
っ
て
も
実
態
は
戦
争
と
変
わ
り
は

な
く
、
場
合
に
よ
っ
て
は
膨
大
死
傷
者
を
出
す
こ
と
に
な
る
。
経
済
制
裁
の
場
合
で
あ
っ
て
も
、
そ
の
犠
牲
は
乳
幼
児
や
貧
困
層
な
ど
の
社
会
的
弱
者
に

し
わ
寄
せ
さ
れ
が
ち
で
あ
る
。
…
集
団
安
全
保
障
と
い
え
ど
も
、
武
力
や
経
済
力
で
対
象
国
を
強
制
し
よ
う
と
い
う
点
に
本
質
的
な
限
界
が
あ
る
の
で
あ

っ
て
、
そ
の
犠
牲
を
最
小
に
す
る
た
め
に
は
、
大
幅
な
軍
縮
や
紛
争
の
平
和
的
解
決
努
力
の
徹
底
を
同
時
に
進
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。）
90
（

」

　

し
か
し
、
同
様
の
認
識
に
立
ち
つ
つ
、
さ
ら
に
「
国
々
の
安
全
だ
け
で
な
く
、
人
々
の
安
全
を
い
か
に
保
障
す
る
か
が
、
現
代
の
国
連
安
全
保
障
体
制

の
主
要
な
課
題
と
な
っ
て
い
る
）
91
（

」
と
強
調
す
る
論
者
に
よ
っ
て
も
、
武
力
を
用
い
る
必
要
性
が
否
定
さ
れ
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
こ
と
に
注
意
が
必
要
で

あ
る
。

　

Ｐ
Ｋ
Ｏ
に
し
て
も
軍
事
的
強
制
行
動
と
「
兵
力
を
動
員
す
る
と
い
う
意
味
で
軍
事
的
で
あ
る
点
だ
け
は
共
通
し
て
い
る
の
で
あ
り
）
92
（

」「
人
間
の
安
全
保

障
」
の
多
く
の
場
合
に
お
い
て
も
、
そ
の
目
的
実
現
の
た
め
に
は
武
力
に
よ
る
担
保
が
必
要
と
な
る
。
近
時
展
開
さ
れ
て
い
る
強
化
さ
れ
た
Ｐ
Ｋ
Ｏ
に
つ
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い
て
も
憲
章
第
七
章
の
下
で
武
力
の
行
使
を
示
唆
す
る
「
す
べ
て
の
必
要
な
措
置
」
が
授
権
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
こ
と
が
指
摘
さ
れ
る）
93
（

。
具
体
的

に
は
、
ア
フ
リ
カ
で
展
開
さ
れ
た
文
民
保
護
を
目
的
と
す
る
一
五
件
の
Ｐ
Ｋ
Ｏ
の
う
ち
一
二
件
に
「
す
べ
て
の
必
要
な
措
置
（
憲
章
第
七
章
）」
が
授
権

さ
れ
て
い
る）
94
（

。

　

も
っ
と
も
強
化
さ
れ
た
Ｐ
Ｋ
Ｏ
と
い
っ
て
も
限
界
が
あ
り
、
国
家
間
の
武
力
紛
争
に
は
対
応
で
き
な
い
の
で
あ
り
、「
そ
の
場
合
に
は
、
依
然
と
し
て

自
衛
権
も
し
く
は
自
衛
権
承
認
型
の
多
国
籍
軍
方
式
に
よ
る
強
制
措
置
が
必
要
と
さ
れ
る
）
95
（

」
の
で
あ
る
。

　

以
上
の
実
例
か
ら
明
ら
か
な
の
は
、
軍
事
的
・
非
軍
事
的
措
置
を
問
わ
ず
「
い
か
に
力
を
組
織
化
す
る
か
」
と
の
視
点
が
重
要
と
な
る
と
い
う
厳
然
た

る
事
実
で
あ
る
。
こ
の
視
点
は
、
こ
れ
ま
で
の
憲
法
学
説
に
は
欠
け
て
い
た
よ
う
に
み
え
る
。

　
（
４
）　

自
衛
権
を
考
え
る
際
の
思
考
枠
組
み
│
日
本
の
向
か
う
べ
き
方
向
と
は

　
「
力
の
組
織
化
」
の
視
点
が
重
要
と
な
る
な
ら
ば
、
地
域
的
安
全
保
障
体
制
・
加
盟
国
の
軍
事
力
に
よ
る
集
団
的
自
衛
権
の
行
使
と
集
団
安
全
保
障
体

制
の
理
念
と
を
整
合
さ
せ
る
思
考
態
度
が
必
要
と
な
ろ
う
。

　

ロ
カ
ル
ノ
条
約
、
不
戦
条
約
そ
し
て
憲
章
起
草
過
程
か
ら
ニ
カ
ラ
グ
ア
判
決
に
引
き
継
が
れ
て
き
た
思
考
枠
組
み
、
す
な
わ
ち
、
集
団
的
自
衛
権
の
必

要
性
と
危
険
性
（
武
力
紛
争
を
誘
発
・
拡
大
し
、
発
動
要
件
の
認
定
が
恣
意
に
流
れ
る
危
険
性
）
の
均
衡
を
、
発
動
要
件
を
厳
格
化
す
る
こ
と
に
よ
っ

て
、
図
る
と
い
う
思
考
枠
組
み
を
精
緻
化
す
る
こ
と）
96
（

が
求
め
ら
れ
よ
う
。

　

次
の
よ
う
な
問
題
意
識
も
、
本
稿
の
立
場
と
軌
を
一
に
す
る
も
の
で
あ
る
。

　
「
本
来
的
な
『
公
的
措
置
』
が
欠
如
す
る
な
か
で
、
公
的
性
格
の
『
私
的
措
置
』
を
い
か
に
活
用
し
、
い
か
に
『
私
的
措
置
』
の
濫
用
を
制
限
す
る
か
、

そ
の
判
断
を
ど
の
よ
う
に
下
す
か
）
97
（

」
と
い
う
問
題
意
識
で
あ
る
。
つ
ま
り
求
め
ら
れ
る
こ
と
に
な
る
の
は
、
各
加
盟
国
の
主
体
的
な
対
応
と
安
保
理
等
の

国
連
機
関
と
の
連
携
で
あ
ろ
う
。「
た
だ
も
し
、
国
際
法
の
内
実
へ
の
正
当
性
の
判
断
が
停
止
さ
れ
、
形
式
的
『
合
法
性
』
へ
の
崇
拝
が
一
般
化
す
れ
ば

す
る
ほ
ど
、
そ
れ
は
国
際
法
が
利
己
的
政
策
の
単
な
る
手
段
と
し
て
利
用
さ
れ
る
途
を
開
く
こ
と
に
な
る
で
あ
ろ
う
。）
98
（

」。
こ
の
点
、
確
か
に
組
織
構
成
を
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考
慮
し
た
現
実
の
安
全
保
障
理
事
会
の
問
題
点
に
留
意
し
て
お
く
こ
と
が
必
要
で
あ
ろ
う
。

　
「
日
本
で
は
、「
国
連
中
心
主
義
」
名
の
下
に
し
ば
し
ば
国
連
の
客
観
性
が
前
提
視
さ
れ
る
が
、
と
り
わ
け
安
全
保
障
理
事
会
に
つ
い
て
は
留
意
が
必
要

で
あ
る
。
そ
の
意
思
決
定
が
公
正
さ
を
欠
く
こ
と
は
し
ば
し
ば
指
摘
さ
れ
る
）
99
（

」
か
ら
で
あ
る
。

　

こ
の
安
保
理
の
問
題
点
は
、
次
の
総
会
文
書
の
記
述
に
端
的
に
表
さ
れ
て
い
る
と
い
え
よ
う
。

　
「
加
盟
国
が
安
保
理
を
回
避
し
よ
う
と
す
る
理
由
の
一
つ
は
、
安
保
理
の
意
思
決
定
の
質
と
客
観
性
の
欠
如
に
あ
る
。
安
保
理
の
決
定
は
、
往
々
に
し

て
一
貫
性
を
欠
き
、
説
得
力
が
な
く
、
ま
た
国
家
と
人
の
安
全
保
障
の
現
実
の
必
要
性
に
十
分
答
え
る
も
の
で
は
な
か
っ
た
。）
100
（

」

　

か
か
る
認
識
を
共
有
す
る
自
衛
権
一
般
を
否
定
的
に
評
価
す
る
立
場
か
ら
の
次
の
指
摘
は
、
妥
当
で
あ
る
と
い
え
よ
う
。
す
な
わ
ち
、「
国
連
憲
章
五

一
条
は
、
自
衛
権
は
『
安
全
保
障
理
事
会
が
…
必
要
な
措
置
を
と
る
ま
で
の
間
』
に
限
定
し
て
認
め
ら
れ
、
…
さ
ら
に
、『
…
安
全
保
障
理
事
会
に
報
告

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
』
と
定
め
て
、
自
衛
権
の
行
使
と
い
う
当
事
国
の
主
張
が
安
全
保
障
理
事
会
に
よ
っ
て
事
後
的
に
審
査
さ
れ
る
こ
と
を
明
ら
か
に

し
て
い
る
。
し
か
し
、
こ
の
安
全
保
障
理
事
会
に
よ
る
審
査
は
、
常
に
有
効
に
働
く
わ
け
で
は
な
い
。
安
保
理
事
会
で
は
常
任
理
事
国
が
拒
否
権
を
持
っ

て
い
る
か
ら
、
常
任
理
事
国
や
そ
れ
に
支
持
さ
れ
た
国
に
よ
る
自
衛
権
行
使
の
主
張
が
否
認
さ
れ
る
こ
と
は
な
い
。
常
任
理
事
国
は
、
安
保
理
事
会
に
よ

る
措
置
の
決
定
を
阻
止
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
自
衛
名
目
で
の
武
力
行
使
を
い
つ
ま
で
も
継
続
す
る
こ
と
も
可
能
で
あ
る
。
自
衛
権
の
承
認
は
、
常
任
理

事
国
と
の
関
係
で
は
、
武
力
禁
止
の
原
則
そ
の
も
の
を
空
洞
化
さ
せ
る
危
険
を
内
包
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
こ
の
危
険
性
は
、
集
団
的
自
衛
権
の
場
合
に

は
い
っ
そ
う
明
白
で
あ
る
。）
101
（

」。
こ
の
現
実
を
承
認
し
た
う
え
で
、
さ
ら
に
こ
れ
を
補
う
視
点
も
必
要
で
あ
ろ
う
。
上
記
同
文
書
は
続
け
る
。

　
「
そ
の
解
決
は
、
安
保
理
を
無
力
化
し
そ
の
重
要
性
を
低
減
さ
せ
る
こ
と
に
で
は
な
く
、
安
保
理
を
改
革
す
る
こ
と
の
中
か
ら
成
功
裡
に
行
わ
れ
る
こ

と
に
な
ろ
う
。）
102
（

」

　

そ
う
だ
と
す
る
と
、
向
か
う
べ
き
方
向
は
、「
平
和
共
存
の
行
為
基
準
と
し
て
国
際
法
は
尊
重
さ
れ
る
べ
き
で
あ
り
、
ま
す
ま
す
そ
の
方
向
で
の
内
実

が
充
た
さ
れ
る
べ
き
も
の
で
あ
る
。）
103
（

」
と
抽
象
的
に
は
い
え
そ
う
で
あ
る
。

　

こ
こ
で
、
集
団
的
自
衛
権
に
焦
点
を
戻
し
た
い
。
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確
か
に
、
集
団
的
自
衛
権
は
集
団
安
全
保
障
体
制
を
補
完
す
る
機
能
を
果
た
す
。
し
か
し
、
そ
の
行
使
要
件
の
第
一
次
的
認
定
権
は
各
加
盟
国
に
あ

り
、
そ
の
後
に
安
保
理
に
よ
る
判
断
が
示
さ
れ
な
い
だ
け
で
な
く
、「
必
要
な
措
置
」
も
と
ら
れ
な
い
こ
と
が
往
々
に
し
て
あ
る
。
こ
れ
ら
を
考
慮
す
る

な
ら
ば
、
常
に
濫
用
の
危
険
性
が
あ
る
こ
と
は
否
定
で
き
な
い
。
そ
う
で
あ
る
か
ら
こ
そ
、
ロ
カ
ル
ノ
条
約
、
不
戦
条
約
、
憲
章
起
草
過
程
に
お
け
る
起

草
者
達
も
こ
の
危
険
性
を
認
識
し
、
集
団
的
自
衛
権
の
必
要
性
と
危
険
性
の
矛
盾
・
対
立
の
止
揚
、
つ
ま
り
必
要
性
と
危
険
性
の
均
衡
を
図
る
べ
く
腐
心

し
た
の
で
あ
っ
た
。

　

特
に
「
武
力
攻
撃
の
発
生
」
等
の
要
件
を
い
か
に
認
定
す
る
か
が
重
要
で
あ
る
。

　

集
団
的
自
衛
権
の
実
際
の
援
用
事
例
に
も
示
さ
れ
て
い
た
よ
う
に
、
安
保
理
に
よ
っ
て
「
武
力
攻
撃
の
発
生
」
が
認
定
さ
れ
る
こ
と
は
あ
る
。
そ
の
場

合
に
は
「
そ
れ
に
依
拠
す
る
こ
と
が
で
き
る
が
、
そ
う
し
た
認
定
が
な
さ
れ
な
い
場
合
に
は
、
援
助
要
請
の
正
当
性
に
加
え
真
に
武
力
攻
撃
が
発
生
し
て

い
る
か
を
見
き
わ
め
、
集
団
的
自
衛
権
を
行
使
す
る
か
否
か
を
判
断
す
る
こ
と
こ
そ
が
、
集
団
的
自
衛
権
を
集
団
安
全
保
障
と
調
和
さ
せ
、
国
際
公
秩
序

を
実
現
す
る
と
い
う
観
点
か
ら
求
め
ら
れ
る
と
い
う
こ
と
で
あ
ろ
う
。）
104
（

」。

　

こ
の
よ
う
な
立
場
は
、
自
衛
権
一
般
の
危
険
性
を
強
調
し
特
に
集
団
的
自
衛
権
が
集
団
安
全
保
障
体
制
と
矛
盾
対
立
す
る
と
み
る
見
解
か
ら
も
、
実
質

的
に
は
支
持
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
分
か
る
。

　

以
下
の
傍
線
部
に
着
目
し
た
い
。

　
「
武
力
の
行
使
が
必
要
な
場
合
に
は
、
一
部
の
国
連
加
盟
国
に
『
必
要
な
あ
ら
ゆ
る
措
置
』
を
授
権
す
る
と
い
う
方
法
（「
多
国
籍
軍
」
方
式
）
が
と
ら

れ
て
い
る
が
、
こ
の
よ
う
な
方
法
は
国
連
憲
章
の
規
定
や
集
団
安
全
保
障
の
理
念
に
反
す
る
お
そ
れ
が
あ
る
。
か
り
に
武
力
の
行
使
を
加
盟
国
に
授
権
す

る
こ
と
自
体
は
許
さ
れ
な
い
わ
け
で
は
な
い
と
し
て
も
、
そ
れ
が
国
際
社
会
の
共
同
行
動
で
あ
る
と
言
う
た
め
に
は
、
武
力
行
使
の
規
模
や
期
間
、
態
様

な
ど
が
国
連
の
厳
格
な
統
制
の
も
と
に
置
か
れ
る
必
要
が
あ
る
。
）
105
（

」

　

こ
の
記
述
の
前
半
に
つ
い
て
は
、
既
述
の
通
り
、「
授
権
方
式
」
は
慣
行
と
し
て
確
立
し
、
憲
章
理
念
・
規
定
に
沿
う
も
の
で
あ
る
こ
と
は
司
法
裁
判

所
の
判
決
の
み
な
ら
ず
国
際
法
社
会
の
承
認
す
る
と
こ
ろ
で
あ
る
の
で
、
こ
れ
以
上
の
言
及
は
不
要
で
あ
る
が
、
傍
線
部
に
つ
い
て
は
、
本
稿
の
立
場
と



一
七
〇

そ
の
思
考
の
枠
組
み
の
方
向
性
に
お
い
て
異
な
る
も
の
で
は
な
い
と
思
わ
れ
る
。

　

集
団
安
全
保
障
体
制
や
安
保
理
等
の
機
関
の
現
実
を
踏
ま
え
つ
つ
も
、
加
盟
国
は
主
体
的
に
、
安
保
理
等
が
憲
章
の
理
念
の
具
体
的
「
形
成
・
発
展
に

資
す
る
も
の
と
し
て
機
能
し
て
い
る
か
に
つ
い
て
も
、
不
断
に
見
直
す
視
点
）
106
（

」
が
求
め
ら
れ
る
べ
き
と
考
え
る
か
ら
で
あ
る
。

　

さ
ら
に
、
次
の
指
摘
も
重
要
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
国
際
社
会
で
は
、
国
内
社
会
と
は
異
な
り
、
法
の
制
定
権
を
含
め
て
権
力
が
公
的
機
関
に
集
中
さ

れ
な
い
た
め
、
誰
が
公
の
権
力
で
あ
る
か
否
か
の
識
別
は
困
難
で
あ
る
。「
国
際
法
に
『
欠
け
て
い
る
』
と
さ
れ
て
き
た
の
は
、
社
会
の
力
と
な
る
べ
き

も
の
の
存
在
と
い
う
よ
り
も
、
そ
の
識
別
の
仕
組
み
の
成
熟
で
あ
る
。）
107
（

」。
こ
の
仕
組
み
に
は
安
全
保
障
理
事
会
の
関
与
の
仕
方
の
問
題
も
含
ま
れ
て
い

る
、
と
み
る
こ
と
が
で
き
る
。「
こ
の
点
を
考
慮
す
る
な
ら
ば
、
一
方
で
は
、
武
力
攻
撃
の
発
生
が
安
保
理
に
よ
っ
て
認
定
さ
れ
な
い
場
合
で
も
、
集
団

的
自
衛
権
の
行
使
が
望
ま
し
い
場
合
す
ら
考
え
ら
れ
よ
う
。
他
方
で
、
そ
う
し
た
認
定
が
な
さ
れ
た
場
合
で
あ
っ
て
も
、
そ
の
意
思
決
定
が
真
に
公
正
で

正
当
な
も
の
で
あ
る
か
に
つ
い
て
、
各
国
が
精
査
し
た
上
で
各
々
の
行
動
を
決
定
す
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
よ
う
。
安
保
理
の
決
定
に
盲
従
す
る
こ
と
が
常

に
国
際
公
秩
序
の
実
現
に
資
す
る
と
は
限
ら
な
い
の
で
あ
る
。
よ
り
重
要
な
こ
と
は
、
そ
の
実
現
を
目
指
し
、
安
保
理
の
意
思
決
定
が
公
正
に
な
さ
れ
る

よ
う
そ
の
内
外
で
働
き
か
け
て
い
く
こ
と
で
あ
ろ
う
。）
108
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」。
本
稿
も
こ
の
よ
う
に
考
え
る
。

　

他
方
、
集
団
的
自
衛
権
に
否
定
的
な
立
場
を
と
る
上
記
の
論
者
も
、
集
団
安
全
保
障
に
代
わ
る
よ
り
優
れ
た
安
全
保
障
の
方
式
は
現
実
的
に
提
示
で
き

な
い
以
上
、
そ
の
改
善
の
方
策
を
考
え
る
ほ
か
に
道
は
な
い
と
し
て
、「
集
団
安
全
保
障
、
紛
争
の
平
和
的
解
決
及
び
軍
縮
の
『
三
位
一
体
』
に
よ
る
平

和
の
実
現
」、
国
際
紛
争
の
発
生
自
体
の
防
止
、
紛
争
原
因
自
体
の
除
去
と
と
も
に
、
安
保
理
の
構
成
の
民
主
化
・
活
動
の
透
明
化
に
よ
る
国
際
社
会
の

監
視
す
な
わ
ち
安
保
理
の
活
動
に
対
す
る
総
会
の
政
治
的
統
制
や
国
際
司
法
裁
判
所
の
司
法
的
統
制
を
具
体
策
・
課
題
と
し
て
提
示
す
る
。
そ
し
て
、
こ

れ
ら
の
課
題
を
実
現
す
る
「
カ
ギ
」
と
し
て
「
主
権
国
家
の
決
定
的
な
役
割
」
を
挙
げ
る
。「
つ
ま
り
、
国
連
の
意
思
と
は
そ
の
意
思
決
定
に
参
加
す
る

加
盟
国
に
よ
っ
て
形
成
さ
れ
る
わ
け
だ
か
ら
、
国
連
を
変
え
る
た
め
に
は
加
盟
国
を
変
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」
と
指
摘
す
る）
109
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。
集
団
的
自
衛
権
に
否
定

的
立
場
を
と
り
つ
つ
集
団
安
全
保
障
を
肯
定
す
る
こ
の
論
者
の
指
摘
は
、
集
団
安
全
保
障
を
現
実
に
即
し
て
機
能
さ
せ
よ
う
と
意
図
す
る
点
で
、
以
上
言

及
し
た
本
稿
の
立
場
と
本
質
に
お
い
て
異
な
る
と
こ
ろ
は
な
い
も
の
と
理
解
で
き
よ
う
。
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安
保
理
の
意
思
決
定
が
公
正
に
な
さ
れ
る
よ
う
に
と
の
働
き
か
け
、
つ
ま
り
国
際
社
会
・
加
盟
国
に
よ
る
監
視
、
総
会
に
よ
る
政
治
的
統
制
は
、
言
い

換
え
れ
ば
、
国
際
法
を
遵
守
し
つ
つ
も
、
国
際
法
が
遵
守
さ
れ
な
い
現
実
を
冷
徹
に
見
据
え
る
こ
と
の
必
要
性
を
意
味
す
る
。
国
際
法
が
遵
守
さ
れ
な
い

現
実
と
そ
の
帰
結
に
つ
い
て
我
が
国
に
は
十
分
な
経
験
が
あ
る
。
そ
の
上
で
、
自
衛
権
の
行
使
に
際
し
て
は
、
加
盟
国
が
国
連
の
集
団
安
全
保
障
体
制
の

機
能
を
代
替
す
る
と
い
う
自
覚
の
下
に
、
主
体
的
に
同
体
制
と
の
整
合
性
を
図
る
こ
と
が
憲
章
の
理
念
に
よ
り
求
め
ら
れ
て
い
る
。
自
衛
権
の
行
使
を
想

定
し
、
い
か
に
す
れ
ば
整
合
的
に
行
動
で
き
る
か
を
具
体
的
に
検
討
す
べ
き
で
あ
り
、
同
様
の
対
応
を
加
盟
各
国
に
対
し
て
求
め
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。
そ

の
実
行
の
積
み
重
ね
に
よ
り
、
同
権
利
行
使
の
危
険
性
を
低
減
さ
せ
る
「
ル
ー
ル
が
結
晶
化
す
る
）
110
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」
も
の
と
思
わ
れ
る
。

　

以
上
、
集
団
安
全
保
障
と
自
衛
権
の
関
係
に
つ
い
て
、
そ
の
整
合
性
を
図
る
と
い
う
思
考
枠
組
み
が
重
要
で
あ
る
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
た
。

　

整
理
す
れ
ば
、
次
の
よ
う
に
な
る
。

　

集
団
安
全
保
障
体
制
が
十
全
に
機
能
し
な
い
場
合
（
安
保
理
が
決
定
し
加
盟
国
に
よ
っ
て
組
織
さ
れ
た
「
国
連
軍
」
が
実
施
す
る
集
団
的
措
置
が
発
動

さ
れ
な
い
場
合
）
を
想
定
し
そ
の
担
保
と
し
て
個
別
的
・
集
団
的
自
衛
権
が
憲
章
第
七
章
に
規
定
さ
れ
た
。
自
衛
権
行
使
の
第
一
次
的
判
断
権
は
加
盟
国

に
あ
る
た
め
、
自
衛
権
が
濫
用
さ
れ
れ
ば
、
武
力
不
行
使
原
則
（
第
二
条
四
項
）
が
無
効
化
す
る
こ
と
と
な
る
。

　

憲
章
第
四
三
条
の
協
定
に
よ
る
「
本
来
の
国
連
軍
」
が
組
織
さ
れ
な
い
状
況
で
は
集
団
安
全
保
障
が
機
能
不
全
と
な
る
た
め
、
か
か
る
体
制
と
表
裏
一

体
の
武
力
不
行
使
原
則
は
実
効
性
を
失
う
に
至
る
。

　

し
た
が
っ
て
、
こ
の
武
力
不
行
使
原
則
を
実
効
化
す
べ
く
集
団
安
全
保
障
の
機
能
を
補
完
（
代
替
）
し
う
る
自
衛
権
（
あ
る
い
は
加
盟
国
の
武
力
）
に

よ
る
措
置
の
必
要
性
を
認
め
ざ
る
を
え
な
い
。
こ
の
よ
う
に
集
団
安
全
保
障
を
機
能
さ
せ
る
た
め
に
、
自
衛
権
（
あ
る
い
は
加
盟
国
の
武
力
）
に
よ
る
措

置
を
い
か
に
活
用
し
、
さ
ら
に
濫
用
等
の
危
険
性
を
ど
う
す
れ
ば
縮
減
す
る
こ
と
が
で
き
る
か
を
問
題
と
す
る
こ
と
が
合
理
的
で
あ
る）
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。
確
か
に
国
際
法

社
会
の
実
行
に
つ
い
て
の
評
価
は
分
か
れ
る
。
し
か
し
、
以
上
の
よ
う
に
整
理
す
れ
ば
、
集
団
安
全
保
障
と
自
衛
権
（
自
衛
権
に
基
づ
く
地
域
的
な
安
全

保
障
条
約
）
を
矛
盾
す
る
関
係
と
み
る
よ
り
も
、
後
者
が
前
者
を
補
完
（
代
替
）
す
る
関
係
に
あ
る
こ
と
を
前
提
と
し
て
国
際
法
社
会
の
慣
行
（
授
権
方

式
）
は
形
成
・
踏
襲
さ
れ
て
い
る
と
み
る
こ
と
の
ほ
う
が
現
実
的
で
あ
り
建
設
的
な
議
論
に
繋
が
る
と
い
え
る
。
憲
章
第
七
章
に
第
五
一
条
が
規
定
さ
れ
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て
い
る
こ
と
か
ら
、
こ
の
よ
う
に
理
解
す
る
こ
と
が
合
理
的
か
つ
妥
当
で
あ
ろ
う
。

Ⅳ　

我
が
国
の
安
全
保
障
に
関
す
る
基
本
法

１　

日
本
国
憲
法
典
前
文
と
第
九
条
│
国
連
憲
章
と
の
関
係

　

国
連
憲
章
の
定
め
る
安
全
保
障
の
方
式
を
日
本
国
憲
法
典
の
前
文
（
以
下
、
前
文
と
す
る
）
は
採
用
す
る
。
憲
章
第
二
条
四
項
（
武
力
不
行
使
原
則
）

と
同
一
の
法
規
範
内
容
を
第
九
条
は
含
意
す
る
。

　

憲
章
第
五
一
条
（
自
衛
権
）
に
相
当
す
る
条
文
（
法
規
範
）
は
憲
法
典
に
は
存
在
し
な
い
。

　
（
自
衛
権
の
行
使
方
法
に
関
す
る
法
規
範
は
、
実
質
的
意
味
の
憲
法
を
構
成
す
る
憲
法
典
以
外
の
国
際
・
国
内
法
に
規
定
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
点
は
後

述
す
る
。）

　
（
１
）　

国
連
憲
章
と
の
整
合
関
係
│
共
通
性
と
相
互
補
完
性

　

共
通
性
①
憲
章
の
定
め
る
安
全
保
障
の
方
式
と
憲
法
典
前
文
が
想
定
す
る
我
が
国
の
安
全
保
障
の
方
式

　

憲
章
の
定
め
る
と
こ
ろ
は
、
国
際
の
平
和
及
び
安
全
の
維
持
の
た
め
に
加
盟
国
の
個
別
的
な
武
力
行
使
を
一
般
的
に
禁
じ
る
と
と
も
に
同
目
的
達
成
に

必
要
な
武
力
行
使
を
含
む
集
団
的
措
置
を
安
保
理
の
決
定
に
基
づ
き
加
盟
国
が
行
な
う
。
さ
ら
に
こ
の
集
団
的
措
置
は
、
加
盟
国
の
自
衛
権
に
基
づ
く
措

置
・
行
動
に
よ
っ
て
補
完
・
代
替
さ
れ
る
こ
と
を
想
定
す
る
安
全
保
障
の
方
式
（
憲
章
第
七
章
）
で
あ
る
。

　

憲
法
典
の
想
定
す
る
安
全
保
障
の
方
式
は
、
上
記
国
際
連
合
憲
章
の
定
め
る
安
全
保
障
の
方
式
を
採
用
し
た
も
の
と
解
さ
れ
る
。

　

ア　

日
本
国
憲
法
の
制
定
過
程
と
立
法
者
意
思

　

制
定
の
過
程
に
お
い
て
、
我
が
国
と
連
合
国
は
依
然
と
し
て
戦
争
状
態
に
あ
っ
た
。
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ポ
ツ
ダ
ム
宣
言
に
よ
り
我
が
国
の
憲
法
改
正
を
「
強
要
」「
命
令
」
す
る
か
「
日
本
国
民
の
自
発
性
」
に
係
ら
し
め
る
形
で
行
わ
せ
る
か
の
決
定
権
は

戦
勝
国
で
あ
る
連
合
国
側
に
あ
っ
た）
112
（

の
で
あ
る
か
ら
、
憲
法
草
案
起
草
過
程
か
ら
憲
法
制
定
会
議
に
至
る
ま
で
が
連
合
国
側
（
総
司
令
部
や
極
東
委
員

会
）
か
ら
の
統
制
と
監
視
の
下
に
置
か
れ
た
こ
と
は
当
然
の
成
り
行
き
で
あ
っ
た
。
か
か
る
事
情
は
良
く
知
ら
れ
る
と
こ
ろ
で
あ
る）
113
（

。
長
年
に
わ
た
り
非

公
開
扱
い
と
さ
れ
て
い
た
議
事
録
等
か
ら
、
統
制
・
監
視
の
状
況
を
垣
間
見
る
こ
と
が
で
き
る
。
例
え
ば
、
昭
和
二
一
年
一
〇
月
一
日
貴
族
院
憲
法
改
正

案
特
別
委
員
会
小
委
員
会
で
の
宮
澤
俊
義
の
発
言）
114
（

が
そ
の
事
実
を
一
例
で
あ
る
。

　

総
司
令
部
か
ら
現
行
六
六
条
二
項
を
追
加
せ
よ
と
の
指
示
を
受
け
て
の
議
論
で
あ
る
。

　
「
○
子
爵
織
田
信
恒
君　

ス
ル
ト
六
十
六
條
二
項
ト
シ
テ
「
内
閣
総
理
大
臣
そ
の
他
の
國
務
大
臣
は
文
民
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。」
ヲ
追
加
ス
ル
コ
ト

ト
ナ
ル
。

○
下
條
康
麿
君　

衆
議
院
ト
シ
テ
モ
Ｇ
Ｈ
Ｑ
カ
ラ
申
ガ
、「
文
民
」
ト
ス
レ
バ
斯
ル
者
ハ
含
マ
レ
ナ
イ
コ
ト
ト
ナ
ル
ベ
ク
、
又
「
文
民
」
ナ
リ
ヤ
否
ヤ
ハ

総
理
ノ
場
合
ハ
國
會
ガ
認
定
シ
國
務
大
臣
ノ
場
合
ハ
總
理
ガ
認
定
ス
ル
コ
ト
ト
ナ
ラ
ウ
カ
ラ
支
障
ハ
ナ
イ
ノ
デ
ハ
ナ
イ
カ
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
略
）

○
高
木
八
尺
君　

此
ノ
問
題
ヲ
扱
フ
ニ
付
テ
ハ
、
最
後
ノ
段
階
ニ
至
ッ
テ
突
如
ト
シ
テ
斯
ル
修
正
ガ
憲
法
ニ
何
故
入
ッ
タ
カ
ハ
、
一
般
ノ
公
然
ノ
秘
密
ト

シ
テ
問
題
ニ
ナ
ラ
ナ
ケ
レ
バ
ナ
ラ
ナ
イ
モ
ノ
ト
思
フ
。
ス
ル
ト
貴
族
院
ガ
外
部
ノ
要
求
ニ
依
ッ
テ
修
正
シ
タ
コ
ト
ニ
ナ
ル
ト
、
之
ガ
自
由
ニ
審
議
サ
レ
タ

憲
法
デ
ア
ル
ト
云
フ
事
實
ヲ
傷
ツ
ケ
ル
コ
ト
ニ
ナ
ル
。
ソ
コ
デ
斯
ル
不
必
要
ナ
規
定
插
入
ノ
要
求
ヲ
貴
族
院
ト
シ
テ
ハ
拒
ン
デ
宜
イ
デ
ハ
ナ
イ
カ
。

○
子
爵
織
田
信
恒
君　

之
ヲ
拒
ム
コ
ト
ニ
依
ッ
テ
國
家
ガ
大
キ
ナ
損
害
ヲ
來
ス
ヨ
リ
モ
、
此
処
デ
之
ヲ
呑
ン
ダ
方
ガ
宜
ク
ハ
ナ
イ
カ
。

○
田
所
美
治
君　

吾
々
ノ
本
意
ハ
此
ノ
憲
法
ヲ
初
メ
カ
ラ
全
部
オ
斷
リ
シ
タ
イ
所
デ
ア
ル
ガ
、
ソ
レ
ハ
ト
テ
モ
出
來
ル
コ
ト
デ
ハ
ナ
イ
。

○
高
木
八
尺
君　

之
ガ
國
際
的
ニ
サ
ウ
大
キ
ナ
問
題
ト
ナ
ル
筈
ハ
ナ
イ
。
又
之
ヲ
拒
ム
コ
ト
ニ
依
ッ
テ
サ
ウ
国
家
ニ
戴
シ
テ
大
キ
ナ
損
害
ヲ
來
タ
ス
コ
ト

ハ
ナ
イ
ト
思
フ
。



一
七
四

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
略
）

○
宮
澤
俊
義
君　

高
木
君
ノ
意
見
ハ
一
應
御
尤
ダ
ガ
、
憲
法
全
體
ガ
自
發
的
ニ
出
來
テ
居
ル
モ
ノ
デ
ナ
イ
、
指
令
サ
レ
テ
居
ル
事
實
ハ
ヤ
ガ
テ
一
般
ニ
知

レ
ル
コ
ト
ト
思
フ
。
重
大
ナ
コ
ト
ヲ
失
ッ
タ
後
デ
此
處
デ
頑
張
ッ
タ
所
デ
サ
ウ
得
ル
所
ハ
ナ
ク
、
多
少
ト
モ
自
主
性
ヲ
以
テ
ヤ
ッ
タ
ト
云
フ
自
己
僞
瞞
ニ

ス
ギ
ナ
イ
カ
ラ
織
田
子
爵
ニ
大
體
贊
成
。」（
強
調
及
び
傍
線
は
筆
者
）

　

そ
れ
故
に
、
立
法
者
意
思
と
し
て
は
当
時
の
法
状
況
（
戦
争
状
態
）
に
お
い
て
は
当
然
の
こ
と
な
が
ら
、
戦
勝
国
・
占
領
す
る
側
の
意
思
す
な
わ
ち
、

わ
が
国
の
国
政
に
つ
い
て
最
高
の
意
思
決
定
権
を
有
す
る
連
合
国
側
（
連
合
国
最
高
司
令
官
、
同
総
司
令
部
（
民
政
局
）、
極
東
委
員
会
）
の
見
解
を
第

一
義
的
な
も
の
と
し
て
考
慮
す
べ
き
で
あ
り
、
我
が
国
側
の
見
解
は
一
つ
の
理
解
を
示
す
も
の
と
し
て
把
握
さ
れ
る
べ
き
で
あ
る
。
連
合
国
側
と
我
が
国

の
立
場
と
の
関
係
を
取
り
違
え
た
見
解
は
、「
戦
争
」
概
念
の
誤
解
に
一
因
が
あ
る
よ
う
に
思
わ
れ
る）
115
（

。

　

制
定
過
程
（
日
本
の
安
全
保
障
の
方
式
に
直
接
関
わ
る
文
書
で
み
る
制
定
の
過
程
）

マ
ッ
カ
ー
サ
ー
・
ノ
ー
ト
（
一
九
四
六
﹇
昭
和
二
一
﹈
年
二
月
三
日
あ
る
い
は
四
日
頃
）
116
（

）

　

当
時
「
極
秘
（T

O
P SECRET

）」
と
さ
れ
、「
最
高
司
令
官
か
ら
憲
法
改
正
の
『
必
須
要
件
と
し
て
示
さ
れ
た
三
つ
の
基
本
的
な
点
』
と
し
て
示
さ

れ
た
三
つ
の
基
本
的
な
点
」
を
示
し
た
も
の
が
マ
ッ
カ
ー
サ
ー
・
ノ
ー
ト
と
呼
ば
れ
る
文
書
で
あ
る
。
実
質
的
に
「
ノ
ー
ト
」
で
は
な
い
こ
と
は
明
ら
か

で
あ
る）
117
（

。

　

こ
の
文
書
は
当
時
日
本
側
に
は
全
く
知
ら
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
。
こ
れ
が
公
表
さ
れ
た
の
は
昭
和
二
五
年
（
一
九
五
〇
）
に
総
司
令
部
の
米
国
政
府
に

対
す
る
報
告
書
『
日
本
の
政
治
的
再
編
成
』
が
公
刊
さ
れ
て
か
ら
で
あ
る）
118
（

。
マ
ッ
カ
ー
サ
ー
は
、
こ
れ
に
基
づ
き
憲
法
草
案
の
作
成
を
連
合
国
最
高
司
令

官
総
司
令
部
（
Ｇ
Ｈ
Ｑ
）
の
ホ
イ
ッ
ト
ニ
ー
民
生
局
長
に
命
じ
た
。

　

特
に
本
稿
と
の
関
連
で
重
要
な
の
は
、
ノ
ー
ト
に
お
け
る
次
の
指
示
（
二
項
）
で
あ
る
。
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七
五

「
“War w

as a sovereign right of the nation is abolished. 

Japan renounces it as an instrum
entality for settling its disputes and even for preserving its ow

n security. 

It relies upon the higher ideals w
hich are now

 stirring the w
orld for its defense and its protection.

”

国
権
の
発
動
た
る
戦
争
は
、
廃
止
す
る
。

日
本
は
、
紛
争
解
決
の
た
め
の
手
段
と
し
て
の
戦
争
、
さ
ら
に
自
己
の
安
全
を
保
持
す
る
た
め
の
手
段
と
し
て
の
戦
争
を
も
、
放
棄
す
る
。

日
本
は
、
そ
の
防
衛
と
保
護
を
、
今
や
世
界
を
動
か
し
つ
つ
あ
る
崇
高
な
理
想
に
委
ね
る
。）
119
（

」

マ
ッ
カ
ー
サ
ー
草
案
（
一
九
四
六
年
二
月
一
三
日
）
に
お
い
て
、「
今
や
世
界
を
動
か
し
つ
つ
あ
る
」
は
前
文
に
移
さ
れ
、
次
の
よ
う
に
な
っ
た
。

　
「
我
等
ハ
永
世
ニ
亘
リ
平
和
ヲ
希
求
シ
且
ツ
今
ヤ
人
類
ヲ
揺
リ
動
カ
シ
ツ
ツ
ア
ル
人
間
関
係
支
配
ノ
高
貴
ナ
ル
理
念
ヲ
満
全
ニ
自
覚
シ
テ
、

　

我
等
の
安
全
及
生
存
を
維
持
ス
ル
為
世
界
ノ
平
和
愛
好
諸
国
民
ノ
正
義
ト
信
頼
ニ
信
セ
ン
コ
ト
ニ
意
ヲ
固
メ
タ
リ
」

　

そ
の
後
の
過
程
で
「
今
ヤ
人
類
ヲ
揺
リ
動
カ
シ
ツ
ツ
ア
ル
」
の
部
分
が
削
除
さ
れ
現
行
の
「
平
和
を
愛
す
る
諸
国
民
の
公
正
と
信
義
に
信
頼
し
て
」
と

い
う
前
文
に
な
っ
た
。
こ
の
点
を
、
佐
藤
功
は
「
今
ヤ
…
」
の
部
分
の
削
除
に
よ
っ
て
「
平
和
を
愛
す
る
諸
国
民
…
」
の
「
本
来
の
意
味
が
失
わ
れ
、
正

し
く
理
解
さ
れ
な
い
こ
と
に
も
な
っ
た
。）
120
（

」
と
み
る
。
つ
ま
り
「
マ
ッ
カ
ー
サ
ー
・
ノ
ー
ト
に
お
け
る
『
今
ヤ
人
類
ヲ
揺
リ
動
カ
シ
ツ
ツ
ア
ル
』
理
想
と

い
う
の
は
、
…
現
に
立
ち
現
れ
つ
つ
あ
っ
た
と
こ
ろ
の
理
念
と
し
て
考
え
ら
れ
て
い
た
」。
つ
ま
り
、「『
平
和
を
愛
す
る
諸
国
民
』
と
い
う
の
も
、
…
国

際
連
合
の
理
念
と
目
的
と
に
結
集
し
つ
つ
あ
っ
た
当
時
の
全
世
界
の
国
民
を
指
す
も
の
で
あ
っ
た
。」
言
い
換
え
れ
ば
、「
公
正
と
信
義
に
信
頼
し
て
」
と

は
、
国
際
連
合
に
信
頼
す
る
こ
と
、
要
す
る
に
国
際
連
合
に
よ
る
安
全
保
障
（
集
団
安
全
保
障
）
と
い
う
方
式
に
依
存
す
る
こ
と
で
あ
っ
た）
121
（

、
と
す
る

（
傍
線
は
筆
者
）。

　

憲
法
典
前
文
の
「
平
和
を
愛
す
る
諸
国
民
」
と
は
「
国
連
憲
章
四
条
に
い
う
国
連
加
盟
国
の
資
格
で
あ
る
。）
122
（

」
こ
と
が
指
摘
さ
れ
る
。
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他
方
、
わ
が
国
側
に
お
い
て
も
、
以
上
の
議
論
を
概
ね
肯
定
し
て
い
た）
123
（

と
さ
れ
る
こ
と
か
ら
、
当
時
か
ら
、
前
文
は
国
際
連
合
に
よ
る
集
団
安
全
保
障

と
い
う
方
式
を
意
味
す
る
と
理
解
さ
れ
て
い
た
と
み
て
よ
い
で
あ
ろ
う）
124
（

。
着
目
す
べ
き
は
、
本
稿
の
冒
頭
で
示
し
た
よ
う
に
、
宮
澤
に
よ
っ
て
わ
が
国
の

安
全
保
障
の
方
式
が
明
快
に
示
さ
れ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。

　

他
方
、
そ
の
後
公
に
さ
れ
た
注
釈
書）
125
（

や
論
稿）
126
（

に
お
い
て
は
、
国
連
憲
章
、
平
和
条
約
並
び
に
日
本
国
憲
法
典
と
の
関
連
性
に
つ
い
て
言
及
が
な
い
ば
か

り
で
な
く
、
憲
章
と
憲
法
典
前
文
（
及
び
第
九
条
）
と
の
関
係
に
つ
い
て
も
言
及
さ
れ
ず
、
ま
た
、
わ
が
国
が
い
か
な
る
安
全
保
障
の
方
式
を
採
用
し
て

い
る
の
か
に
つ
い
て
明
確
に
示
さ
れ
て
は
い
な
い
。
こ
れ
ら
の
点
が
宮
澤
等
と
比
較
し
た
場
合
に
際
立
っ
て
特
徴
的
で
あ
る
と
い
え
よ
う
。

　

イ　

砂
川
判
決
│
伊
達
判
決
と
最
高
裁
判
決
の
評
価

　

伊
達
判
決）
127
（

の
骨
子
は
次
の
通
り
。

　
（
ア
）　

第
九
条
に
よ
り
、
自
衛
権
は
否
定
さ
れ
な
い
が
、
侵
略
は
も
ち
ろ
ん
自
衛
の
た
め
の
戦
争
及
び
戦
力
の
保
持
も
禁
じ
ら
れ
る
。

　
（
イ
）　

憲
法
は
、
国
際
連
合
の
安
保
理
等
の
執
る
軍
事
的
安
全
措
置
を
最
低
限
と
し
て
わ
が
国
の
安
全
と
生
存
を
維
持
す
る
と
の
決
意
に
基
づ
く

　
（
ウ
） 　

国
連
機
関
の
勧
告
・
命
令
に
基
づ
く
わ
が
国
防
衛
の
た
め
の
外
国
軍
隊
の
駐
留
で
あ
れ
ば
、「
戦
力
」
に
該
当
し
な
い
か
も
し
れ
な
い
。
し
か

し
、
わ
が
国
政
府
が
施
設
、
区
域
の
提
供
な
ど
の
協
力
を
条
件
と
し
て
自
国
防
衛
の
た
め
に
外
国
（
米
国
）
の
駐
留
を
許
容
す
る
こ
と
（
は
、
わ

が
国
政
府
の
行
為
で
あ
り
）、
九
条
二
項
が
保
持
を
禁
じ
る
「
戦
力
」
に
該
当
す
る
。（
強
調
及
び
傍
線
は
筆
者
）

　

最
高
裁）
128
（

は
、
伊
達
判
決
の
立
場
を
否
定
し
次
の
よ
う
に
判
示
し
た
。

　
「
憲
法
九
条
…
に
よ
り
、
わ
が
国
が
主
権
国
と
し
て
も
つ
固
有
の
自
衛
権
は
な
ん
ら
否
定
さ
れ
た
も
の
で
は
な
く
、
わ
が
国
の
平
和
主
義
は
決
し
て
無

防
備
、
無
抵
抗
を
定
め
た
も
の
で
は
な
い
の
で
あ
る
。
…
防
衛
力
の
不
足
は
、
こ
れ
を
憲
法
前
文
に
い
わ
ゆ
る
平
和
を
愛
す
る
諸
国
民
の
公
正
と
信
義
に

信
頼
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
補
い
、
も
っ
て
わ
れ
ら
の
安
全
と
生
存
を
確
保
し
よ
う
と
決
意
し
た
の
で
あ
る
。
そ
し
て
そ
れ
は
、
必
ず
し
も
原
判
決
の
い
う

よ
う
に
、
国
際
連
合
の
機
関
で
あ
る
安
全
保
障
理
事
会
等
の
執
る
軍
事
的
安
全
措
置
等
に
限
定
さ
れ
た
も
の
で
は
な
く
、
わ
が
国
の
平
和
と
安
全
を
維
持
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す
る
た
め
の
安
全
保
障
で
あ
れ
ば
、
そ
の
目
的
を
達
成
す
る
に
ふ
さ
わ
し
い
方
式
又
は
手
段
で
あ
る
限
り
、
国
際
情
勢
の
実
情
に
即
応
し
て
適
当
と
認
め

ら
れ
る
も
の
を
選
ぶ
こ
と
が
で
き
る
こ
と
は
も
と
よ
り
で
あ
っ
て
、
憲
法
九
条
は
、
わ
が
国
が
そ
の
平
和
と
安
全
を
維
持
す
る
た
め
に
他
国
に
安
全
保
障

を
求
め
る
こ
と
を
、
何
ら
禁
ず
る
も
の
で
は
な
い
の
で
あ
る
。

　

右
の
よ
う
な
憲
法
九
条
の
趣
旨
に
即
し
て
同
条
二
項
の
法
意
を
考
え
て
み
る
に
、
同
条
項
に
お
い
て
戦
力
の
不
保
持
を
規
定
し
た
の
は
、
…
わ
が
国
自

体
の
戦
力
を
指
し
、
外
国
の
軍
隊
は
、
た
と
え
そ
れ
が
わ
が
国
に
駐
留
す
る
と
し
て
も
、
こ
こ
に
い
う
戦
力
に
は
該
当
し
な
い
と
解
す
べ
き
で
あ
る
。
…

　

次
に
、
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
軍
隊
の
駐
留
が
憲
法
九
条
、
九
八
条
二
項
お
よ
び
前
文
の
趣
旨
に
反
す
る
か
ど
う
か
…
の
判
断
に
は
、
右
駐
留
が
本
件
日
米

安
全
保
障
条
約
に
基
く
も
の
で
あ
る
関
係
上
、
結
局
右
条
約
の
内
容
が
憲
法
の
前
記
条
章
に
反
す
る
か
ど
う
か
の
判
断
が
前
提
と
な
ら
ざ
る
を
得
な
い
。

　

し
か
る
に
、
右
安
全
保
障
条
約
は
、
日
本
国
と
の
平
和
条
約
（
昭
和
二
七
年
四
月
二
八
日
条
約
五
号
）
と
同
日
に
締
結
せ
ら
れ
た
、
こ
れ
と
密
接
不
可

分
の
関
係
に
あ
る
条
約
で
あ
る
。

　

す
な
わ
ち
、
平
和
条
約
六
条
（
ａ
）
項
但
書
に
は
「
…
外
国
軍
隊
の
日
本
国
の
領
域
に
お
け
る
駐
と
ん
又
は
駐
留
を
妨
げ
る
も
の
で
は
な
い
。」
と
あ

つ
て
、
日
本
国
の
領
域
に
お
け
る
外
国
軍
隊
の
駐
留
を
認
め
て
お
り
、
本
件
安
全
保
障
条
約
は
、
右
規
定
に
よ
つ
て
認
め
ら
れ
た
外
国
軍
隊
で
あ
る
ア
メ

リ
カ
合
衆
国
軍
隊
の
駐
留
に
関
し
て
、
日
米
間
に
締
結
せ
ら
れ
た
条
約
で
あ
り
、
平
和
条
約
の
右
条
項
は
、
当
時
の
国
際
連
合
加
盟
国
六
〇
箇
国
中
四
〇

数
箇
国
の
多
数
国
家
が
こ
れ
に
賛
成
調
印
し
て
い
る
。
そ
し
て
、
右
安
全
保
障
条
約
の
目
的
と
す
る
と
こ
ろ
は
、
そ
の
前
文
に
よ
れ
ば
、
平
和
条
約
の
発

効
時
に
お
い
て
、
わ
が
国
固
有
の
自
衛
権
を
行
使
す
る
有
効
な
手
段
を
持
た
な
い
実
状
に
鑑
み
、
無
責
任
な
軍
国
主
義
の
危
険
に
対
処
す
る
必
要
上
、
平

和
条
約
が
わ
が
国
に
主
権
国
と
し
て
集
団
的
安
全
保
障
取
極
を
締
結
す
る
権
利
を
有
す
る
こ
と
を
承
認
し
、
さ
ら
に
、
国
際
連
合
憲
章
が
す
べ
て
の
国
が

個
別
的
お
よ
び
集
団
的
自
衛
の
固
有
の
権
利
を
有
す
る
こ
と
を
承
認
し
て
い
る
の
に
基
き
、
わ
が
国
の
防
衛
の
た
め
の
暫
定
措
置
と
し
て
、
武
力
攻
撃
を

阻
止
す
る
た
め
、
わ
が
国
は
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
が
わ
が
国
内
お
よ
び
そ
の
附
近
に
そ
の
軍
隊
を
配
備
す
る
権
利
を
許
容
す
る
等
、
わ
が
国
の
安
全
と
防
衛

を
確
保
す
る
に
必
要
な
事
項
を
定
め
る
に
あ
る
こ
と
は
明
瞭
で
あ
る
。
…
ま
た
、
そ
の
成
立
に
当
つ
て
は
、
時
の
内
閣
は
憲
法
の
条
章
に
基
き
、
米
国
と

数
次
に
亘
る
交
渉
の
末
、
わ
が
国
の
重
大
政
策
と
し
て
適
式
に
締
結
し
、
そ
の
後
、
そ
れ
が
憲
法
に
適
合
す
る
か
否
か
の
討
議
を
も
含
め
て
衆
参
両
院
に



一
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お
い
て
慎
重
に
審
議
せ
ら
れ
た
上
、
適
法
妥
当
な
も
の
と
し
て
国
会
の
承
認
を
経
た
も
の
で
あ
る
こ
と
も
公
知
の
事
実
で
あ
る
。

　

…
進
ん
で
本
件
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
軍
隊
の
駐
留
に
関
す
る
安
全
保
障
条
約
お
よ
び
そ
の
三
条
に
基
く
行
政
協
定
の
規
定
の
示
す
と
こ
ろ
を
み
る
と
、
右

駐
留
軍
隊
は
…
前
述
の
よ
う
な
同
条
約
の
前
文
に
示
さ
れ
た
趣
旨
に
お
い
て
駐
留
す
る
も
の
で
あ
り
、
同
条
約
一
条
の
示
す
よ
う
に
極
東
に
お
け
る
国
際

の
平
和
と
安
全
の
維
持
に
寄
与
し
、
…
外
部
か
ら
の
武
力
攻
撃
に
対
す
る
日
本
国
の
安
全
に
寄
与
す
る
た
め
に
使
用
す
る
こ
と
と
な
つ
て
お
り
、
そ
の
目

的
は
、
専
ら
わ
が
国
お
よ
び
わ
が
国
を
含
め
た
極
東
の
平
和
と
安
全
を
維
持
し
、
再
び
戦
争
の
惨
禍
が
起
ら
な
い
よ
う
に
す
る
こ
と
に
存
し
、
わ
が
国
が

そ
の
駐
留
を
許
容
し
た
の
は
、
わ
が
国
の
防
衛
力
の
不
足
を
、
平
和
を
愛
好
す
る
諸
国
民
の
公
正
と
信
義
に
信
頼
し
て
補
な
お
う
と
し
た
も
の
に
外
な
ら

な
い
こ
と
が
窺
え
る
の
で
あ
る
。

　

果
し
て
し
か
ら
ば
、
か
よ
う
な
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
軍
隊
の
駐
留
は
、
憲
法
九
条
、
九
八
条
二
項
お
よ
び
前
文
の
趣
旨
に
適
合
こ
そ
す
れ
、
こ
れ
ら
の
条

章
に
反
し
て
違
憲
無
効
で
あ
る
こ
と
が
一
見
極
め
て
明
白
で
あ
る
と
は
、
到
底
認
め
ら
れ
な
い
。」（
強
調
及
び
傍
線
は
筆
者
）

両
判
決
の
評
価

　

先
ず
看
過
す
べ
き
で
な
い
の
は
、
両
判
決
が
次
の
点
を
端
的
に
認
め
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
わ
が
国
が
防
衛
目
的
で
外
国
に
「
わ
が
国
内

及
び
そ
の
附
近
に
軍
隊
を
配
備
す
る
権
利
を
許
容
す
る
」
こ
と
は
、「
他
国
に
安
全
保
障
を
求
め
る
こ
と
」
で
あ
り
、「
わ
が
国
の
要
請
と
そ
れ
に
対
す
る

施
設
、
区
域
の
提
供
、
費
用
の
分
担
そ
の
他
の
協
力
が
あ
っ
て
は
じ
め
て
可
能
に
な
る
」「
わ
が
国
の
行
為
」
で
あ
る
、
と
両
判
決
は
認
め
る
。
こ
れ
を

国
際
法
学
の
知
見
に
基
づ
い
て
換
言
す
れ
ば
、
外
国
軍
隊
の
駐
留
の
要
請
と
承
認
を
な
す
行
為
自
体
が
「
消
極
的
な
」
集
団
的
自
衛
権
の
行
使
で
あ
る
と

い
う
に
他
な
ら
な
い）
129
（

。

　

少
な
く
と
も
最
高
裁
判
決
（
以
下
、
最
高
裁
と
す
る
。）
は
、
集
団
的
自
衛
権
の
「
消
極
的
」
行
使
と
憲
法
典
と
の
整
合
性
を
肯
定
し
た
も
の
と
理
解

で
き
よ
う
。

　

次
に
、
両
判
決
は
憲
法
典
が
国
連
の
安
全
保
障
方
式
を
採
用
し
て
い
る
と
理
解
す
る
点
で
共
通
す
る
、
と
一
応
は
言
え
よ
う
。
し
か
し
、
伊
達
判
決



わ
が
国
の
「
憲
法
」
体
制
に
お
け
る
安
全
保
障
（
二
）（
城
）

一
七
九

（
以
下
、
地
裁
と
す
る
。）
は
憲
法
典
前
文
と
第
九
条
の
み
を
引
用
し
て
い
る
の
に
対
し
て
、
最
高
裁
は
そ
れ
ら
の
条
項
に
加
え
て
第
九
八
条
二
項
を
引
用

し
て
い
る
点
で
異
な
る
。
こ
の
点
に
は
留
意
す
る
必
要
が
あ
る
。
な
ぜ
な
ら
、
両
判
決
は
国
連
の
安
全
保
障
の
方
式
（
集
団
安
全
保
障
）
を
「
憲
章
が
本

来
想
定
す
る
国
連
軍
」
に
よ
る
方
式
で
あ
る
と
理
解
し
て
と
み
ら
れ
る
と
こ
ろ
、
最
高
裁
は
、
地
裁
と
は
異
な
り
、
わ
が
国
が
自
国
内
に
合
衆
国
軍
隊
を

駐
留
さ
せ
る
行
為
が
国
連
憲
章
第
五
一
条
の
（
集
団
的
）
自
衛
権
に
基
づ
く
行
為
（
同
自
衛
権
の
行
使
）
と
し
て
憲
法
典
に
よ
っ
て
許
容
さ
れ
て
い
る
こ

と
を
明
示
し
、
集
団
安
全
保
障
体
制
が
自
衛
権
（
特
に
集
団
的
自
衛
権
）
の
（
消
極
的
に
せ
よ
）
行
使
を
排
斥
す
る
も
の
と
は
理
解
し
て
い
な
い
か
ら
で

あ
る
。

　

地
裁
は
、
国
際
法
で
あ
る
日
米
安
保
条
約
と
国
内
法
（
憲
法
典
）
を
対
置
し
、
両
者
の
調
整
を
「
合
衆
国
に
対
し
て
そ
の
軍
隊
を
駐
留
さ
せ
、
こ
れ
に

必
要
な
基
地
を
提
供
…
等
…
国
際
法
上
の
義
務
を
負
担
す
る
こ
と
は
当
然
で
あ
る
」
と
す
る
こ
と
で
図
っ
た
も
の
の
、
同
条
約
と
憲
法
典
を
法
的
に
整
合

す
る
法
規
範
と
し
て
理
解
し
よ
う
と
は
し
な
か
っ
た
。
他
方
、
最
高
裁
は
、
安
保
条
約
の
「
目
的
は
、
専
ら
わ
が
国
を
含
め
た
極
東
の
平
和
と
安
全
を
維

持
し
、
再
び
戦
争
の
惨
禍
が
お
こ
ら
な
い
よ
う
に
す
る
こ
と
に
存
し
、
わ
が
国
が
そ
の
駐
留
を
許
容
し
た
の
は
、
わ
が
国
の
防
衛
力
の
不
足
を
、
平
和
を

愛
す
る
諸
国
民
の
公
正
と
信
義
に
信
頼
し
て
補
な
お
う
と
し
た
も
の
に
外
な
ら
な
い
…
。
か
よ
う
な
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
軍
隊
の
駐
留
は
、
憲
法
九
条
、
九

八
条
二
項
及
び
前
文
の
趣
旨
に
適
合
」
す
る
と
判
示
し
た
。
こ
れ
は
、
日
米
安
保
条
約
と
サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
平
和
条
約
と
の
「
密
接
不
可
分
の
関
係
」

を
踏
ま
え
た
上
で
、
同
条
約
と
第
九
条
を
、
換
言
す
れ
ば
、
条
約
と
憲
法
典
と
い
う
形
式
で
表
明
さ
れ
た
国
家
の
二
つ
の
意
思
を
、
で
き
う
る
限
り
矛
盾

の
な
い
も
の
と
し
て
理
解）
130
（

し
よ
う
と
し
て
い
た
と
み
る
こ
と
が
で
き
る
。
か
か
る
国
際
協
調
主
義
（
第
九
八
条
二
項
）
と
国
民
主
権
主
義
の
調
整
を
重
視

し
、
両
者
の
整
合
的
な
解
釈
を
試
み
た
最
高
裁
の
姿
勢
は
、
国
連
憲
章
の
集
団
安
全
保
障
と
（
集
団
的
）
自
衛
権
が
相
互
補
完
の
関
係
に
あ
る
と
理
解
す

る
と
こ
ろ
を
含
め
肯
定
的
に
評
価
し
得
る）
131
（

も
の
で
あ
り
、
こ
の
点
で
国
際
法
と
国
内
法
と
を
専
ら
対
置
す
る
地
裁
と
は
一
線
を
画
す
る
と
言
え
よ
う
。

　

国
連
の
安
全
保
障
の
方
式
の
意
味
を
ど
う
理
解
す
る
か
は
、
わ
が
国
の
安
全
保
障
を
考
え
る
上
極
め
て
重
要
な
事
柄
で
あ
る
。

　

伊
達
判
決
を
支
持
す
る
佐
藤
功
の
理
解
は
、「
憲
章
が
想
定
す
る
本
来
の
国
連
軍
」
に
よ
る
措
置
を
国
連
の
安
全
保
障
の
方
式
（
集
団
安
全
保
障
体
制
）



一
八
〇

と
す
る
。
佐
藤
に
よ
れ
ば
、
そ
れ
以
外
の
方
式
、
自
衛
権
や
自
衛
権
に
基
づ
く
相
互
援
助
条
約
（
共
同
防
衛
条
約
）
は
、
憲
章
自
身
に
よ
っ
て
認
め
ら
れ

て
は
い
る
が
、
そ
れ
は
特
定
の
国
即
ち
仮
想
敵
に
対
す
る
も
の
で
あ
る
点
で
本
来
の
集
団
安
全
保
障
体
制
と
は
性
質
を
異
に
す
る
。
ゆ
え
に
「
憲
章
自
身

の
な
か
に
ふ
く
ま
れ
た
異
質
的
部
分
」
と
な
る）
132
（

。
現
時
点
で
も
多
く
の
憲
法
学
者
を
含
む
論
者
に
共
有
さ
れ
て
い
る
一
九
六
〇
年
代
の
佐
藤
の
理
解
は
、

国
連
の
集
団
安
全
保
障
の
一
般
的
説
明
と
自
衛
権
（
共
同
防
衛
条
約
）
が
矛
盾
・
対
立
す
る
と
の
理
念
の
レ
ベ
ル
に
限
定
さ
れ
て
示
さ
れ
て
い
る）
133
（

。

　

か
か
る
理
解
が
現
代
国
際
法
社
会
に
お
け
る
国
連
の
武
力
行
使
を
含
む
集
団
的
措
置
に
関
す
る
憲
章
の
明
文
規
定
な
い
し
国
連
（
加
盟
国
）
の
実
行
を

説
明
す
る
こ
と
が
で
き
ず
妥
当
で
な
い
こ
と
は
、
本
稿
が
示
し
た
通
り
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
法
規
範
の
観
点
か
ら
言
え
ば
、
自
衛
権
及
び
自
衛
権
に
基

づ
く
共
同
防
衛
条
約
は
、
国
連
の
集
団
安
全
保
障
体
制
と
矛
盾
・
対
立
す
る
契
機
は
含
み
な
が
ら
も
、
こ
の
体
制
を
補
完
（
代
替
）
す
る
も
の
と
し
て
、

憲
章
自
体
が
想
定
し
て
い
る
権
利
及
び
措
置
で
あ
る
。
そ
も
そ
も
国
際
連
合
の
兵
力
と
は
加
盟
国
の
兵
力
を
想
定
し
て
い
る
の
で
あ
り
、
集
団
安
全
保
障

が
有
効
に
機
能
す
る
た
め
に
は
、
加
盟
国
の
力
に
よ
る
協
力
が
必
要
で
あ
る
。
違
法
を
制
す
る
た
め
の
、
違
法
を
上
回
る
力
は
加
盟
諸
国
の
単
独
行
為
で

は
な
く
、
地
域
諸
国
と
の
連
携
に
よ
っ
て
最
も
強
力
に
な
る
。
か
か
る
事
実
の
観
点
か
ら
言
え
ば
、
国
連
の
集
団
安
全
保
障
体
制
が
有
効
に
機
能
す
る
と

い
う
こ
と
は
、
地
域
的
な
集
団
安
全
保
障
取
極
め
（
共
同
防
衛
条
約
）
の
中
心
国
あ
る
い
は
組
織
そ
の
も
の
が
、
国
連
の
授
権
の
下
に
行
動
で
き
る
よ
う

に
な
る
こ
と
だ
か
ら
で
あ
る）
134
（

。

　

ウ　

国
際
連
合
機
構
の
本
質
か
ら
の
（
国
連
憲
章
と
憲
法
典
の
規
範
内
容
の
共
通
性
と
い
う
）
帰
結

　

既
に
確
認
し
た
よ
う
に
、
国
際
連
合
は
、
世
界
連
邦
で
も
世
界
政
府
で
も
な
く）
135
（

、
本
質
に
お
い
て
「
戦
勝
国
に
よ
る
戦
後
世
界
管
理
」
機
構
で
あ
る）
136
（

。

勿
論
こ
の
よ
う
な
指
摘
は
、
国
連
が
普
遍
的
な
性
質
を
具
備
し
て
き
て
い
る
事
実
を
否
定
す
る
も
の
で
は
な
い
。

　

国
連
の
本
質
が
戦
勝
国
・
連
合
国
側
の
戦
後
管
理
機
構
で
あ
る
と
の
厳
然
た
る
事
実
は
、
国
連
憲
章
の
明
文
規
定
、
第
二
七
条
（
拒
否
権
）
と
第
五
三

条
一
項
末
段
・
第
一
〇
七
条
（
旧
敵
国
条
項
）
に
端
的
に
示
さ
れ
て
い
る
。「
旧
敵
国
条
項
」
は
、
連
合
国
側
に
憲
章
の
制
約
か
ら
自
由
に
行
動
す
る
余

地
を
認
め
る
明
文
の
法
的
根
拠
を
定
め
た
も
の
で
あ
る
。

　

高
野
は
指
摘
す
る
。
日
本
も
ド
イ
ツ
も
国
交
を
回
復
し
国
連
に
も
加
入
し
た
。「
こ
う
し
て
こ
の
条
項
は
法
的
に
は
ほ
と
ん
ど
意
味
を
失
っ
た
。
た
だ



わ
が
国
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憲
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保
障
（
二
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一
八
一

し
、
講
和
あ
る
い
は
国
連
加
入
に
よ
り
こ
れ
ら
の
規
定
の
適
用
は
な
く
な
る
と
い
う
こ
の
解
釈
は
保
証
さ
れ
て
い
な
い
。
国
際
連
盟
と
ち
が
い
、
戦
争
中

に
連
合
国
の
同
盟
が
発
展
し
た
国
連
が
、
集
団
保
障
機
構
の
一
面
に
お
い
て
有
す
る
同
盟
的
性
格
の
名
残
で
あ
る
。」）
137
（

と
（
傍
線
は
筆
者
）。
大
谷
良
雄
に

よ
れ
ば
、
旧
敵
国
条
項
に
つ
い
て
は
「
実
質
的
に
死
文
化
し
た
規
定
」
と
み
る
の
が
「
ど
ち
ら
か
と
い
え
ば
一
般
的
な
見
解
」
と
さ
れ
る）
138
（

。
し
か
し
、
同

条
項
が
適
用
さ
れ
な
い
と
い
う
解
釈
は
保
証
さ
れ
な
い
と
の
高
野
の
見
解
か
ら
妥
当
性
が
失
わ
れ
る
も
の
で
は
な
い
と
思
わ
れ
る
。
何
故
な
ら
、
旧
敵
国

条
項
は
安
保
理
の
統
制
や
自
衛
権
の
要
件
の
制
約
を
受
け
ず
行
動
す
る
余
地
を
認
め
る
も
の
で
あ
る
以
上
、
か
か
る
特
権
を
行
使
し
得
る
側
が
放
棄
す
る

合
理
的
理
由
を
見
出
し
難
い
か
ら
で
あ
る
。
半
世
紀
以
上
改
正
さ
れ
ず
に
現
規
定
が
残
っ
て
い
る
と
い
う
厳
然
た
る
事
実
は
否
定
で
き
な
い
。

　

こ
の
点
、
大
谷
は
、
一
九
九
五
年
一
二
月
一
一
日
の
国
連
総
会
決
議
が
同
条
項
を
削
除
す
る
た
め
の
憲
章
改
正
に
言
及
す
る
。
そ
し
て
、
そ
の
後
同
様

の
決
議
は
採
択
さ
れ
て
お
ら
ず
、
こ
の
決
議
は
同
条
項
削
除
に
関
す
る
一
時
的
な
意
思
表
明
に
と
ど
ま
る
も
の
と
看
做
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
指
摘
し
、
現

在
の
日
米
「
安
全
保
障
体
制
を
破
棄
し
て
独
自
の
核
武
装
な
ど
を
唱
え
る
政
権
が
万
が
一
登
場
す
る
よ
う
な
場
合
に
は
、
憲
章
第
五
三
条
一
項
後
段
の
適

用
は
、
現
実
味
を
帯
び
て
こ
な
い
と
は
言
い
切
れ
な
い
。）
139
（

」
と
す
る）
140
（

。

　

旧
敵
国
条
項
に
つ
い
て
本
稿
は
評
価
す
る
立
場
に
は
な
い
。
い
ず
れ
に
せ
よ
、
そ
も
そ
も
か
か
る
国
際
連
合
機
構
の
本
質
論
か
ら
す
れ
ば
、
そ
の
本
質

と
整
合
し
な
い
よ
う
な
旧
敵
国
で
あ
る
敗
戦
国
の
統
治
に
関
す
る
基
本
法
の
制
定
が
、
し
か
も
戦
争
状
態
（
占
領
期
）
に
あ
っ
て
許
容
さ
れ
る
と
は
考
え

ら
れ
な
い
。
戦
後
管
理
の
行
動
基
準
と
な
る
国
連
憲
章
と
わ
が
国
の
憲
法
典
の
規
範
内
容
を
同
一
の
も
の
に
し
よ
う
と
す
る
こ
と
は
理
の
当
然
で
あ
り
極

め
て
合
理
的
な
施
策
で
あ
る
と
理
解
で
き
る
の
で
あ
る
（
サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
平
和
条
約
及
び
日
米
安
全
保
障
条
約
を
参
照
。）。

　

こ
れ
は
憲
法
典
前
文
や
第
九
条
の
み
な
ら
ず
、
自
衛
権
の
行
使
方
法
（
態
様
）
に
関
す
る
法
規
範
内
容
に
つ
い
て
も
異
な
る
と
こ
ろ
が
な
い
と
解
さ
れ

る
。

　

共
通
性
②
第
二
条
四
項
と
第
九
条
は
、
共
に
自
衛
権
に
言
及
す
る
こ
と
な
く
、
武
力
不
行
使
原
則
を
規
定
す
る
。
す
な
わ
ち
、
両
者
は
同
一
の
法
規
範

内
容
を
含
意
す
る
。
論
拠
は
後
述
す
る
。



一
八
二

　

憲
章
第
五
一
条
（
自
衛
権
）
に
相
当
す
る
条
文
（
法
規
範
）
は
憲
法
典
に
は
存
在
し
な
い
。

　

自
衛
権
の
行
使
方
法
に
関
す
る
法
規
範
は
、
実
質
的
意
味
の
憲
法
を
構
成
す
る
憲
法
典
以
外
の
国
際
・
国
内
法
に
規
定
さ
れ
て
い
る
。

　

国
連
憲
章
と
日
本
国
憲
法
典
の
相
互
補
完
性

　

憲
章
と
憲
法
典
の
相
互
補
完
性
も
、
端
的
に
言
え
ば
、
共
通
性
と
同
じ
く
国
連
機
構
の
本
質
論
か
ら
の
帰
結
で
あ
る
。
こ
の
点
、
両
者
の
共
通
性
と
相

互
補
完
性
を
過
小
評
価
す
る
傾
向
は
、
い
わ
ゆ
る
「
護
憲
派
」
論
者
に
見
ら
れ
る
よ
う
で
あ
る
。
例
え
ば
、
日
本
国
民
の
「
軍
国
主
義
と
近
代
・
現
代
戦

争
を
集
約
的
」
な
経
験
、
即
ち
「
戦
争
三
大
体
験
は
、
一
切
の
戦
争
放
棄
と
軍
備
撤
廃
に
よ
る
『
平
和
的
生
存
権
』
の
確
保
と
い
う
、
平
和
憲
法
独
自
の

徹
底
し
た
原
則
を
支
え
る
根
強
い
、
国
民
的
基
盤
を
為
す
も
の
で
あ
る
…
）
141
（

」
と
し
、
国
連
憲
章
の
集
団
安
全
保
障
を
「
核
時
代
遅
れ
の
軍
事
力
依
存
（
五

大
安
保
理
常
任
理
事
国
の
協
調
に
よ
る
）」「
構
想
」
で
あ
る）
142
（

と
規
定
し
て
、
日
本
国
憲
法
「
の
徹
底
し
た
原
則
」
の
普
遍
性
と
独
自
性
を
専
ら
強
調
す

る
）
143
（

。

　

こ
れ
に
対
し
て
は
、
次
の
よ
う
な
批
判
が
な
さ
れ
る
。「
憲
法
の
『
不
磨
の
大
典
』
視
、
日
本
特
殊
性
論
に
つ
な
が
り
か
ね
な
い
こ
う
し
た
『
護
憲
派
』

の
議
論
に
も
危
惧
の
念
を
持
つ
。
日
本
国
憲
法
は
二
〇
〇
近
い
国
々
の
憲
法
の
ひ
と
つ
に
す
ぎ
な
い
。
各
国
は
大
な
り
小
な
り
自
国
の
憲
法
を
意
義
あ
る

も
の
と
考
え
て
い
る
。『
護
憲
派
』
は
あ
ま
り
に
こ
の
当
た
り
前
の
事
実
を
軽
視
し
て
い
る
）
144
（
。」
と
。

　

さ
ら
に
、
国
連
機
構
の
本
質
論
と
も
関
連
す
る
指
摘
を
紹
介
し
て
お
く
。

　

特
に
憲
法
九
条
が
諸
国
の
憲
法
の
中
で
「
め
ず
ら
し
い
」
も
の
で
は
な
い
こ
と
を
指
摘
し
た
上
で
、「
と
き
あ
た
か
も
、
国
際
連
合
が
最
初
の
会
合
を

開
い
た
ば
か
り
の
と
こ
ろ
で
提
案
・
検
討
さ
れ
た
日
本
国
憲
法
が
、
国
連
憲
章
と
同
じ
文
言
を
使
っ
て
い
る
こ
と
の
与
え
る
印
象
は
、『
意
外
性
』
で
は

な
く
、
む
し
ろ
『
時
代
迎
合
』
で
あ
る
）
145
（

。」。

　

さ
て
、
憲
章
と
憲
法
典
の
相
互
依
存
性
に
戻
る
こ
と
と
す
る
。
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一
八
三

　

憲
章
の
集
団
安
全
保
障
は
、
憲
章
違
反
に
対
し
て
そ
れ
を
上
回
る
力
を
用
い
て
対
処
す
る
体
制
で
あ
る
。

　

し
た
が
っ
て
、
加
盟
国
の
武
力
行
使
の
範
囲
が
限
定
さ
れ
る
の
で
あ
れ
ば
、
い
ず
れ
か
の
加
盟
国
に
よ
っ
て
な
さ
れ
う
る
憲
章
違
反
行
為
と
い
う
違
法

な
力
も
限
定
さ
れ
う
る
こ
と
に
な
る
。

　

違
法
な
力
は
限
定
的
で
あ
れ
ば
あ
る
ほ
ど
、
弱
け
れ
ば
弱
い
ほ
ど
そ
れ
を
上
回
る
力
は
少
な
く
て
済
み
、
そ
の
対
処
の
実
効
性
が
増
す
こ
と
と
な
る
。

要
す
る
に
、
加
盟
諸
国
の
武
力
行
使
の
対
象
範
囲
の
縮
減
（
憲
章
制
定
時
に
は
軍
縮
の
観
念
は
明
確
化
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
）
が
集
団
安
全
保
障
体
制
を

強
化
す
る
こ
と
に
繋
が
っ
て
い
る
の
で
あ
る）
146
（

。
こ
の
観
点
か
ら
す
れ
ば
、
憲
法
典
が
前
文
で
集
団
安
全
保
障
体
制
を
承
認
し
第
九
条
で
武
力
の
行
使
範
囲

を
限
定
し
て
い
る
こ
と
は
、
集
団
安
全
保
障
を
補
完
す
る
と
い
う
重
要
な
意
味
を
有
す
る
こ
と
が
理
解
で
き
る
。
す
な
わ
ち
、
第
九
条
と
国
連
憲
章
は

「
戦
争
違
法
化
の
巨
大
な
歴
史
的
潮
流
の
一
環
を
な
す
同
時
代
的
作
品
と
考
え
る
べ
き
も
の
で
、
両
者
は
各
々
そ
れ
な
し
に
は
安
定
的
な
平
和
が
維
持
し

が
た
い
二
つ
の
条
件
を
強
固
に
す
る
形
で
二
〇
世
紀
の
戦
争
違
法
化
の
流
れ
を
推
し
進
め
る
車
の
両
輪
）
147
（

」
で
あ
る
と
い
え
よ
う
。

　

ま
た
、
以
上
の
憲
章
と
憲
法
典
の
共
通
性
・
相
互
依
存
性
は
、
憲
法
典
第
九
八
条
二
項
の
国
際
協
調
主
義
の
観
点
か
ら
も
根
拠
づ
け
ら
れ
る
と
解
す

る
。（

１
）　

筒
井
若
水
『
国
連
体
制
と
自
衛
権
』（
東
京
大
学
出
版
会
、
一
九
九
二
年
）
一
三
〇
頁
。「
そ
の
行
為
は
、
排
除
に
必
要
な
限
り
、
あ
る
い
は
、
加
害
者
に
対
す
る
処

罰
の
範
囲
ま
で
踏
み
込
ん
で
行
わ
れ
て
も
、
よ
い
も
の
と
な
ろ
う
。」

（
２
）　

高
野
雄
一
『
集
団
安
保
と
自
衛
権
（
高
野
雄
一
論
文
集
２
）』（
東
信
堂
、
一
九
六
五
年
（
初
出
）／
一
九
九
九
年
）
二
四
二
頁
。

（
３
）　

齋
藤
洋
「
第
三
章　

現
代
国
際
法
と
憲
法
第
九
条
の
解
釈
」『
戦
後
日
本
の
課
題
と
検
討
』（
虹
有
社
、
二
〇
〇
九
年
）
七
一
│
七
三
頁
。

（
４
）　

筒
井
若
水
『
違
法
の
戦
争
、
合
法
の
戦
争
』（
朝
日
新
聞
社
、
二
〇
〇
五
年
）
一
八
五
│
一
八
六
頁
。

（
５
）　

浅
田
正
彦
『
国
際
法
〔
第
２
版
〕』（
東
信
堂
、
二
〇
一
三
年
）
四
二
九
頁
。

（
６
）　

下
中
奈
都
子
・
桶
山
千
冬
「
集
団
的
自
衛
権
の
援
用
事
例
」『
レ
フ
ァ
レ
ン
ス
』（
二
〇
一
五
年
三
月
）
三
六
│
三
七
頁
。

（
７
）　

以
上
に
つ
い
て
は
、
浅
田
・
前
掲
注（
５
）書
。

（
８
）　

高
野
・
前
掲
注（
２
）書
『
集
団
安
保
と
自
衛
権
』
八
九
頁
。



一
八
四

（
９
）　

松
井
芳
郎
『
湾
岸
戦
争
と
国
際
連
合
』（
日
本
評
論
社
、
一
九
九
三
年
）
六
九
│
九
三
頁
。

（
10
）　

森
肇
志
「
国
際
法
に
お
け
る
集
団
的
自
衛
権
の
位
置
」『
ジ
ュ
リ
ス
ト
』N

o. 1343

（
二
〇
〇
七
年
）
二
二
頁
。

（
11
）　

大
沼
保
昭
「『
平
和
憲
法
』
と
集
団
安
全
保
障
（
二
・
完
）」『
国
際
法
外
交
雑
誌
』
九
二
巻
二
号
（
一
九
九
三
年
）
五
九
頁
。

（
12
）　

筒
井
・
前
掲
注（
４
）書
『
違
法
の
戦
争
、
合
法
の
戦
争
』
一
〇
二
頁
。

（
13
）　

筒
井
・
前
掲
注（
１
）書
『
国
連
体
制
と
自
衛
権
』
一
三
四
│
一
三
五
頁
。

（
14
）　

森
・
前
掲
注（
10
）論
文
、
二
五
頁
注（
48
）。

（
15
）　

森
・
前
掲
論
文
。

（
16
）　

森
肇
志
「
集
団
的
自
衛
権
の
誕
生
」『
国
際
法
外
交
雑
誌
』
一
〇
二
巻
一
号
（
二
〇
〇
三
年
）
一
〇
七
│
一
〇
八
頁
。

（
17
）　

森
・
前
掲
論
文
「
集
団
的
自
衛
権
の
誕
生
」
九
二
頁
。

（
18
）　

筒
井
・
前
掲
注（
４
）書
『
違
法
の
戦
争
、
合
法
の
戦
争
』
一
八
五
│
一
八
六
頁
。

（
19
）　

下
中
奈
都
子
・
桶
山
千
冬
・
前
掲
注（
６
）論
文
「
集
団
的
自
衛
権
の
援
用
事
例
」
四
八
頁
。

（
20
）　

浅
田
・
前
掲
注（
５
）書
『
国
際
法
〔
第
２
版
〕』
四
一
九
頁
。

（
21
）　

大
沼
保
昭
「『
平
和
憲
法
』
と
集
団
安
全
保
障
（
一
）」『
国
際
法
外
交
雑
誌
』
九
二
巻
一
号
（
一
九
九
三
年
）
六
│
七
頁
。

（
22
）　

大
沼
保
昭
『
国
際
法
』（
東
信
堂
、
二
〇
〇
八
年
）
五
五
五
│
五
五
六
頁
。

（
23
）　

筒
井
・
前
掲
注（
４
）書
『
違
法
の
戦
争
、
合
法
の
戦
争
』
一
八
七
頁
。

（
24
）　

次
の
記
述
は
、
大
沼
が
筒
井
の
い
う
「
社
会
的
機
能
」
を
承
認
し
て
い
る
こ
と
を
示
す
も
の
と
理
解
さ
れ
る
。「
自
衛
権
の
行
使
は
、
む
ろ
ん
自
己
の
利
益
を
守
る

行
為
で
は
あ
る
が
、
純
粋
に
個
別
利
益
追
求
の
行
為
で
な
く
、
違
法
な
武
力
行
使
と
戦
い
、
国
際
法
秩
序
を
守
る
と
い
う
公
共
的
意
味
を
も
副
次
的
に
有
し
て
い
る
。」

大
沼
保
昭
「
護
憲
的
改
憲
論
」『
ジ
ュ
リ
ス
ト
』N

o. 1260 （2004.1.1-15

）
一
五
四
頁
。

（
25
）　

掛
江
朋
子
『
武
力
不
行
使
原
則
の
射
程
』（
国
際
書
院
、
二
〇
一
二
年
）
一
〇
八
│
一
〇
九
頁
。

（
26
）　

森
肇
志
「
国
際
の
平
和
お
よ
び
安
全
の
維
持
」
小
寺
彰
・
岩
沢
雄
司
・
森
田
章
夫
編
『
講
義
国
際
法　

第
２
版
』（
有
斐
閣
、
二
〇
一
三
年
）
四
八
二
頁
。

（
27
）　

最
上
敏
樹
『
国
際
機
構
論　

第
２
版
』（
東
京
大
学
出
版
会
、
二
〇
〇
六
年
）
九
八
頁
。

（
28
）　

浅
田
・
前
掲
注（
５
）書
『
国
際
法
〔
第
２
版
〕』（
東
信
堂
、
二
〇
一
三
年
）
四
二
九
頁
。

（
29
）　

酒
井
啓
亘
他
『
国
際
法
』（
有
斐
閣
、
二
〇
一
一
年
）
五
二
五
頁
。
下
中
奈
都
子
・
桶
山
千
冬
・
前
掲
注（
６
）論
文
「
集
団
的
自
衛
権
の
援
用
事
例
」
四
八
頁
。

（
30
）　

掛
江
朋
子
「
国
連
憲
章
第
五
一
条
に
お
け
る
自
衛
権
と
安
保
理
に
よ
る
「
必
要
な
措
置
」
と
の
関
係
」『
村
瀬
信
也
先
生
古
希
記
念　

国
際
法
学
の
諸
相
』（
二
〇
一

五
年
）
八
八
〇
頁
。

　
　
　

そ
の
他
肯
定
的
な
見
解
と
し
て
は
、
授
権
方
式
が
採
用
さ
れ
る
「
傾
向
」
は
肯
定
し
つ
つ
も
、
安
保
理
の
統
制
欠
如
を
指
摘
す
る
島
田
征
夫
『
国
際
法　

全
訂
補
正

版
』（
弘
文
堂
、
二
〇
一
一
年
）
二
五
九
頁
。
ま
た
、「
慣
行
」
と
は
い
わ
な
い
ま
で
も
、「
本
来
の
国
連
軍
に
近
い
」
も
の
と
し
て
肯
定
的
に
み
る
栗
林
忠
男
『
現
代
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一
八
五

国
際
法
』（
慶
応
義
塾
大
学
出
版
会
、
一
九
九
九
年
）
五
一
四
頁
、
が
あ
る
。

（
31
）　

以
上
の
他
、
酒
井
・
前
掲
注（
29
）書
『
国
際
法
』
五
三
八
│
五
三
九
頁
。
筒
井
と
同
じ
く
憲
章
七
章
に
第
五
一
条
が
位
置
づ
け
ら
れ
て
い
る
こ
と
を
根
拠
と
し
て
、

自
衛
権
が
集
団
安
全
保
障
体
制
を
補
完
・
代
替
す
る
社
会
的
機
能
を
果
た
す
こ
と
を
肯
定
す
る
も
の
と
し
て
、
森
・
前
掲
注（
16
）論
文
「
集
団
的
自
衛
権
の
誕
生
」
一

〇
六
│
一
〇
七
頁
。
小
松
一
郎
『
実
践
国
際
法
（
第
２
版
）』（
信
山
社
、
二
〇
一
五
年
）
四
一
一
頁
。
掛
江
・
前
掲
注（
30
）論
文
「
国
連
憲
章
第
五
一
条
に
お
け
る
自

衛
権
と
安
保
理
に
よ
る
「
必
要
な
措
置
」
と
の
関
係
」
八
六
七
頁
、
八
七
九
│
八
八
一
頁
。
ま
た
、
大
沼
も
肯
定
し
て
い
る
と
み
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。
大
沼
・
前
掲
注

（
24
）、
参
照
。

（
32
）　

杉
原
高
嶺
『
国
際
法
学
講
義　

第
２
版
』（
有
斐
閣
、
二
〇
一
三
年
）
六
一
九
│
六
二
一
頁
。

（
33
）　

高
田
映
「
武
力
行
使
の
規
制
」
杉
原
高
嶺
他
『
現
代
国
際
法
講
義
』
第
５
版
（
有
斐
閣
、
二
〇
一
二
年
）
四
二
八
│
四
二
九
頁
。

（
34
）　

高
野
雄
一
『
国
際
安
全
保
障
』（
日
本
評
論
社
、
一
九
五
三
年
）
六
七
│
六
八
頁
。

（
35
）　

横
田
喜
三
郎
『
自
衛
権
』（
有
斐
閣
、
一
九
五
一
年
）
一
二
一
│
一
二
五
頁
。

（
36
）　

高
野
・
前
掲
注（
34
）書
『
国
際
安
全
保
障
』
六
八
│
六
九
頁
。

（
37
）　

高
野
・
前
掲
書
『
国
際
安
全
保
障
』
七
一
頁
。
松
井
芳
郎
他
『
国
際
法　

第
５
版
』（
有
斐
閣
、
二
〇
〇
九
年
）
二
九
七
頁
。
松
井
は
「
勢
力
均
衡
の
世
界
に
逆
戻

り
」
と
す
る
。

（
38
）　

横
田
喜
三
郎
『
自
衛
権
』（
有
斐
閣
、
一
九
五
一
年
）
九
三
│
九
四
頁
。

（
39
）　

高
野
・
前
掲
注（
34
）書
、
六
七
│
六
八
頁
。

（
40
）　

田
畑
茂
二
郎
『
安
保
体
制
と
自
衛
権
』（
有
信
堂
、
一
九
六
〇
年
）
一
三
三
頁
、
一
三
三
│
一
三
四
頁
。

（
41
）　

田
畑
・
前
掲
書
、
一
三
四
│
一
三
五
頁
。

（
42
）　

松
井
芳
郎
『
国
際
法
か
ら
世
界
を
見
る
│
市
民
の
た
め
の
国
際
法
入
門
│
第
３
版
』（
東
信
堂
、
二
〇
一
一
年
）
二
六
〇
頁
。

（
43
）　

大
沼
・
前
掲
注（
22
）書
『
国
際
法
』
五
五
五
頁
。

（
44
）　

森
・
前
掲
注（
16
）論
文
「
集
団
的
自
衛
権
の
誕
生
」
九
二
│
九
三
頁
。

（
45
）　

森
・
前
掲
論
文
。

（
46
）　

森
・
前
掲
注（
10
）論
文
「
国
際
法
に
お
け
る
集
団
的
自
衛
権
の
位
置
」
二
一
頁
。

（
47
）　

森
・
前
掲
注（
16
）論
文
「
集
団
的
自
衛
権
の
誕
生
」
一
〇
二
│
一
〇
六
頁
。

（
48
）　

森
・
前
掲
論
文
、
九
二
│
九
三
頁
。

（
49
）　

中
谷
和
弘
「
集
団
的
自
衛
権
と
国
際
法
」
村
瀬
信
也
編
『
自
衛
権
の
現
代
的
展
開
』（
有
信
堂
、
二
〇
〇
七
年
）
四
五
│
四
八
頁
。

（
50
）　

中
谷
・
前
掲
書
、
四
八
頁
。

（
51
）　

山
本
草
二
『
国
際
法　

新
版
』（
有
斐
閣
、
二
〇
〇
四
年
）
七
三
七
│
七
三
九
頁
。
松
井
・
前
掲
注（
42
）書
『
国
際
法
か
ら
世
界
を
見
る
│
市
民
の
た
め
の
国
際
法



一
八
六

入
門
│
第
３
版
』
九
六
頁
。
森
・
前
掲
注（
10
）論
文
「
国
際
法
に
お
け
る
集
団
的
自
衛
権
の
位
置
」
二
三
頁
。

（
52
）　

森
・
前
掲
論
文
。

（
53
）　1986 I.C.J. 14

（
54
）　Id. at 70, para. 126.

（
55
）　Id. at 104, para. 196.

（
56
）　Id. at 102, para. 193.

（
57
）　Id. at 103, para. 194.

（
58
）　Id. at 103, para. 195.

（
59
）　Id. at 127, para. 249.

（
60
）　Id. at 105, para. 199.

（
61
）　Id. at 105, para. 200.

（
62
）　Id. at 21, para. 235.

（
63
）　Id. at 105, para. 200.

（
64
）　

大
沼
・
前
掲
注（
11
）論
文
「『
平
和
憲
法
』
と
集
団
安
全
保
障
（
二
・
完
）」
四
七
頁
。

（
65
）　

酒
井
・
前
掲
注（
29
）書
『
国
際
法
』
五
三
九
頁
。

（
66
）　

杉
原
・
前
掲
注（
32
）書
『
国
際
法
学
講
義　

第
２
版
』
六
二
〇
頁
。

（
67
）　

浅
田
・
前
掲
注（
５
）書
『
国
際
法
〔
第
２
版
〕』
四
二
〇
頁
。

（
68
）　

大
沼
・
前
掲
注（
22
）書
『
国
際
法
』
五
五
五
│
五
五
六
頁
。

（
69
）　

森
・
前
掲
注（
10
）論
文
「
国
際
法
に
お
け
る
集
団
的
自
衛
権
の
位
置
」
二
三
頁
。

（
70
）　

森
・
前
掲
注（
16
）論
文
「
集
団
的
自
衛
権
の
誕
生
」
一
〇
七
頁
。

（
71
）　

次
の
論
稿
に
依
拠
し
て
整
理
す
る
。
下
中
奈
都
子
・
桶
山
千
冬
・
前
掲
注（
６
）論
文
「
集
団
的
自
衛
権
の
援
用
事
例
」
三
六
│
四
〇
頁
。

（
72
）　

森
・
前
掲
注（
10
）論
文
、
二
四
頁
。

（
73
）　

以
上
は
、
下
中
・
桶
山
・
前
掲
注（
６
）論
文
、
三
八
│
三
九
頁
。

（
74
）　

森
・
前
掲
注（
10
）論
文
、
二
五
頁
。

（
75
）　

浅
田
・
前
掲
注（
５
）書
『
国
際
法
〔
第
２
版
〕』
四
一
二
頁
。

（
76
）　

大
沼
・
前
掲
注（
22
）書
『
国
際
法
』
五
八
二
頁
。

（
77
）　

最
上
・
前
掲
注（
27
）書
『
国
際
機
構
論　

第
２
版
』
七
六
頁
。



わ
が
国
の
「
憲
法
」
体
制
に
お
け
る
安
全
保
障
（
二
）（
城
）

一
八
七

（
78
）　

長
谷
川
正
国
（
訳
）『
エ
イ
ク
ハ
ー
ス
ト
＝
マ
ラ
ン
チ
ュ
ク
現
代
国
際
法
入
門
』（
成
文
堂
、
二
〇
〇
八
年
）
六
八
九
頁
。
同
書
で
は
次
の
よ
う
に
説
明
が
な
さ
れ
て

い
る
。「
軍
事
的
干
渉
は
必
然
的
に
人
的
、
財
政
的
お
よ
び
政
治
的
犠
牲
を
伴
う
。
し
た
が
っ
て
、
遠
方
の
外
国
で
進
行
中
の
虐
殺
を
中
止
さ
せ
る
干
渉
が
国
際
的
お

よ
び
国
内
的
な
道
義
的
ま
た
は
政
治
的
観
点
か
ら
は
い
か
に
緊
急
で
あ
る
と
思
わ
れ
よ
う
と
も
、
選
挙
に
よ
り
選
ば
れ
た
政
府
は
、
選
挙
民
に
対
す
る
そ
う
し
た
犠
牲

の
影
響
力
を
無
視
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。」

（
79
）　

最
上
・
前
掲
注（
77
）。

（
80
）　

以
上
、
大
沼
・
前
掲
注（
21
）論
文
「『
平
和
憲
法
』
と
集
団
安
全
保
障
（
二
・
完
）」
四
八
│
四
九
頁
。

（
81
）　

筒
井
・
前
掲
注（
１
）書
『
国
連
体
制
と
自
衛
権
』
八
頁
。

（
82
）　

大
沼
・
前
掲
注（
22
）書
『
国
際
法
』
五
七
二
頁
。

（
83
）　

大
沼
・
前
掲
書
、
五
六
二
│
五
六
三
頁
。

（
84
）　

筒
井
・
前
掲
注（
４
）書
『
違
法
の
戦
争
、
合
法
の
戦
争
』
二
三
三
│
二
三
四
頁
、
参
照
。

（
85
）　

高
野
雄
一
『
全
訂
新
版　

国
際
法
概
論
下
』（
弘
文
堂
、
平
成
三
年
四
月
）
一
六
一
頁
、
三
〇
七
頁
、
参
照
。

（
86
）　

大
沼
・
前
掲
注（
22
）書
『
国
際
法
』
五
八
二
│
五
八
三
頁
。

（
87
）　

大
沼
・
前
掲
書
、
五
八
二
│
五
八
三
頁
、
参
照
。

（
88
）　

筒
井
・
前
掲
注（
１
）書
『
国
連
体
制
と
自
衛
権
』
は
し
が
き
ⅱ
。

（
89
）　

長
谷
川
・
前
掲
注（
78
）書
『
現
代
国
際
法
入
門
』
六
八
九
頁
。

（
90
）　

松
井
・
前
掲
注（
37
）書
『
国
際
法　

第
５
版
』
二
九
二
頁
。

（
91
）　

清
水
奈
名
子
「
国
連
体
制
が
目
指
す
安
全
保
障
と
は
│
安
全
保
障
理
事
会
の
実
行
か
ら
見
る
変
化
の
軌
跡
」『
法
律
時
報
』
八
六
巻
一
〇
号
（
二
〇
一
四
年
）
七
七

頁
。

（
92
）　

最
上
・
前
掲
注（
27
）書
『
国
際
機
構
論　

第
２
版
』
八
二
頁
。

（
93
）　

掛
江
・
前
掲
注（
30
）論
文
「
国
連
憲
章
第
五
一
条
に
お
け
る
自
衛
権
と
安
保
理
に
よ
る
「
必
要
な
措
置
」
と
の
関
係
」
八
六
九
頁
。

（
94
）　

井
上
実
佳
「『
保
護
す
る
責
任
』
と
国
連
平
和
維
持
活
動
│
ア
フ
リ
カ
に
焦
点
を
あ
て
て
│
」『
国
際
安
全
保
障
』
四
〇
巻
二
号
（
二
〇
一
二
年
）
七
二
│
七
三
頁
。

上
杉
勇
司
「『
保
護
す
る
責
任
』
の
概
念
の
現
実
へ
の
適
用
│
国
連
平
和
維
持
活
動
を
通
じ
た
武
力
紛
争
下
の
『
文
民
保
護
』
の
議
論
を
中
心
に
│
」『
国
際
安
全
保

障
』
四
〇
巻
二
号
（
二
〇
一
二
年
）
八
八
│
八
九
頁
。

（
95
）　

掛
江
・
前
掲
注（
30
）論
文
、
八
八
〇
頁
。
上
杉
・
前
掲
注（
94
）論
文
、
八
九
頁
。

（
96
）　

森
・
前
掲
注（
16
）論
文
「
集
団
的
自
衛
権
の
誕
生
」
一
〇
六
│
一
〇
七
頁
。

（
97
）　

掛
江
・
前
掲
注（
30
）論
文
、
八
七
九
頁
。

（
98
）　

石
本
泰
雄
『
国
際
法
の
構
造
転
換
』（
有
信
堂
、
一
九
九
八
年
）
四
六
頁
。



一
八
八

（
99
）　

森
・
前
掲
注（
10
）論
文
「
国
際
法
に
お
け
る
集
団
的
自
衛
権
の
位
置
」
二
六
頁
。

（
100
）　U

nited N
ations A

/59/565. at 56, para, 197.
（
101
）　

松
井
・
前
掲
注（
37
）書
『
国
際
法　

第
５
版
』
二
九
四
頁
。

（
102
）　U

nited N
ations, supra note 208.

（
103
）　

石
本
・
前
掲
注（
98
）書
、
四
六
頁
。

（
104
）　

森
・
前
掲
注（
10
）論
文
「
国
際
法
に
お
け
る
集
団
的
自
衛
権
の
位
置
」
二
六
頁
。

（
105
）　

松
井
・
前
掲
注（
151
）書
『
国
際
法　

第
５
版
』（
有
斐
閣
、
二
〇
〇
九
年
）
二
九
一
頁
。

（
106
）　

森
・
前
掲
注（
10
）論
文
、
二
六
頁
。

（
107
）　

筒
井
・
前
掲
注（
１
）書
『
国
連
体
制
と
自
衛
権
』
三
一
頁
。

（
108
）　

森
・
前
掲
注（
104
）。

（
109
）　

松
井
・
前
掲
注（
42
）書
『
国
際
法
か
ら
世
界
を
見
る
│
市
民
の
た
め
の
国
際
法
入
門
│
第
３
版
』
二
四
九
│
二
五
一
頁
。

（
110
）　

中
谷
・
前
掲
注（
49
）書
「
集
団
的
自
衛
権
と
国
際
法
」
五
二
頁

（
111
）　

掛
江
・
前
掲
注（
30
）論
文
「
国
連
憲
章
第
五
一
条
に
お
け
る
自
衛
権
と
安
保
理
に
よ
る
『
必
要
な
措
置
』
と
の
関
係
」
八
六
七
頁
、
参
照
。

（
112
）　

憲
法
調
査
会
『
憲
法
制
定
の
経
過
に
関
す
る
小
委
員
会
報
告
書
』（
昭
和
三
九
年
七
月
）
二
五
八
│
二
五
九
頁
。

（
113
）　

大
石
眞
『
日
本
憲
法
史
〔
第
２
版
〕』（
有
斐
閣
、
二
〇
〇
五
年
）
三
二
一
│
三
五
七
頁
。
田
中
英
夫
『
憲
法
制
定
過
程
覚
え
書
』（
有
斐
閣
、
一
九
九
五
年
）
一
四

│
三
二
頁
、
一
八
九
│
二
〇
四
頁
。
高
柳
賢
三
・
大
友
一
郎
・
田
中
英
夫
編
著
『
日
本
国
憲
法
制
定
の
過
程
│
連
合
国
総
司
令
部
側
の
記
録
に
よ
る
│
Ⅰ
原
文
と
翻

訳
』（
有
斐
閣
、
一
九
七
二
年
）
三
二
三
頁
以
下
。
長
谷
川
正
安
『
昭
和
憲
法
史
』（
岩
波
書
店
、
一
九
六
一
年
）
二
三
一
│
二
三
六
頁
。
犬
丸
秀
雄
他
『
日
本
国
憲
法

制
定
の
経
緯
』（
第
一
法
規
、
一
九
八
八
年
）
三
五
│
四
五
頁
。
佐
藤
達
夫
『
日
本
国
憲
法
成
立
史　

第
一
巻
』（
有
斐
閣
、
一
九
九
三
年
）
一
│
六
頁
。
同
『
日
本
国

憲
法
史　

第
三
巻
』
一
│
一
一
頁
、
四
四
│
五
二
頁
、
な
ど
参
照
。

（
114
）　
『
第
三
囘　

帝
國
憲
法
改
正
案
特
別
委
員
小
委
員
會
筆
記
要
旨
』
参
議
院
憲
法
審
査
会
Ｈ
Ｐhttp://w

w
w
.kenpoushinsa.sangiin.go.jp/kenpou/kizokuin/

contents/s21101y03.htm
l　

（
二
〇
一
六
年
六
月
二
日
に
確
認
。）

（
115
）　

本
稿
と
反
対
の
立
場
に
よ
れ
ば
、
総
司
令
部
の
理
解
や
極
東
員
会
の
意
向
は
、
一
つ
の
理
解
を
示
す
も
の
で
あ
り
、
立
法
意
思
を
左
右
す
る
も
の
で
は
な
い
と
す

る
。
高
見
勝
利
「
戦
争
の
放
棄
」
芦
部
信
喜
監
修
『
注
釈
憲
法
』（
有
斐
閣
、
二
〇
〇
〇
年
）
四
〇
六
│
四
〇
七
頁
。
こ
れ
が
戦
争
概
念
の
理
解
の
誤
り
に
起
因
す
る

で
あ
ろ
う
こ
と
に
つ
い
て
は
、
拙
稿
（
一
）
Ⅰ
１
「
戦
争
概
念
に
つ
い
て
」（
本
誌
第
一
二
三
巻
第
八
号
）
の
注（
24
）、（
27
）、
及
び（
28
）と
そ
の
本
文
を
参
照
。

（
116
）　

高
柳
賢
三
・
大
友
一
郎
・
田
中
英
夫
・
前
掲
注（
113
）書
『
日
本
国
憲
法
制
定
の
過
程
Ⅰ
』
九
九
頁
。

（
117
）　

原
文
は
次
の
通
り
で
あ
る
。
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わ
が
国
の
「
憲
法
」
体
制
に
お
け
る
安
全
保
障
（
二
）（
城
）

一
八
九

　
　
　

T
hree basic points stated by Suprem

e Com
m
ander to be 

“Musts

” in constitutional revision. Governm
ent Section paper 4 Feb 1949.　

（
下

線
及
び
強
調
は
筆
者
）

（
118
）　

佐
藤
功
『
憲
法
研
究
入
門
（
上
）』（
日
本
評
論
社
、
一
九
六
四
年
）
二
五
九
頁
。

（
119
）　

高
柳
他
・
前
掲
注（
116
）書
『
日
本
国
憲
法
制
定
の
過
程
』
九
八
│
九
九
頁
。

（
120
）　

佐
藤
・
前
掲
注（
118
）書
『
憲
法
研
究
入
門
（
上
）』
二
八
三
頁
。

（
121
）　

佐
藤
・
前
掲
書
、
二
八
五
│
二
八
七
頁
。
同
旨
、
高
見
・
前
掲
注（
115
）書
『
注
釈
憲
法
』
四
五
二
頁
。

　
　
　

高
見
は
次
の
よ
う
に
い
う
「
日
本
の
安
全
を
保
障
す
る
に
は
、「
平
和
を
愛
す
る
諸
国
民
の
公
正
と
信
義
」
に
基
づ
く
国
際
的
な
平
和
シ
ス
テ
ム
が
実
現
さ
れ
な
く

て
は
な
ら
ず
、
そ
う
し
た
シ
ス
テ
ム
は
、
様
々
な
問
題
を
抱
え
て
い
る
と
し
て
も
、
現
実
に
は
、
国
連
憲
章
に
よ
る
安
全
保
障
シ
ス
テ
ム
を
抜
き
に
し
て
は
考
え
ら
れ

な
い
」
同
、
四
〇
八
頁
。

（
122
）　

筒
井
・
前
掲
注（
４
）書
『
違
法
の
戦
争
、
合
法
の
戦
争
』
一
九
〇
頁
。

（
123
）　

法
学
協
会
編
『
註
解
日
本
国
憲
法
上
巻
（
１
）』（
有
斐
閣
、
昭
和
二
八
年
）
一
九
四
│
一
九
五
頁
、
参
照
。

（
124
）　

本
稿
の
冒
頭
で
も
言
及
し
た
宮
澤
の
見
解
を
示
し
て
お
く
。「
わ
が
国
が
い
か
に
し
て
自
ら
の
安
全
を
保
障
し
よ
う
と
す
る
か
。」
に
つ
い
て
、
明
確
な
言
及
が
な
さ

れ
て
い
た
。
前
文
の
「
日
本
国
民
は
、
…
平
和
を
愛
す
る
諸
国
民
の
公
正
と
信
義
に
信
頼
し
て
、
わ
れ
ら
の
安
全
と
生
存
を
保
持
し
よ
う
と
決
意
し
た
。」
を
引
い
た

後
で
、
次
の
よ
う
に
言
及
す
る
「
こ
う
い
う
態
度
は
、
さ
ら
に
一
九
五
二
年
四
月
二
八
日
に
発
効
し
た
日
本
と
連
合
国
と
の
平
和
条
約
で
よ
り
具
体
的
に
明
ら
か
に
さ

れ
て
い
る
。
日
本
は
、
そ
こ
で
、『
あ
ら
ゆ
る
場
合
に
国
際
連
合
憲
章
の
原
則
を
遵
守
』
す
る
こ
と
を
約
束
し
、
国
際
連
合
に
よ
る
安
全
保
障
の
方
式
を
と
る
こ
と
を

約
束
し
て
い
る
。
日
本
は
、
…
多
か
れ
少
な
か
れ
武
装
さ
れ
た
国
家
に
よ
っ
て
組
織
さ
れ
、
安
全
保
障
の
具
体
的
措
置
と
し
て
武
力
的
措
置
を
も
是
認
し
て
い
る
国
際

連
合
に
よ
る
交
際
平
和
維
持
の
方
式
を
承
認
し
て
い
る
の
で
あ
る
か
ら
、
…
安
全
保
障
が
そ
う
し
た
武
力
的
措
置
に
よ
っ
て
行
わ
れ
る
可
能
性
を
承
認
し
て
い
る
も
の

と
見
な
く
て
は
な
ら
な
い
。
言
葉
を
か
え
て
い
え
ば
、
日
本
国
憲
法
は
、
…
国
際
平
和
が
場
合
に
よ
っ
て
は
武
力
に
よ
っ
て
守
ら
れ
な
く
て
は
な
ら
な
い
こ
と
を
み
と

め
る
以
上
、
国
際
連
合
軍
な
い
し
国
際
警
察
隊
の
存
在
を
否
認
す
る
も
の
で
は
な
い
。」
続
い
て
宮
澤
は
、
結
論
と
し
て
日
本
は
国
連
に
加
盟
す
べ
き
で
あ
り
、
そ
の

安
全
保
障
措
置
に
協
力
す
る
義
務
を
負
う
も
の
の
、
自
説
で
あ
る
軍
備
の
禁
止
と
い
う
自
国
憲
法
の
制
約
か
ら
、
国
連
憲
章
四
三
条
の
定
め
る
兵
力
提
供
の
協
定
を
結

ぶ
こ
と
が
で
き
な
い
旨
言
及
し
て
い
る
。
以
上
は
、
宮
澤
俊
義
著
・
芦
部
信
喜
補
訂
『
全
訂
日
本
国
憲
法　

第
２
版
』（
日
本
評
論
社
、
一
九
八
五
年
）
一
五
五
│
一

五
六
頁
。（
傍
線
は
筆
者
）

　
　
　

宮
澤
が
、
今
日
の
学
界
の
大
勢
と
は
一
線
を
画
し
、
我
が
国
の
安
全
保
障
方
式
を
平
和
条
約
と
国
連
憲
章
と
の
関
係
を
考
慮
し
な
が
ら
明
確
に
し
よ
う
と
す
る
姿
勢

は
、
注
目
に
値
す
る
。

（
125
）　

樋
口
陽
一
他
著
『
注
解
法
律
学
全
集　

憲
法
Ⅰ
』（
青
林
書
院
、
一
九
九
四
年
）
一
三
七
│
一
三
九
頁
。
前
掲
注（
115
）書
『
注
釈
憲
法
』
六
七
│
一
〇
九
頁
。

　
　
　

最
新
の
注
釈
書
と
し
て
は
、
木
下
智
史
・
只
野
雅
人
編
『
新
コ
ン
メ
ン
タ
ー
ル
憲
法
』（
日
本
評
論
社
、
二
〇
一
五
年
）
二
一
│
二
二
頁
。

（
126
）　

青
井
美
帆
「
九
条
・
平
和
主
義
と
安
全
保
障
政
策
」『
憲
法
学
の
現
代
的
論
点
』（
有
斐
閣
、
二
〇
〇
六
年
）
九
三
│
一
二
二
頁
。



一
九
〇

（
127
）　

東
京
地
判
昭
和
三
四
年
三
月
三
〇
（
下
刑
集
一
巻
三
号
七
七
六
頁
）。

（
128
）　

最
高
裁
大
判
昭
和
三
四
年
一
二
月
一
六
日
（
刑
集
一
三
巻
一
三
号
三
二
二
五
頁
）。

（
129
）　

田
畑
・
前
掲
注（
40
）書
『
安
保
体
制
と
自
衛
権
』
七
八
頁
。
松
井
他
・
前
掲
注（
37
）書
『
国
際
法　

第
５
版
』
二
九
八
頁
。
最
上
敏
樹
「
国
際
法
は
錦
の
御
旗
で
は

な
い
」
長
谷
部
恭
男
・
杉
田
敦
編
『
安
保
法
制
の
何
が
問
題
か
』（
岩
波
書
店
、
二
〇
一
五
年
九
月
一
一
日
）
一
〇
八
│
一
〇
九
頁
。
最
上
は
、
日
米
安
保
条
約
に
つ

い
て
次
の
よ
う
に
言
及
し
て
い
る
。
集
団
的
自
衛
権
が
「
他
国
の
た
め
に
武
力
行
使
を
す
る
権
利
」
と
い
う
面
と
、「
自
国
の
た
め
に
武
力
行
使
し
て
も
ら
う
権
利
」

と
い
う
面
の
、
両
方
を
含
む
も
の
で
あ
る
こ
と
を
示
唆
す
る
条
約
内
容
で
あ
る
。
前
者
を
集
団
的
自
衛
権
の
「
積
極
的
行
使
」
と
呼
び
、
後
者
を
「
消
極
的
行
使
」
と

呼
ぶ
な
ら
ば
、
日
本
は
こ
れ
ま
で
、
消
極
的
行
使
を
す
る
法
体
制
を
維
持
し
て
き
た
こ
と
に
な
る
」
同
書
。

（
130
）　

高
野
雄
一
『
憲
法
と
条
約
』（
東
京
大
学
出
版
会
、
一
九
六
〇
年
）
一
六
八
頁
、
参
照
。

（
131
）　

大
平
善
梧
「
対
日
講
和
条
約
と
集
団
的
自
衛
権
」『
国
際
法
外
交
雑
誌
』
第
五
〇
巻
第
五
号
（
昭
和
二
六
年
）
九
│
一
一
頁
。
大
平
は
、
同
書
で
平
和
条
約
・
日
米

安
全
保
障
条
約
と
日
本
国
の
憲
法
典
及
び
そ
の
他
の
国
内
法
と
の
関
係
に
つ
い
て
次
の
よ
う
に
指
摘
す
る
。「
日
本
国
内
の
問
題
で
あ
る
か
ら
、
矛
盾
す
る
点
が
あ
れ

ば
、
国
際
条
約
を
優
先
せ
し
め
て
、
寧
ろ
国
内
法
を
修
正
し
て
ゆ
く
方
向
に
於
い
て
問
題
を
処
理
し
て
ゆ
け
ば
よ
ろ
し
い
で
あ
ろ
う
。」

　
　
　

さ
ら
に
、
両
者
を
矛
盾
す
る
こ
と
な
く
法
理
論
を
構
成
す
る
こ
と
は
「
憲
法
学
者
と
日
本
の
政
治
家
の
任
務
で
あ
ろ
う
」
と
指
摘
す
る
。
大
平
『
第
13
回
国
会
両
院

法
規
委
員
会
会
議
録
』
第
四
号
（
昭
和
二
七
（
一
九
五
二
）
年
三
月
一
四
日
）
一
〇
│
一
四
頁
、
一
二
頁
。

（
132
）　

佐
藤
・
前
掲
注（
118
）書
『
憲
法
研
究
入
門
（
上
）』
三
一
二
│
三
二
〇
頁
。
石
川
健
治
「「
非
立
憲
」
政
権
に
よ
る
ク
ー
デ
タ
ー
が
起
き
た
」
長
谷
部
恭
男
・
杉
田
敦

編
・
前
掲
注（
129
）書
『
安
保
法
制
の
何
が
問
題
か
』
参
照
。
石
川
は
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。「
日
本
国
憲
法
が
想
定
す
る
の
は
、
…
集
団
安
全
保
障
の
体
制
で
し

ょ
う
。
そ
れ
は
憲
法
前
文
や
九
条
を
見
て
も
明
ら
か
で
す
。
集
団
安
全
保
障
は
、
特
定
の
仮
想
敵
を
つ
く
ら
な
い
安
全
保
障
の
体
系
を
つ
く
り
、
乱
す
者
が
い
た
ら
全

員
で
そ
れ
を
つ
ぶ
す
と
い
う
考
え
方
で
す
。
こ
れ
は
、
第
一
次
世
界
大
戦
前
の
日
英
同
盟
、
国
際
連
盟
脱
退
後
の
日
独
伊
三
国
同
盟
に
み
ら
れ
た
よ
う
な
、
同
盟
政
策

の
排
除
を
意
味
し
て
い
ま
す
。

　
　
　

こ
の
点
、
そ
も
そ
も
国
際
連
合
自
体
が
、
戦
争
中
の
「
連
合
国
」
の
末
裔
と
し
て
の
性
格
を
残
し
て
い
る
こ
と
は
、
旧
敵
国
条
項
の
存
在
が
雄
弁
に
示
し
て
い
ま

す
。
他
方
で
サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
会
議
以
前
に
成
立
し
て
い
た
、
米
州
の
同
盟
条
約
を
温
存
す
る
た
め
に
、
主
と
し
て
米
州
サ
イ
ド
の
働
き
か
け
で
国
連
憲
章
五
一
条

の
起
草
過
程
で
挿
入
さ
れ
た
の
が
、
集
団
的
自
衛
権
で
し
た
。
同
盟
政
策
の
末
裔
で
あ
り
、
本
来
の
（
個
別
的
）
自
衛
権
と
は
論
理
構
造
を
全
く
こ
と
に
す
る
異
物
で

す
。」
と
す
る
。
同
書
、
二
二
四
頁
。
同
旨
、
駒
村
圭
吾
「
安
保
法
案
と
〝
九
条
の
環
〞」
前
掲
書
『
安
保
法
制
の
何
が
問
題
か
』
二
七
頁
、
な
ど
。

（
133
）　

樋
口
陽
一
は
、
憲
章
と
前
文
に
つ
い
て
佐
藤
功
の
指
摘
し
た
関
連
性
に
は
触
れ
な
い
も
の
の
、
集
団
安
全
保
障
に
つ
い
て
は
佐
藤
と
同
様
、
本
来
の
国
連
軍
を
前
提

と
し
（
て
、
そ
れ
に
拘
泥
し
）、
憲
章
制
定
後
の
集
団
的
措
置
に
関
す
る
実
行
を
「
従
来
の
同
盟
軍
と
ち
が
っ
た
形
態
だ
っ
た
わ
け
で
は
な
く
、
派
遣
各
国
が
そ
れ
ぞ

れ
に
指
揮
・
命
令
権
を
行
使
し
た
」
こ
と
を
指
摘
し
て
、
か
か
る
加
盟
各
国
に
よ
る
集
団
的
措
置
に
関
す
る
現
実
の
実
行
が
憲
章
の
集
団
安
全
保
障
体
制
の
中
で
ど
の

よ
う
に
位
置
づ
け
ら
れ
る
か
に
つ
い
て
は
言
及
し
て
い
な
い
。
樋
口
他
・
前
掲
注（
125
）書
『
注
解
法
律
学
全
集　

憲
法
Ⅰ
』
一
七
〇
│
一
七
二
頁
、
参
照
。

（
134
）　

筒
井
・
前
掲
注（
４
）書
『
違
法
の
戦
争
、
合
法
の
戦
争
』
二
〇
二
│
二
〇
三
頁
。



わ
が
国
の
「
憲
法
」
体
制
に
お
け
る
安
全
保
障
（
二
）（
城
）

一
九
一

（
135
）　

長
谷
川･

前
掲
注（
78
）、
参
照
。

（
136
）　

最
上
・
前
掲
注（
27
）書
『
国
際
機
構
論　

第
２
版
』
七
六
頁
。

（
137
）　

高
野
・
前
掲
注（
85
）書
『
全
訂
新
版　

国
際
法
概
論
下
』
四
〇
七
頁
。

（
138
）　

大
谷
良
雄
「
旧
敵
国
条
項
の
削
除
問
題
」『
時
の
法
令
』
一
八
三
三
号
（
二
〇
〇
九
年
五
月
一
五
日
）
四
〇
│
四
一
頁
。
同
旨
、
筒
井
若
水
編
集
代
表
、（
編
集
委

員
）
小
寺
彰
、
道
垣
内
正
人
、（
執
筆
者
）
岩
沢
雄
司
、
植
木
俊
哉
『
国
際
法
辞
典
』（
有
斐
閣
、
二
〇
〇
二
年
）
六
三
頁
。
香
西
茂
「
実
現
は
難
し
い
『
旧
敵
国
条

項
』
の
削
除
『
世
界
週
報
』
七
号
（
一
九
九
一
年
）
六
四
│
六
七
頁
、
六
六
頁
。

（
139
）　

大
谷
・
前
掲
注（
135
）論
文
、
四
〇
│
四
七
頁
、
特
に
四
二
、
四
七
頁
。

（
140
）　

ま
た
、
次
の
よ
う
な
指
摘
も
な
さ
れ
て
い
る
こ
と
に
注
意
が
必
要
で
あ
る
。
筒
井
は
、
平
和
条
約
と
と
も
に
締
結
さ
れ
た
日
米
安
保
条
約
は
、
米
国
側
か
ら
す
れ

ば
、
先
の
大
戦
の
結
果
「
敵
で
あ
っ
た
国
に
関
す
る
行
動
」
と
し
て
、
国
連
憲
章
規
定
の
適
用
が
除
外
さ
れ
て
い
る
も
の
（
第
五
三
条
一
項
後
段
、
一
〇
七
条
）
と
す

る
。
そ
の
上
で
、
自
衛
権
は
憲
章
の
制
約
の
下
で
行
使
さ
れ
る
に
し
て
も
、「（
日
本
側
が
）
こ
れ
を
あ
く
ま
で
も
「
国
連
体
制
」
の
な
か
で
発
動
さ
れ
る
（
国
連
決
議

を
条
件
に
発
動
さ
れ
る
）
よ
う
求
め
る
と
す
れ
ば
、
そ
れ
は
明
ら
か
に
（
ア
メ
リ
カ
の
）
当
初
の
意
図
と
は
外
れ
、「
戦
後
体
制
」
の
理
解
を
誤
っ
た
こ
と
に
な
る
と

み
な
さ
ざ
る
を
え
な
い
。」
と
指
摘
す
る
。
同
・
前
掲
注（
４
）書
『
違
法
の
戦
争
、
合
法
の
戦
争
』
二
〇
五
│
二
〇
六
頁
。
筒
井
の
後
段
の
指
摘
に
つ
い
て
は
、
本
稿

は
評
価
す
る
立
場
に
な
い
が
、
前
段
の
「
敵
で
あ
っ
た
国
に
関
す
る
行
動
」
と
の
指
摘
に
は
留
意
す
る
必
要
が
あ
る
と
思
わ
れ
る
。

（
141
）　

深
瀬
忠
一
『
戦
争
放
棄
と
平
和
的
生
存
権
』（
岩
波
書
店
、
一
九
八
七
年
）
九
二
頁
。

（
142
）　

深
瀬
・
前
掲
書
、
二
二
二
頁
。

（
143
）　

深
瀬
・
前
掲
書
、
二
〇
四
│
二
四
五
頁
。

（
144
）　

大
沼
・
前
掲
注（
21
）論
文
「『
平
和
憲
法
』
と
集
団
安
全
保
障
（
一
）」
八
頁
。

（
145
）　

筒
井
・
前
掲
注（
４
）書
『
違
法
の
戦
争
、
合
法
の
戦
争
』
一
八
九
頁
。

（
146
）　

大
沼
・
前
掲
注（
11
）論
文
「『
平
和
憲
法
』
と
集
団
安
全
保
障
（
二
・
完
）」
五
五
頁
。

（
147
）　

大
沼
・
前
掲
論
文
、
五
六
頁
。

（
東
洋
大
学
客
員
研
究
員
）


